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      STAGE. 6　◇再会と再戦◆





　これは夢だ。

　彩さいはそう判断した。

　これは過去だ。

　彩は漠然と、だが確信を持って思った。

　彩が立っているのは、《反転世界》。

　目の前には、狂笑を上げる少女。

　そして彩の後ろには、悲痛な面持ちで涙を浮かべる、鬽み黒くろ。

「真ま白しろさん……真白、さん……！」

　涙を流しながら、縋すがるように彩の名を呟つぶやく鬽黒。

　そういえば、かつての鬽黒にはそう呼ばれていた。そんなことをぼんやりと思いながら、彩はふと自分の腹部へと意識を向けた。

　見ると、薄紫色の剣に貫かれた腹部には、血が滲にじんでいる。

「残念だったね、真白くん。君の負けだ」

　恐ろしい程の美び貌ぼうを持つ少女は、嬉うれしそうに笑う。

　敗北の記憶。

　敗退の記憶。

　敗戦の記憶。

「ばいばい」

　少女が剣を引き抜く。

　血が噴き出し、膝ひざから崩れ、意識が遠のく。

　あぁ、自分はこうやって死んだのか。

　痛みはなく、不思議と恐怖もない。

　ただ鬽み黒くろの涙を見て、申し訳ないな、と思った。

「ごめん」

　それは過去の自分が言ったのか。それとも今の自分が思っているだけなのか。

　次の瞬間、少女の剣が彩さいの首を刎はねた。



　　　　■◇◆□



　五月十日、火曜日。

　うららかな春の朝。真ま白しろ家の午前七時。

「少年、朝だぞ？」

　はちみつのように甘いその声で、彩は目を覚ました。

「あと三十分もしたら、君の幼おさな馴な染じみが来てしまう」

　声の主、魅み影かげ鬽黒が忌々しげに呟つぶやく。

　他人の名前を呼ぶのが嫌いなようで、鬽黒は彩以外の人間の名を口にしない。

「……おはよう、鬽黒」

　瞼を擦りながら、すっかり寝床として馴な染じんでしまったソファーから起き上がる。意識が覚かく醒せいしきってないせいか、頭はぼんやりとしていた。何か夢を見ていたような気がするが、内容が思い出せない。

　そんな彩に、鬽黒は満面の笑みで答えた。

「おはよう、いい朝だな」

「ん……」

　鬽黒によってカーテンは開かれており、日光が朝の到来を告げている。彩はタオルケットを畳みながら、鬽黒の姿へと目を遣った。

　今日の鬽黒は、パジャマを着ていた。相変わらずフードが付いているが、猫耳ではなくうさ耳。ちなみに、彩の妹が小学四年生のときに着用していたものだ。

「パジャマ、似合ってる」

「昨日も聞いたぞ？」

　それでも褒められるのは嬉うれしいのか、鬽み黒くろは機嫌よく一回転してみせた。くるりと回る鬽黒に追いつくように、少し遅れて黒髪とうさ耳が舞う。

「思ったんだけどさ」

　立ち上がり、背伸びをしながら彩さいは言った。

「泊まるようになってから毎朝起こしてくれるけど、鬽黒は何時に起きてるんだ？」

　土曜、日曜、月曜に加え、火曜である今日を含め連続四日、鬽黒は彩より早く起きていたことになる。

　鬽黒は少しだけ口角を上げ、大好きな趣味を語るように言う。

「毎朝六時半に起きて、少年の寝顔を眺めてる」

「……冗談だろ」

　予想外の返答に困惑する彩に対し、鬽黒は相変わらず笑ったままだ。

「もちろん冗談だ」

「だよな」

「実は五時からだ」

「冗談だよな!?」

「早起きは三文の得というが、それ以上の価値はあるな」

　うむうむと、何度も頷うなずく鬽黒。

「今日から眠れそうにないんだが……」

「それは少年が悪い」

「無む茶ちや苦く茶ちやだな……」

　大人びた微笑ではなく、子供のような笑みを浮かべる鬽黒。

　理由は分からないが、鬽黒はやけに上機嫌だ。何かいいことでもあったのだろうか？

「なんだ、じろじろと人の顔を見て」

　彩の視線に気づいた鬽黒が訝いぶかしげに首を傾かしげる。その仕草さえ幼く、可愛かわいらしい。

「いや、今日はやけに機嫌が良いな、と」

「ん、そんなことはないが」

「その割には、はしゃいでるように見えるけど」

　彩の指摘が恥ずかしかったのか、鬽黒の頬ほおがみるみるうちに赤く染まる。

「と、とにかくっ！　私は別に全然これっぽっちも嬉しくない！」

「嬉しい？　やっぱり何かあるのか」

「あぁもう！　君は本当に、その、あれだなっ！」

　げしげしっ、鬽黒が二回、彩の脛すねを蹴けった。痛くはない。

「あれって何だよ」

「知らんっ。自分で考えろ」

　そっぽを向いてしまう鬽み黒くろ。どうやら機嫌を損ねてしまったようだ。

「分からないから訊きいたんだけどなぁ」

　頭を掻かいて、ふとシャワーを浴びようかと考える。だがすぐに却下。今から朝食を作らないと、間に合わない。

「それより、朝食の用意はいいのか？　君の幼おさな馴な染じみが来る前に作るのだろう？」

　鬽黒も丁度そこに思い至ったようだ。だが。

「『君の幼馴染』ってやめないか。なんていうか、他人行儀な気がする」

「事実他人だ」

「でも、今は仲間だ」

　彩さいの言葉に鬽黒は複雑な表情になる。困るような、拗すねるような顔。

「……他の呼称が思いつかないのだ」

「普通に玉たま求きって呼んでやればいいだろう」

　数日前まで敵対していたとはいえ、今は協力関係にあるのだ。もう少し、互いに気を許してもいいと思うのだが。それは過ぎた想おもいだろうか。

「名前で呼んだら、まるで友人みたいだ」

　その言葉には、拒絶の色。どうやら鬽黒は、玉求に対して、もしかするとピリカに対しても心を開いていないのかもしれない。当然と言えば当然で、仕方ないと言えば仕方ないことなのかもしれないが、彩はそれで済ますことができなかった。

　仲間なのだから、互いに互いを信頼すべきだ。少なくとも、彩はそう思う。

「いきなりは無理でも、いつかお前が二人と友人になってくれたら、嬉うれしいよ」

　いきなり親友になれと言ってるわけではない。これからだって時間はあるのだから、少しずつ、打ち解けていければいい。それでいつか、鬽黒が二人のことも名前で呼ぶようになればいいと、彩は思う。

　諭すように笑いかけると、鬽黒は。

「それじゃあ私は乳牛を起こしてくる」

「無視かそうか」

　たたたっ、と駆けて行く鬽黒の後姿をぼんやりと眺めてから、彩は顔を洗うために洗面所へと向かった。

　――名前で呼んだら、まるで友人みたいだ。

　この言い方は、まるで友人になるのが嫌みたいだ。

　ピリカと玉求だから拒むのか。

　それとも別に、他者と関かかわること自体を嫌う理由があるのか。

　……。

　いくら考えても、寝起きの頭では答えが出せなかった。



「ねぇ彩さい君」

　四人での登校中、隣を歩く玉たま求きが口を開いた。

「ん、どうした？」

　後ろでは、鬽み黒くろとピリカがいつものように言い争いを繰り広げている。止めても無駄だとわかってからは、放置することにしていた。

　玉求は栗くり色いろの髪を手で弄いじりながら、憂うように言う。

「最近変な噂うわさが流れてるの知ってる？」

「噂？」

　訊きき返すと、玉求が遠慮がちに説明した。

「うちの高校に、転入生と先輩と幼おさな馴な染じみでハーレムを作ってる男子生徒がいるって噂」

「なんだそいつ。そんな男もいるんだなー」

　他ひ人と事ごとのような反応を示す彩に、玉求は指摘するように言う。

「うん、彩君のことだよね確実に」

「え？　……あぁ、そういうことか」

　気まずそうに笑う玉求を見て、今の自分のことを指しているのだと気づく。

　なるほど、確かに玉求もピリカも鬽黒も、周りの目を引くほどの美人だ。現に、通行人のほとんどがすれ違いざまにこちらを見てゆく。

　他人から見れば、彩が三人の女性を侍はべらせているように見えるのかもしれない。勘違いも甚だしいが。

「両手に花ってやつだねー」

「そう言われれば、そうなのか？」

　首を傾かしげる彩に、玉求が笑う。

「あはは、そういうのを気にしないあたりが彩君らしいや」

　楽しそうに、それでいて少しだけ残念そうに微笑ほほえむ玉求。

「ねぇ」

　玉求と共に笑っていると、突如ピリカが二人の間に割って入ってくる。

「どうした？」

　ピリカを見ると、つまらなそうに唇を尖とがらせていた。

「何でもないわよ」

「何でもない、ね」

　呆あきれながら、彩は首だけ振り返って鬽黒を確認する。一人後ろを歩いていることを気にしている様子はなく、雲でも追っているのか空を見ていた。

「それより、さっきの話だけど」

「さっきの話？」

　玉たま求きが訊ききかえし、ピリカが首肯する。

「両手に花って言ったわよね。百歩譲って幼おさな馴な染じみが美人だとしましょう。でも、魅み影かげ鬽み黒くろは精々『小さい女の子』止まりでしょう」

　この言葉に、黙っていた鬽黒が反応する。

「百歩譲って少年の幼馴染は美人だとしよう。だが、乳牛は精々『牛』だろう。『花』だなんておこがましい。せめて文頭に『枯れてる』とか『泥の中に咲く』とか付け加えないと詐称もいいところだ」

　売り言葉に買い言葉。そしてそのまま口くち喧げん嘩かへ。

「ハァ？　今の状況を言葉にするなら両手に花、子供を肩車よ！　当然子供はアンタ！」

「何を世よ迷まい言ごとを。それを言うなら両手に花、牧場に牛、だろう」

「それだとアタシこの場にいないじゃない！」

「あぁ、牧場にいる」

「ここにいるでしょうが！　――ってアタシは牛じゃないし！」

　この二人は、息をするように口喧嘩をするんだな……。

　彩さいは溜ため息いきを一つ溢こぼして、ぼんやりと空を見た。綿菓子のような雲、青い空、輝く太陽。

「今日も平和だねー」

　玉求の言葉に、彩は同意するように小さく頷うなずいた。

「平和すぎる。少し、不安になるくらいに」

　彩は、二百八十五人いる参加者の中で九人しか存在しない【無理想像アブストラクト】だ。ゲームバランスを崩す存在である彩には、【調整者バランサー】になることでしかゲームを続ける道はなかった。

　だが、彩はそれを拒んだ。【調整者バランサー】になることで他の参加者を殺す道を、選ぶことができなかった。玉求を退けたことで問題が解決することはなく、彩の前にはいつ新たな敵が現れてもおかしくない。

　昨日は何もなかったが、これからも何もないということは、ありえない。いつ世界が【反転】し、襲われてもおかしくないのだ。

「そういえば、この前の金曜日も一緒に登校したよな」

　玉求に尋ねると、相変わらずの笑みで肯定される。

「うん、彩君が初めて、といっても二度目だけれど、【反転】した日だね」

「お前はあの時、なんで《反転世界》に飛ばされなかったんだ？」

　彩の疑問に、玉求は当然のことのように答える。

「ん？　だって玉求は【反転拒絶】してるもん」

「なんだそれ」

　玉たま求きが訝いぶかしがるように、もしくは不思議がるように表情を変える。彩さいが何な故ぜそんなことを訊きくのか理解できないとでも言いたげに。

「分からないの？」

「あ、あぁ」

　数秒遅れて、前回のゲームの記憶がほとんど戻っていないことを、玉求に告げていなかったのを思い出す。

「変だね、それは。前回の彩君が知ってて当然の知識を覚えなかったなんてことは、ないと思うんだけどな」

「ごめん、説明してなかったな。俺おれ、覚えてないんだよ」

　誤ご魔ま化かす理由も方法も思いつかなかったので、彩は単刀直入に言った。

「覚えてない？　……って、前回のゲームのことをってことかな？」

「あぁ」

　首を傾かしげる玉求に、彩は言葉を探しながら語る。

「えぇと、前回のゲームの記憶が無いんだ。鬽み黒くろのことは思い出せたから、多分記憶が消えたんじゃなくて、思い出せないだけだと思うんだけど」

　基本ルールを覚えたところで、記憶が戻ることはなかった。自分を殺した者のことさえ、思い出せない。鬽黒に訊けば答えを教えてくれるかもしれないが、それは酷というものだろう。彩が殺される寸前まで、鬽黒とは共にいたはずだから。その時のことを思い出させる気は無い。

「あっ、そっか。【退場ロスト】したら"Over Image"に関する記憶を失くしちゃう。それはもう一回参加したところで取り消されたりしないのか」

　玉求が「だったらしょうがないね」と、納得したように頷うなずく。

「【反転】には十個の派生があって、それぞれに適性があるんだ。【反転拒絶】の使用資格は『どうしても他人に【反転】を見られたくない者』なんだよね。玉求は、彩君の前からいきなり消えるのだけは嫌だったから、使えるの。もう使ってないけど」

　数日前、ピリカが言っていたことを思い出す。【反転】には十の派生があり、そのうちの一つに他人の【反転】に巻き込まれなくするものがあったはずだ。それを玉求は使っていたということだろう。

　修得に条件がある。ならば現在、彩が二種類の【反転】しか使用できないのは、残りの八つを修得する条件を満たしていないからということになる。

「【反転】は『【イマジネーター】であること』。【個人反転】は『自分を嫌いであること』。他のにも、それぞれ色んな条件があるんだよ。って、そういうの忘れてるならなおさら自分で調べないとだめだよ？」

「あぁ、そうだな」

「うん、そうなの」

　柔和な笑みを浮かべる玉たま求きに笑い返す。

「あのさ、もう一つ質問していいか？」

「自分で調べてねって言った矢先に？」

「いや、調べて分かることじゃないから。あのさ、玉求は一体いつから【イマジネーター】をやってるんだ？」

　訊ききそびれていたこと。彩さいのペナルティ――『大切な人間が不幸に見舞われる』という罰則を、玉求は【調整者バランサー】だったゆえに受けていない。ならば少なくとも、二ヶ月前には【イマジネーター】だったということだが。

「……多分、彩君が【イマジネーター】になるより前かな。一年と五ヶ月前なんだけどさ」

「……俺おれは一年と二ヶ月前だから、そうだな」

「あはは、やっぱりそうかー。一度彩君を見かけて驚いたけど、彩君は玉求に気づいてなかったみたいだからそのまま逃げたことがあったんだよ。それからは【反転拒絶】を使って、戦うのは夜だけにしてたんだ」

「なんで、すぐに声をかけてくれなかったんだ？」

　玉求の言葉に、彩は首を傾かしげた。自分を見かけて、逃げた？　見知らぬ敵ではなく、見知った幼おさな馴な染じみなのに？

　それは、変だ。

　彩の質問に、玉求はばつが悪そうに目を伏せる。

「…………別に、なんでもないよ？」

　浮かべた笑みは、玉求にしては不自然すぎた。

「なんでもないってことはないだろ」

「それよりさ、今日は藍あいちゃんに逢あう日だね？」

　これ以上は話したくない。その意思表示なのか、玉求が話題を変える。

　……。

「あぁ、そうだな」

　話したくないと言うなら、無理に訊き出すこともないだろう。彩は追及を諦あきらめ、話を合わせることにした。

「本当は土曜日も逢う予定だったのにね」

「それは微妙にお前のせいだろう」

「そうなんだけどさー。藍ちゃん怒ってたよ？」

「マジか……」

　彩は二人の幼馴染、そして妹のもとに毎日向かっている。一日一人、三日で三人のもとへ。だが先日の土曜日は、それができなかった。

　逢あい逆さか藍あいは陸上を失った少女である。トラックに轢ひかれそうになった子供を助けようとしたことで、全力で走ることができなくなってしまった幼おさな馴な染じみ。

　だが彩さいは思い出してしまった。かつて自分が【イマジネーター】で、【退場ロスト】したペナルティとして、大事な人が不幸な目に遭ったことを。

　ならば、事故は必然だったのか。たまたま目の前で事故が起きそうになったのも、藍が助けに入るのも、全すべては製作者――カミサマとやらの思惑通りだったのか。

　自分のせいで、何も悪くない幼馴染が、怪け我がを負ったのか。

「彩君……？」

　名前を呼ばれて、はっとする。

「あぁ、いや、なんでもないんだ」

　言っていて、先ほどの玉たま求きと同じことを言っているなと思った。

　彩は特に言うべきことでもないだろうと誤ご魔ま化かしたが、玉求も同じだったのだろうか？

　だったら、責めることはできないな。

　そんなことを考えながら、彩は作り笑いを浮かべ、もう一度言った。

「なんでもないんだ」

　すると玉求は少しだけ悲しそうに微笑ほほえんで、こう返してきた。

「なんでもないってことはないんじゃない？」



「えー、今日は天気も良く――」

　体育館。ステージに上がった校長の話を、生徒達は立ちながら聞いている。いや、聞いていない者が大半だが、校長はそれに気づかず話を進めていた。

「アンタ、今日も幼馴染に逢あうんだっけ？」

　隣に立つピリカが、彩の肩を叩たたく。

　他の生徒同様に、ピリカも校長の話を聞く気はないようで、軽い口調で話しかけてきた。

「あぁ、そうだよ」

「アンタ三人も幼馴染いるのね。それに妹も。ギャルゲーの主人公？」

「ギャル……なんだって？」

「なんでもない。それで、その幼馴染はどんな奴やつなの？」

　玉求以外の人間と幼馴染の話をすることは珍しく、それゆえに彩はすぐに言葉が出てこなかった。考えるように腕を組んでから、ゆっくりと口を開く。

「どんなって言われてもな……。まぁ、活発で明るくて、少し口が悪い。ボーイッシュって言葉が近いのかな、そんな奴だよ」

　鬽み黒くろは極端に他人に興味が無いが、ピリカはそうではないようだ。他人を信用しきれないところはあるが、他人に無関心なわけではない。

「ふぅん。……ねぇ、失礼なこと訊きいていい？」

「何だよその前置き。まぁ、いいけど」

「昼間から家にいる幼馴染と病院にいる妹、もしかして今日逢う幼馴染も、何か問題を抱えてるの？」

「…………」

　なるほど、確かに“〝失礼”〟な質問だ。

　玉たま求きは当然のように知っているし、かつて共にいたことのある鬽み黒くろは察しがついているだろう。だが、ピリカはまだ知らないのだ。

「別に言いたくないなら、いいけど……」

　拗すねるというより諦あきらめるように声を萎しぼませるピリカ。それを見て、彩さいは吹き出してしまう。

「なっ、何がおかしいのよ」

　僅わずかに頬ほおを紅潮させ、ピリカが彩を睨にらみ付けてくる。

「いや、お前が迷子になった子供みたいな声を出すから」

「出してないしっ！　アンタこそ人生の迷子のくせに」

「おいどういう意味だ」

　ぷいっ、とそっぽを向くピリカ。茶ちや化かされることに慣れていないのだろう。そんなピリカを微笑ほほえましく思いながら、彩は静かに言った。

「さっきの質問、答えはイエスだ」

　ピリカが彩に顔を向ける。怒ってる素そ振ぶりはない。それどころか、どこかばつが悪そうに目を伏せていた。

「まぁ、言わなくてもわかるかもしれないけど、それが前回負けた俺おれのペナルティだ」

「じゃあ、アンタは」

「うん、俺のせいで不幸になった人がいるから、それを無かったことにしたいんだよ」

「……そっか」

　納得するように、ピリカが小さく呟つぶやく。

「ねぇ」

「なんだ？」

　ピリカが視線を上げ、彩の顔を覗のぞきこんだ。透き通るような蒼あおい瞳ひとみの奥は、不安げに揺らめいている。

「今のアンタの願いはわかったけど、だったら、前回のアンタは何を願ったの？」

「――え？」

　思わず疑問符を浮かべてしまう。

　ピリカの言葉の意味がわからなかったわけではない。

　ピリカの質問に対する答えが、自分の中に存在していなかったから、驚いたのだ。

「今でこそ、大事な人の不幸を消したいって思うんでしょうけど、そもそもアンタが最初にゲームに参加したとき、何を願ったのか、少しだけ気になるの」

　そうだ。

　"Over Image"のペナルティを、無かったことにしたいから自分は戦っている。

　では、そもそも何な故ぜ"Over Image"に参加したのか。

　一番最初、自分は何の為ために戦い、そして敗れたのか。

　すぐに思い至るであろう疑問に、自分は何故今日まで到達できなかったのか。自覚すると、それが不思議で仕方がない。

「……ごめん、それも思い出せないや」

　彩さいが謝ると、ピリカは首を横に振った。

「いいの。思いつきで訊きいてみただけだから」

　思い出せない。指摘されたのにも関かかわらず、意識したにも関わらず。

　鬽み黒くろのときと、何かが違うのか。それとも、他に理由があるのか。

「じゃあピリカ、今度は俺おれが質問していいか？」

「嫌よ」

「即答!?　聞くだけ聞いておいてずるくないか……？」

　彩が不平を漏らすと、ピリカは大げさに肩を竦すくめる。

「女性に秘密はつきものでしょ？」

「まぁ、嫌ならいいけどさ」

　彩が引き下がると、何故かピリカが不機嫌そうに頬ほおを膨らませた。

「アンタがどうしてもって言うなら答えてあげてもいいけど？」

「いや別に、無理やり訊くほどのことでも――」

「アンタがどうしてもって言うなら答えてあげてもいいけど？」

　まったく同じセリフを、ジト目で彩を睨にらみつけながら言うピリカ。

　彩は苦笑しつつ、素直じゃないピリカに合わせる事にした。

「俺も少し気になってただけなんだけどさ――」

　ピリカの体が微かすかに震える。それは何かに怯おびえているようにも見えた。彩が一体、どんな質問をすると思っているのか。

「お前は一体いつまで俺のことを『アンタ』って呼ぶんだ？」

「――え？　そんなこと？」

　気が抜けたような、ピリカの声。

「他に何を訊くんだよ」

　ピリカは出で逢あってから一度も、彩を名前で呼んでいない。

「な、なによ……。そ、それがそんなに大事なことかしらっ？」

　ピリカの白い頬ほおが薄く染まる。

「いや、別にそれが楽ならそれでいいんだけど。普通に名前で呼んでくれてもいいのになー、とか思っただけ」

　最近のピリカは、鬽み黒くろをフルネームで、玉たま求きを幼おさな馴な染じみと呼んでいる。そして彩さいはアンタ。他人行儀というより、距離感を掴つかみ損ねているような気がするのは、彩の勘違いだろうか。

「べ、別にアタシの勝手でしょ！」

「そうだけど。なんか理由でもあるのか？」

　訊くと、ピリカは急に静かになった。悩むような顔になり、「うぅ～」と呻うめき、そして上目遣いで彩を見上げる。

「……嫌じゃ、ない？」

　急にしおらしくなったピリカに戸惑いながら、彩は返す。

「えぇと、なにが？」

「だ、だからっ！　下の名前で呼んだら、その、な、なんか仲が良いみたいじゃない……。周りにそう思われるの、嫌じゃ、ないの？」

　もじもじと指を絡ませながら、顔を上気させて、ピリカはそう言った。その言葉が予想外で、そして少しだけ可お笑かしくて、自然と笑みが零こぼれた。

「な、なに笑ってんのよっ！」

「だってさ、そんなことを気にするのは、ピリカっぽくない」

「アタシっぽいって何よ……」

「他人の目？　それに何の価値があるのよ、みたいな考えの方がピリカらしいよ」

「アンタの中でアタシはどんだけ悪女なのよ！」

「違うのか？」

「そうだけど！　合ってるけどむかつく！」

　納得できないような顔で彩を睨にらみつけるピリカ。

「怒るなよ。それに、あれだ。友達に名前呼ばれて、嫌なわけないだろ」

「っ！」

　ボッ、と。湯気が上がりそうな程にピリカの頬が上気する。

「ん？　どうした？」

「じゃ、じゃあ！」

　周りの注目を集めない程度に、それでも彩からすれば大きな声で、ピリカは言う。

「下の名前で、呼ぶからねっ！」

　変なところで確認を取るピリカに苦笑しながら、彩は頷うなずく。

「おう」



　放課後。

　他の生徒たちに混ざりながら、彩さいとピリカと玉たま求きは校門の前まで来ていた。

「彩君、このまま藍あいちゃんの家に行くんだよね？」

　首を傾かしげる玉求に、肯定の意味で頷きながら彩はポケットから携帯を取り出す。

「鬽み黒くろは本屋に寄るみたいだ」

「ん、じゃあアタシは一度家に帰ろうかしら」

「家って、どっちの？」

「『帰る』って言ってるんだから、屋敷のほうよ。民家のほうじゃなくて」

「人ん家ちを民家いうな」

　彩の小言を無視し、ピリカは歩き出す。

「ピリカ」

　名前を呼ぶとピタっと止まる。

「なに？」

　彩は自宅の鍵かぎを取り出し、キーホルダーと共にまとめられていた合あい鍵かぎを外し、ピリカに渡した。

「なにこれ」

「合鍵。俺おれの家の鍵だよ」

　ピリカは珍しいものでも見るような目で鍵を凝視している。

「……ふぅん。いいの？　他人にこんなの渡しちゃって」

「悪用する気でもあるのか？　違うだろ。だからいいんだよ」

「…………へぇー」

　彩の答えが気に入ったのか、ピリカは微笑ほほえんだ。

「確かに、庶民の家から盗むものなんてないもんね」

「お前は一々失礼だな」

　ピリカはもう一度笑うと、手をひらひらと振って歩き出した。

「うーん。大丈夫かなー」

　ピリカが見えなくなったあたりで、隣に立っていた玉求が不安そうに声を上げる。

「大丈夫って、なにが？」

「次の【調整者バランサー】が来るのに、皆ばらばらに動いていていいのかな」

「大丈夫だよ、襲われるのは俺なんだろ。あいつらのことは心配する必要ないさ」

「玉求が心配してるのは、彩君のことなんだよね」

「俺？」

　予想してなかった言葉に、彩は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

「そうだよ。だって狙ねらわれるのは彩さい君だけなんだよ？」

「それは、そうだけど」

　だが、いや、だからこそ、彩はこの状況に安あん堵どを覚えていた。

　鬽み黒くろもピリカもいないのだから、彼女らを巻き込むこともない。

「言っておくけど、玉たま求きを除のけ者ものにしようとしてもダメだからね？」

「あれ、ばれてたか」

　彩を襲ってくる【イマジネーター】は【無理想像アブストラクト】だ。彩以外に勝ち目はない。三人を信用していないわけではなく、ただの事実だ。

　彩がすでに、玉求に勝利するほどの力を持っているのに、その彩より上位の【イマジネーター】が弱いわけがない。

　そして、勝てないとわかっているのに、幼おさな馴な染じみを戦いに巻き込めるほど、彩は馬ば鹿かではないつもりだ。

「あれだ。【反転拒絶】だっけ。してくれよ」

　単刀直入に、言う。

　玉求は当然のように、首を横に振った。

「嫌だもん」

「だよな。言ってみただけだ」

　自分がどれだけ突き放しても、この優しい幼馴染は自分から離れないのだろうな、と彩は思った。それはありがたいけれど、悲しいことだ。

　彩の何を知っても傍そばにいてくれる幼馴染は、彩が何かを隠していても傍にいてくれるのだ。その優しさが、彩からすれば少しだけ、辛つらかった。

「玉求は彩君とずっと一緒にいますっ！」

「俺おれよりいい男なんて、いくらでもいるだろう」

「彩君はこの世に一人しかいないじゃん」

　冗談で言った言葉に、玉求は真まっ直すぐな目で即答した。

「……恥ずかしいこと言うのな、お前」

「彩君にだけは言われたくないな！」

「ははっ。じゃあ恥ずかしいこと言うけどさ、俺はお前を巻き込みたくないんだ。だから、できれば、言うこと聞いてほしいんだけど」

「でも玉求は、巻き込まれたいよ？」

「……は？」

「彩君が戦うなら玉求も戦うし、逃げるなら一緒に逃げるよ」

「逃げないよ」

「じゃあ玉求も逃げないことに決定だねっ」

　頑かたくなな幼おさな馴な染じみに、無駄だと思いながらも彩さいは続ける。

「あのな、【退場ロスト】するかもしれないんだぞ。お前まで不幸になったら、俺おれは――」

「分かってるけど、これ以上玉たま求きの見ていないところで彩君が傷つくのだけは、嫌だよ。今度は、一緒にいたいよ」

　彩の言葉を遮り、玉求は微笑ほほえむ。

「遠ざけて守ろうとしないで、傍においてよ。彩君はいつも、自分だけが辛い思いをする選択肢ばかり選ぶんだ。そういう優しさが残酷だって、玉求は言ってるんだよ」

　柔和な笑みを浮かべる玉求だが、その瞳ひとみには強い意志が宿っていた。ここまで言われて突き放せば、さすがに優しい幼馴染も怒るだろう。

「……思うんだけどさ、玉求」

「なにかな？」

「お前の選択だって、賢いわけじゃないぞ」

「あははっ。でも、辛くもないよ？」

　本当に、よく笑う幼馴染だ。

　自分なんかといて、何が楽しいのだろうか。

　考えても答えはわかりそうにない。けど、この少女といると、自分は落ち着くから。

　楽しいから。

「ま、俺の視界にいるうちは、守るよ」

　自分も、笑おう。

「それってプロポーズ？」

「違ちげぇよ！」

　青空の下。彩と玉求は互いに笑いながら、ゆっくりと歩き出した。



　　　　■◇◆□



　少年――彩が幼馴染の家に行くというから私は、本屋にいた。

　駅の近くにある大型書店で文庫本を三冊買い、店から出る。

　色々見て回ったので時間はそれなりに経たっているが、少年はまだ帰っていないだろう。合あい鍵かぎを持ってはいるが、どうしよう。

　少しだけ考えて、もう少し歩くことに決める。

　目的があるわけではないが、少年のいない家にいるよりはマシだろう。

「あれ、魅み影かげくんじゃない？」

　――っっ！

　背中からかかった声を聞いて、全身が総毛立つ。

　最初に脳裏を過よぎったのは、『逃げたい』という本能に近い欲求。

　走り出しそうになる自分の体を抑えたのは、殺意という理性。

　ゆっくりと、私は振り返る。

「やっぱり魅み影かげくんだ。雰囲気変わったね、何かあったのかな？　失恋とか？」

　旧友にでも挨あい拶さつするように、そいつは笑った。

　艶つややかで、妖あやしく、そして恐ろしいほど美しい。悪魔のような笑みを浮かべ、私を見下ろす。

「……なんで、貴様が」

「魅影くんに逢あったのは完全に偶然だね。まぁ、目的があって来てるわけだけど」

　不自然な程の黒髪。漆黒の髪を背中まで垂らしている。一見綺き麗れいな瞳ひとみも、飲み込むような、闇やみのような黒。制服を着ていなければとても学生だとは思えない。

　空想上の生物を、無理やりこの世界に具現化したような、不自然さ。誰だれもがそれに気づいているのか、通り過ぎざまに視線を寄よ越こしてくる。

「そんなに警戒しなくてもいいんだよ？　今は少しだけ機嫌がいいから」

「いいから、なんだ」

「機嫌がいいから、二ヶ月前みたいに見逃してあげるよ」

「……！」

　――あぁ、だめだ。

「この前、えぇと紀き無なしくんだったかな、【調整者バランサー】が一人倒されちゃったらしいんだ。これがさ、面白いことに【退場ロスト】してないんだよ。負けたのに、死んでない。こんな珍しいことがあるかな、中々ないよね。その子が降板しちゃったからわたしが代わりに来たってわけ。よろしく魅影くん。ルール違反したらだめだよ？」

　予想していないワケではなかった。

　もしかしたらと、思っていた。だが、そうならなければいいと思った。

　でも、世界が自分の都合通りに廻まわるわけがない。

　最悪だ。

「それでね、わたしはこれから紀無くんを倒した【イマジネーター】に逢いに行くわけなんだ。それがね、その子が【無理想像アブストラクト】でね、とても殺し甲が斐いがありそうなんだよねー」

　殺す。その言葉に二ヶ月前のことを思い出す。

　当時、この地区の担当者はこの女だった。そして、少年は【無理想像アブストラクト】だった。そんな彼をこの女は勧誘し、そして彼はそれを断った。

　結果、彼は【退場ロスト】することとなった。

　実力差、それもあるかもしれない。

　だが、彼の敗因はたった一つと言えるだろう。
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      　私を庇かばったことだ。

　この女は、好んで人を殺す。殺す必要が無くても殺す。目的のために殺しに慣れたのではなく、目的が殺しであるがために、抵抗がないのだ。

「《人間失核ワイト・ハート》、貴様は……！」

「怖いなぁ、そんなに睨にらまないでよ」

　女は微笑ほほえんでいる。楽しそうに、面白そうに、嬉うれしそうに。

　それでいて、どうでもよさそうに。

　この女にとって笑顔というのは常に被り続ける仮面のようなもので、外すことは滅めつ多たにないのだろう。そして殺すことが目的のこの女にとって、殺す対象にすらなっていない私との会話は、それこそ呼吸同等に意識するに値しないことなのだろう。

　私はこんなにも恐れて。

　こんなにも怒っているのに。

「そういえばさ、魅み影かげくん」

　一瞬だけ、女の瞳ひとみに光がさす。悪戯いたずらを思いついた子供のような顔で、相変わらずの笑顔は保ったまま。

「真ま白しろくんって、元気してる？」

「――【反転】“〝表→から裏へ”〟」

　私は反射的に口を開いた。

　瞬間、世界が白に染まる。エキストラである通行人を全すべて《色彩世界》に置き去りにし、景色という景色から色を抜き落とした、《反転世界》。

「どうしたの魅影くん。人を殺しそうな顔してるね」

　にこにこ。にこにこ。

　小こ馬ば鹿かにするように、からかうように、冗談でも言うように。

　その笑顔は嘲ちよう笑しようで、その微笑みは冷笑で。

　どうしようもなく、私を苛いら立だたせた。

「よくわかったな、《人間失核ワイト・ハート》」

　こいつは知っているんだ。

　少年が【退場ロスト】して不幸になり、そして今またゲームに参加していることを。知っていて、私に訊きいたのだ。

　白々しいにも、程がある。

「うん、よく鏡で見る顔だもの」

　あぁ、ごめん少年。

　君の理想は目指すに値する美論だけれど。

　私はそれを目指すことすらできないよ。

　だって私は、君を不幸にしたこの女を、どうしようもなく殺したいんだから。

「先ほど貴様は言ったな。機嫌がいいから、私を見逃すと」

「うん、今からでもいいよ？　逃げなさい」

「すまないが、私は今機嫌が悪いんだ」

「悪いから、なに？」

「貴様を見逃してやることが、できそうにない」

「それだと、まるで魅み影かげくんのほうが強いみたいだ」

「そう言ったんだ」

「どれだけ君が強くなっていても、それは無意味なんだけどな。だって君は、凡人だ」

「それだと、まるで貴様が天才みたいだ」

「そう言ったの」

「【blackブラツク】――オーバーイメージ」

　漆黒の《影》を想像。具現化させた想像から鎌を更に創造する。

「【幻現境界シール・コンダクト】」

　自らが色に込めたイメージを、既存の武器に上書きし、具象化。

「死ね」

　私は迷うことなく、《人間失核ワイト・ハート》の首筋に向かって鎌を振る。

　それなのに。

　数秒もすれば首を刈り取られるという状況で、女は笑った。

「いいね、すごくいいよ」

　結果だけ言えば、なんてことはない。

　どこまでも当然で、何一つ面白いことなどない。

　私は――負けた。



    

  
    
      STAGE. 7　◇デート＆デート＆デッド◆





「アンタ、何やってるの？」

　彩さいの家のリビング。アタシは対面のソファーに座る魅み影かげ鬽み黒くろに声をかけた。

　つい先ほど帰ってきたら、メガネをかけた魅影鬽黒がソファーで読書をしていたのだ。彩はまだ幼おさな馴な染じみの家にいるのか、帰ってきていない。

　その魅影鬽黒は、何な故ぜかとても不機嫌そうで、けれどメガネが不快そうな表情にすら愛あい嬌きようを感じさせていた。あくまで、子供っぽいという意味でだけど。

「……読書だ」

　ぶっきらぼうに、本から目を離さずに答える。

「それは見てれば分かるわよ」

「じゃあ訊きくな」

　会話終了。

　……。

　相変わらず口が悪い。彩に対して猫を被っているのか、彩以外に壁を張っているのか分からないけれど、どちらにせよ、むかつく。

「ねぇ」

「黙れ」

「まだ何も言ってないでしょ！」

「これからも何も言うな」

「会話にならないじゃない！」

「安心しろ。会話をする気はない」

「こっちにはあるのよ」

「こちらにはないのだ」

　相変わらず本から目を離さないどころか、今の会話の内に更に本を読み進めていた。どれだけアタシに興味ないのよ……。

「アンタ、目悪いの？」

　訊くと、ようやく魅影鬽黒は顔を上げた。うんざりといった様子でだけど。

「完かん璧ぺきな人間はいない。ということは誰だれしも欠点があるということだ。身体能力が低い者、勉学に向かない者、私はたまたま、欠点が視力だったということだ」

　随分と大おお袈げ裟さな言い回しだけど、結局目が悪いらしい。

「ふぅん。アタシは完璧だけどね」

　髪を靡なびかせながら自信を込めて言う。

「寝言は牛舎で言え」

「アンタそれ酷ひどすぎない!?」

「私は目が悪いが、貴様は頭が悪い」

「ケンカ売ってるでしょ、そうでしょ」

「いや、すまん。悪いのは頭ではなく、性格か……」

「あ、アンタねぇ……！」

　怒るアタシを無視して、魅み影かげ鬽み黒くろはすぐに読書に戻る。

「……アンタ、何読んでるの」

「本だ」

「それは見てれば分かるわよ」

「じゃあ訊きくな」

　会話終了。

「会話がループしちゃってるじゃない！」

「貴様が口など開くから……」

「アタシのせい!?」

　理不尽どころの話じゃない……。

「何で彩さいとそれ以外だとそんなに反応が違うのよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　愚痴るように呟つぶやく。

　態度や対応が違うというより、扱いが違いすぎる。

　かつての仲間だったから？　だとしても魅み影かげ鬽み黒くろのそれは、信頼や信用というより、忠誠や献身に近い。

　完全に彩さいを、自分より上位に置いているというか。

「簡単だよ」

　気づけば、魅影鬽黒は本を閉じて、アタシの目を見ていた。そして、言う。

「彼が、特別だからだ」

「……特別？」

　思わず首を傾かしげてしまう。答えにしては、簡素すぎる。

　そこから魅影鬽黒はしばらく黙って、「これくらいは話しておくべきか……」と呟いた後、続けた。

「かつて、彼がどうやって【退場ロスト】したか、知っているか？」

　どこか陰りのある表情でそう訊きかれる。アタシは首を横に振って答える。

「知らないけど」

　アタシが彩と知り合ったのは、彩からすれば二度目のゲームだ。それ以前の彼のことは、何も知らない。アタシと逢あう以前に、彩と魅影鬽黒がどう知り合ったのか、どういう間柄だったのか、彼がどうやって敗北したのか、何一つ、知らない。

　魅影鬽黒は、無表情かつ抑揚のない声で、言う。

「私を庇かばって、だよ」

「…………それって」

　ついこの間のことを思い出す。

　彩の記憶が戻ってすぐ、魅影鬽黒は『もしあなたが許してくださるのなら』と彩に言っていた。

　あの言葉は、自分を庇って死んだ彩が、怒っていると思っての発言だったのか。

「なら、アンタのあの態度は、その負い目？」

　否定。

「違う。彼が特別だったのは、それ以前、出で逢あいからだ」

「それってどういう……」

　と、そこで何な故ぜか、魅影鬽黒は再び本を開いた。

「……」

「……」

　続きを話す気配は、無い。

「え？」

　思わず声に出る。

「ちょっと」

「なんだ」

「何で読書を再開してんのよ」

「……？　話が終わったからだが」

「終わってないでしょ！」

　アタシの言葉を聞いて、魅み影かげ鬽み黒くろの視線が鋭くなる。氷のような冷たさを帯びた眼まな差ざし。

「これ以上知ってどうする。今の話は、彼の仲間として貴様が最低限知っておくべきことだから言ったまでだ。馴なれ合いで暴露話などするか」

　彼の仲間。その言葉に、壁のようなものを感じる。まるで「お前とは仲間じゃない」と言われているようで、何な故ぜかアタシはそれを嫌だと感じてしまった。

「言えないようなことなの？」

「……」

　押し黙る。真意を測るような視線を向けて、アタシを睨にらむ。

「知りたがる理由が分からない」

「言いたがらない理由が分からないわ」

「…………」

　悩むように、迷うように表情を変え、また黙り込んでしまう。

　やがて、とても不本意そうに口を開いた。

「貴様にとって、彼は、何だ？」

「は？」

　唐突に、意味の分からない質問をされて首を傾かしげてしまうアタシに、魅影鬽黒は不機嫌丸出しで再度質問をぶつけてくる。

「私には彼を助ける理由があるが、貴様にはそれがないのではないか？」

「それは……」

　つまり、何で彩さいと一緒にいるのか、その理由を訊きいているのだろう。

「友人だからか？　それとも仲間だからか」

「……りょ、両方よ」

　躊躇ためらいがちにそう答えると、「そうか」と頷うなずいて、更に質問を重ねた。

「では私は？」

　どういう意味で訊いているのか。少なくとも、ふざけている様子はない。どう答えるのが正解か分からない。

　つい先日までは“〝敵”〟だったし、今現在“〝友達”〟かと訊かれたら、そんなことはない、と思う。

　アタシは少し間を空けてから、結局一つしか残っていない答えを、吐き出した。

「今だけ、仲間よ」

　魅み影かげ鬽み黒くろも、彼の幼おさな馴な染じみも、アタシも、元々は敵同士だ。それがたまたま、真ま白しろ彩さいを通じて繋つながっただけ。

　でもだからこそ、今は仲間という言葉に、嘘うそはない。

　その答えに満足したのか、魅影鬽黒は口角を少しだけ上げて、微笑ほほえんだ。

「なるほどな。では私も、今だけは貴様を仲間だと思って話そうか」

「魅影鬽黒……アンタ」

「鬽黒だ」

　アタシの言葉を遮り、訂正するように魅影鬽黒は言った。

「……なによ」

「一々フルネームで呼ぶな、鬱うつ陶とうしい」

　それだけ言って、ふんっ、と顔を逸そらしてしまう。

　…………。

「み、鬽黒……」

　試しに呼んでみる。やっぱり、他人を下の名前で呼ぶのは慣れない。

「『先輩』は付けろ」

「は、はぁ？　彩は呼び捨てにしてるじゃない！」

「貴様はダメだ、えぇと、ピリピリカ？」

「ミラピリカよ！　何その擬音みたいな名前！」

「大差ないだろうに……」

「あるわよ！」

　怒るアタシに対して、鬽黒は呆あきれるように肩を竦すくめる。

「確か少年は……ピリカと呼んでいたな？」

「そ、それが何よ」

「じゃあ、ピリカ。先ほどの続きを話そうか」

「うっ……」

　どんな心境の変化か分からないけれど、なんとなく、らしくない気がする。歩み寄る努力を、しているような……。彩に何か言われたのだろうか？

「そ、そうね、鬽黒」

「『先輩』はつけろ」

　いや、ただの気のせいに違いない。

　私は鬽黒を睨にらんで、取り敢あえず話を待った。

「例えばの話だが、《反転世界》で何者かが殺されかけていたとする。今まさに止とどめを刺される寸前で、だが貴様ならもしかしたら救えるかもしれない。そんなとき、どうするのが正解だと思う？」

「何よそれ」

「いいから答えろ」

「……どうもしないわよ。敢あえて言うなら、見捨てるわ」

【イマジネーター】は、願いの為ために殺し合いをする。自分が他人の願いを踏ふみ躙にじるのだから、自分が同じ事をされても文句なんて言えない。言う権利もない。誰だれかが敗北するというなら、それはただ弱かったというだけ。そこでアタシが助けても、何も解決しない。

「そうだ。あくまで『正解』は見捨てることだ。敵を助けてやる義理はないし、勝負の邪魔をする必要もない。でも、それは決して正しい行為じゃない」

　合理的なのと、倫理的なのは、違う。目的の為に無駄なことをする必要はないから、他人を見捨てるのが【イマジネーター】としては正解。けれど、目的があるからといって目の前の救える命を見捨てるのは、人間として間違っている。多分そんなことを言いたいのだろう。そしてそれは、正論だ。反論する余地がないくらいに。けれどそもそも、反論する気はない。

【イマジネーター】は自分が間違っていることを、知りながら願いを叶かなえようとしているのだから。正しいだけじゃ願いは叶わないから、【イマジネーター】になったのだ。

「なんか、それって彩さいみたいな考え方ね。アンタはもっと、冷めた考えをしてると思ってたけど」

　そう、まるでアイツみたいだ。人間として正しいことを、【イマジネーター】になった後も続ける。世界中が悪人になっている状況で、一人正義を貫くような、孤独。というより、いっそ無駄な足あ掻がきと言っていいかもしれない。まぁ、そんな無駄な足掻きをする奴やつのところに、三人も【イマジネーター】が集まってしまったわけだけど……。

「あぁ、私だったら見捨てるよ」

「はぁ？　じゃあ――」

「今貴様が言ったんじゃないか、彼はそうしない」

「え……？　それってつまり」

　あぁ、と頷うなずいて、鬽み黒くろは言った。

「彼は、助ける義理もない私を、邪魔する理由のない勝負を妨害して、救ってくれた」

「…………そう、なの」

　なるほど、それが本当なら、鬽黒の彩への懐なつき方も納得できる。言葉通りの命の恩人になら、心を開いても不思議ではない。

　ただ、そうなると不思議なのは、彩の方だ。

「何でアイツは、アンタを助けたのかしら」

　初めて逢あったときも、彩さいは鬽み黒くろがアタシを殺そうとするのを止めた。けれどそれは、その時の彼が『普通の人間』だったからだ。

「ねぇ、アイツって前回のゲームでも、誰だれも殺さなかったの？」

　もちろん『殺す』と言っても、それは【退場ロスト】させるという意味だけれど。

　鬽黒は表情を歪ゆがませ、しばらくしてから首を横に振る。

「いや、前回は【退場ロスト】させていたよ。でもそれは、仕方のないことだ。一回目と二回目では、違うことがいくつかあったから」

「違うこと？」

「あぁ、そもそも彼には、一回目に参加する資格、最初の願いがあった。それは人を殺してでも叶かなえたい願いで、人を見捨ててでも叶えたい願いだったのだろう。それが前回人を殺した理由」

「……」

　だったらなおさら、【イマジネーター】だった彩が鬽黒を救ったのは不自然だ。性格といえばそれまでだけど、どうにも引っかかる。

「だが、二回目である今回、彼は全すべてを知った後で、戦いに巻き込まれた。これが今回、誰も殺さない理由だ」

「……ん？　どういうこと？」

　首を傾かしげるアタシを見て、鬽黒は面倒くさそうに顔を顰しかめる。

「……説明してやろう。参加資格を持った人間には、ある日突然メールが来る」

「えぇ、そうね」

「そのメールを見て、どれだけの人間が、まともに取り合うだろうか？　普通の人間だったら、無視だな。私もそうした」

「あ、アタシは気になってサイトまでいったけど……」

「そういう人間もいるだろう。けれどそこまでしても、普通は願いが叶うゲームなんて信じない」

「あ、アタシは信じたけど……」

「…………」

　鬽黒は可哀かわい想そうなものを見る目つきでアタシを睨にらんだ。

「まさか、まだサンタを信じてはいないだろうな……」

「ば、馬ば鹿かにしないでよね！」

　恥ずかしくなって、叫ぶ。

「……まぁいい。でだ、ほとんどの【イマジネーター】は、いきなり誰かの【反転】に巻き込まれ、突然他人に襲われる」

「アタシは違ったけど、ま、まぁ普通はそうなんでしょうね」

　何か言ったらまた馬ば鹿かにされかねない。アタシは適当に合わせる。鬽み黒くろはまたアタシをジトリと見てから、すぐに続きに移った。

「運がよければ、メールのことを思い出せるだろう。悪ければそこで【退場ロスト】だ。思い出せても、どうやって戦えばいいかは分からない、どうすればいいかなんて分からない。ほとんどの【イマジネーター】は、ここで終わる」

「そう言われると、そうね……」

　何も知らない状態で、真っ白な世界に飛ばされる。そして目の前にいる唯一の人間は、何な故ぜか自分を殺そうとしてくる。不条理どころではない。

「生き残るには、相手をどうにかするしかない。どうにかする方法は？　相手が攻撃してくるように、自分にも能力があるのかもしれない。そこまで考えられて、生き残るのに最善の方法を取れた者だけが、ゲームを続けられる」

「えぇと、それが彩さいが今回人を殺さない理由と関係あるの？」

「……まだ分からないのか？　一回目に彼は、何も知らなかった。いくら彼が善人でも、死の危機に瀕ひんして、『相手を傷つけたくないから、潔く死のう』などと思えるわけがない。そんな人間は、いない。だから彼は、戦った。結果、相手を殺してしまった」

「…………」

　多分、【イマジネーター】の最初の殺人は、皆同じだ。願いより先に、死にたくないから殺す。そして、願いを叶かなえるためだっていう言い訳を見つけて、どうにか精神を保つんだ。そうやって、人を殺せるようになる。

　前回の彼も、そうだったということか。

「だが、今回の彼は貴様と私の戦いを目撃して《反転世界》の存在を知り、その上で貴様から説明を受け、ルールを知った。だからこそ心の準備ができたし、戦い方を把握していたから、相手を殺さないという選択肢を選べた」

「つまり……？」

「彼が人間らしく、彼らしく不殺を掲げられるのは、【イマジネーター】としては奇跡に近い」

　勉強で言うなら予習、物事で言うなら予備知識。それらが無ければ、戸惑い、どうすればいいか分からないが、あれば冷静に対処できる。

　一回目の彼にそれはなく、今回の彼にはあった。

　それが、今とかつての、違い。

「奇跡、ね……」

　それを言ったら、二回目の参加ができる事実の方が奇跡に近い。願いの成就か最悪の不幸かの二択。そんなゲームに、コンティニューがあるなんて誰だれも思っていないだろう。それができるなら、実質何度でもゲームに舞い戻れるってことになるのだから。

　もしくは、彼だけが特別なのか。

　なら、どこが特別なのか。

　願いか、能力か、思考か。もしくは、まったく別の何かか。

　いずれにせよ、前に鬽み黒くろが言っていたように、彩さいはイレギュラーなんだろう。

「ともかく、理由がどうであれ、意図があろうとなかろうと、彼は私を助けてくれた。戦い方を教えてくれた。護まもってくれた。だから今度は私の番だ」

　そう呟つぶやく鬽黒の視線はどこか温かかった。それはきっと、彩に対する信頼の表れ。

「――で、貴様の方はどうなのだ」

「え？」

　ここで初めて、向こうから話題を振ってきた。何な故ぜか、とても嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべて。

「私にだけ訊きいておいて、自分のことは話さないつもりか？」

「な、なんのことかしら」

「何で彼を『仲間』にしようと思ったのか、だよ」

「……い、言う必要のないことだわ」

「ほう？　言えないようなことなのか？」

「……ぐっ、アンタそれ、ずるいわよ」

　仕返しのつもりなのだろう、その表情はとても楽しげだ。

「大方、一人が寂しかったとかだろう。うさぎか貴様は」

「ち、ちが、違うわよ！」

「そうだな、すまない。牛だった」

「否定したのはそっちじゃないわ！」

「試しに語尾に『ぴょん』と付けてみたらどうだ。途端に馬ば鹿か女が出で来き上がる」

「あ、アンタねぇ……！」

　ふふっ、と口元に手を当てて上品に笑う鬽黒。仕草は大人っぽいのに、見た目の所せ為いで背伸びしている子供にしか見えない。

「いいさ。言いたくないなら、それは言うべきではないことだ」

「え？　……そ、そう」

　思わず胸を撫なで下ろす。

「それよりも、一つ訊きたいことがある」

「……なによ」

　途端、気を引き締めるように表情を変え、鬽黒は言った。

「彼の幼おさな馴な染じみや私はともかく、貴様には彼より優先する願いがあるのではないか？」

「願いの話は、したくないわ」

　それだけはきっぱりと、拒絶する。願いの重さは本人にしか分からない。他人から見て馬ば鹿からしくても、当人にとっては本気なんてことはよくあることだし、理解されないのならそもそも話さない方がいい。

「内容を聞こうというのではない。ただ、彼より願いが大事なら、これ以上彼と一緒にいない方がいい」

「……どういうことよ」

　はぐらかす気などないのだろう、鬽み黒くろはすぐにその『理由』を口にする。

「今回の敵は、《人間失核ワイト・ハート》だ」

「――なっ」

　イメージＩＤを聞いただけで、ぞくりと寒気がした。驚きより先に、恐怖に似た感情に襲われる。

「……二人目の【調整者バランサー】が来たってこと？　ちょっと待って、アンタなんでそんなこと」

　最後まで聞く前に、鬽黒が吐き捨てるように言う。

「先ほど、負けて帰って来たからな」

　酷ひどく不愉快そうに、それでいて悔しそうに、呟つぶやく。

「は、はぁ？　負けたって、でもアンタ……」

「【退場ロスト】していないな。奴やつは私を殺さなかった」

　突然の、というより唐突な情報に戸惑いを隠せない。

「いや、でも、それじゃあアイツが危ないんじゃ」

【調整者バランサー】の目的は、彩さいだ。鬽黒を気まぐれで見逃すことはあっても、任務を無視して彩を殺さないなんてことはないだろう。

　だったら、こんなところでじっとしているわけにはいかない。

「落ち着け」

　制止の声。

「何でアンタはのんびりしてられるのよ！」

「少なくとも、奴が今彼を襲うことはないよ」

　確信を込めた物言いに、アタシの中の焦りが、徐々に霧散していく。

「どうして分かるのよ」

「奴は、常に最も自分が楽しめる展開に事を運ぼうとする。おそらく、最初から最終目的である彼を襲ったりはしない。ましてや、私や貴様が一緒にいない今は特にだ」

「……なんかその言い方、その《人間失核ワイト・ハート》をよく知ってるみたいに聞こえるわ」

　鬽黒の口調は、友人や知人ではなく、まるで仇のことを語るようなものだった。

「事実そうなんだ」

　憎々しげに頷うなずいて、鬽黒は次にこう言った。

「奴とはかつて戦ったことがある。《人間失核ワイト・ハート》は、彼を一度殺した【イマジネーター】だよ」



　　　　■◇◆□



「おかえり、少年」

　彩さいが靴を脱いでいると、リビングからメガネをかけた鬽み黒くろが現れた。

「ん？　あぁ、ただいま」

「お邪魔しますっ」

　彩を見て微笑ほほえんでいた鬽黒の表情が、続いて入ってきた玉たま求きを見て歪ゆがむ。

「なんだ、貴様もいたのか」

「あからさまに嫌な顔しましたねー……」

　玉求が苦笑しながら言うと、鬽黒は一瞬考えるように首をひねって、そして仕方なさそうに言い直した。

「紀き無なし、だったな」

「そうですよっ？」

「……それでは、今からそう呼ぶことにする。私に対して敬語は要いらない」

　玉求が面食らったように呆ぼう然ぜんとし、彩は驚きを隠せずに声を上げてしまう。

「え？　鬽黒、どうしたんだ？」

　今朝の自分との会話で変わった、のではないのだろう。それぐらいは彩にも分かる。では、何な故ぜ、いきなりとも言えるほど鬽黒に変化が訪れたのか。

「メガネか？　実は私は視力が悪くて」

「そっちじゃなくて……」

「変だろうか？」

「いや、それはそれで似合ってるけど」

　訊ききたいことはそれじゃない。と言おうしたところで、鬽黒より遅れてピリカが現れた。

「遅かったなピリカ。牛だけに牛歩か？」

「こ、このチビ……！」

　――気のせい、か？

「うるさい。貴様はもう少し静かに生きるべきだ、ピリカ」

「……ふ、ふんっ。アンタにだけは言われたくないわよ」

　鬽黒がピリカと呼ぶのは、彩が記憶している限り今日が初めてだ。そして、そう呼ばれて嬉うれしそうに頬ほおを染めているピリカを見て、それが珍しいことだというのは分かる。

「やっぱり、変だぞ鬽黒。何があったんだ？」

「何がだ？」

「いや、別に……」

　明らかに、目に見えて変化が分かるほど、鬽み黒くろは変わった。少なくとも、朝まで感じられたピリカや玉たま求きに対する壁が、無くなっていないにしても薄くなった。

　鬽黒の考えを変える程のことをピリカが言ったのか、それとも、彩さいの朝の言葉が効いたのか。

　そんなことを考えていると、鬽黒が怪け訝げんそうにこちらを見ていた。

「少年？」

「ん、あ、あぁ。何だ？」

　どうやら考え込んでしまったらしい。彩は思考を意識の隅に寄せ、鬽黒の言葉に耳を傾けた。

「大事な話が、あるのだ」

　鬽黒の表情が真剣なものになり、場の空気を引き締める。

「敵は《人間失核ワイト・ハート》だ」



「……うぅん、まずいよね」

　玉求の言葉に、鬽黒が小さく頷うなずく。

　普段なら夕飯を作り始める時間。彩たち四人はダイニングテーブルを囲んでいた。

　彩の隣に玉求、正面に鬽黒、斜め前にピリカ。

「確か、以前この地区を担当してた奴やつよね」

　ピリカが記憶を探るように言い、玉求と鬽黒が首肯。

「そうだね、玉求を【調整者バランサー】に誘いに来たのも、あの人だったし……」

「そして、Ａ―１クラス七位にして、願いを叶かなえようとしない【イマジネーター】」

　一同が沈黙する中、彩だけが疑問の声を上げた。

「願いを叶えようとしない……って、どういうことだ」

「細かいルールは確認してないの？　いや、細かいなんてレベルじゃないよ。とっても大事なルールだよ？」

「…………いや、すまん」

　数日前に一度パソコンに触れたきり、あのサイトにはログインしていない。ゆえに、全すべてのルールを網羅しきれていないのだ。いずれ思い出すだろうと思っていたが、一向に兆候すら現れない。

「少年、【イマジネーター】が願いを叶える条件はなんだ？」

「二百八十五人の【イマジネーター】の中で、上位七人の中に入ることだ」

「そう、つまりＡ―１になればいいわけだ。だがな、少年。Ａ―１になった瞬間に願いが叶うわけではない」

「どういうことだ？」

　続きを答えたのはピリカだった。

「上位七名に与えられるのは、願いを叶かなえてもらう権利なのよ。簡単に言うと、ゲームには参加し続けることができるの」

「……それに、何の意味が？」

　思わず、首を傾かしげる。

「彩さい君にはわかんないかもね。いや、玉たま求きにもわからないんだけどさ。とにかく、Ａ―１の【イマジネーター】は、好きなときに願いを叶えてゲームを離脱する権利が与えられてるんだよ。それでね、どういうわけか、現在Ａ―１クラスにいる【イマジネーター】は全員ゲームに参加し続けてるんだ」

「なんで、そんなことを」

　ゲームに参加するのは、そもそも願いがあるからだ。その願いを叶えられる段階になって、人殺しのゲームに参加し続ける理由が、彩には想像もできなかった。おそらく知ったところで、理解できないだろうが。

「実際のところどうなのか、私にも分からない。だが、こと《人間失核ワイト・ハート》に限れば理由は明白だ」

　鬽み黒くろが憎々しげに、それこそ怨おん念ねんでも込めるように吐き捨てる。

「奴やつは、ただ人を殺したいだけなんだよ」

「何でだよ。殺しは、ゲームをクリアするための手段であって、目的じゃないはずだろ」

「楽しい、奴はそう言っていた……」

　嫌悪を隠さず、鬽黒が言った。

　その場にいる全員が、表情を歪ゆがめる。

「もしそれが本当なら、玉求みたいに説得されちゃったりはしないかもね……」

「楽しいと思っていることを、注意されたくらいで止やめようとは思えないでしょうし」

《人間失核ワイト・ハート》。殺しを楽しむ【イマジネーター】。どこかで聞いたことのある言葉だ。イメージＩＤだということは分かるが、それ以外に、もっと自分に関係のある言葉だった気がする。

「その様子だと、まだ記憶が戻らないようだな」

「あぁ、そうみたいだ」

　鬽黒の表情が曇る。

　どこか申し訳なさそうに、後悔に押おし潰つぶされそうな顔。

「《人間失核ワイト・ハート》は、前回少年を【退場ロスト】させた人間だよ」

　不思議だ。そして最悪だ。

　"Over Image"で失った記憶というのは、一度に全すべて戻るのではなく、まるでいくつも鍵かぎをかけられているように封印されている。そして鍵とは、一つ一つ記憶に関係する言葉。

　鬽み黒くろに過去を告げられたことで、かつて一度"Over Image"に参加していたことを思い出したように。

　自身を【退場ロスト】させた【イマジネーター】を明かされることで、彩さいはその記憶を取り戻した。

「……夢ゆめ壊かい、遊ゆ廻かいか」

　自分の声だと信じられないほどに、低い声が出る。

　鬽黒が彩に頭を下げる。

「…………すまない」

　その謝罪の意味を、玉たま求きは分かっているようで、ピリカは分かっていないようだった。

　もちろん彩には、鬽黒が謝る理由が、分かっていた。

　前回のゲームで、彩は願いの成就を目前にしていた。そのときに彩の目の前に現れたのが、《人間失核ワイト・ハート》、夢壊遊廻だった。遊廻は彩を【調整者バランサー】に勧誘し、彩が断ったことによって戦闘に発展した。が、彩は負ける気がなかったし、事実、実力差はそうないように思えた。

　彩と遊廻の違いは、二つ。

　遊廻は殺人を愉たのしんでいて、彩は苦しんでいたこと。

　遊廻はたった一人で、彩には鬽黒という仲間がいたこと。

　結果、彩は敗北した。

　鬽黒を庇かばい、【退場ロスト】した。

　たったそれだけの、なんてことはない勝負の結末だ。

　だがそれに、鬽黒は罪悪感を覚えているようだ。無理もないのだろうが、彩からすればそれは背負い込みすぎというものだ。

「気にするな、って言っても気にしちゃうんだろうけど、少なくとも謝る必要はないよ」

　彩が笑うと、鬽黒は更に表情を歪ゆがめる。いっそ責めてくれたほうが楽だと、視線が語る。

「あのとき、俺おれは鬽黒を捨てる選択肢だって取れたんだ。それをしなかったのは、見捨てないことを選んだのは、誰だれでもない、俺だよ」

「だがそれでも、私がいなければ君は」

「いなければとか、そういう『もしも』の話は無駄だろう？　俺は後悔してないし、お前は生きてた。それでいいじゃないか」

「…………君が、そう言うなら」

　鬽黒はまだ納得できていないようだったが、これ以上は意味がないと悟ったのだろう、静かに頷うなずいて、そして感情を整理するように、表情を引き締めた。

「――話を戻そう。先ほど私は《人間失核ワイト・ハート》に遭遇した。そして負けた。奴やつの狙ねらいは君だ。正確には君を殺すことだ。どうする？　それでも君は、奴やつを殺さないと言うのか？」

「遭遇したって、鬽み黒くろ先輩、よく生きてたね……」

　玉たま求きが真剣な顔で言うと、鬽黒は嫌悪を隠さずに言った。

「奴は少年が再び参加していることを知っている。私が共に行動していることも把握していたのだろう。もちろん、紀き無なしやピリカがいることも。その上で、いやだからこそ、奴は私を見逃した」

「えぇと、最も自分が楽しめる展開に事を運ぼうとする、だったっけ？」

「あぁ。殺人が好きで好きで仕方がない奴は、きっと普通の殺人に飽きたのだろう。どんな娯楽も、繰り返せば楽しめなくなるものだ。だから、奴は趣向を凝らすことにした。Ａクラス四人を、自分一人で殺す。これほどの状況ですら、奴は楽しめる。楽しめると、思っている」

「そんなに強いの？」

　圧倒的なまでの自信を持てるほどの、圧倒的実力を持った人間がいることが信じられないのだろうか、ピリカが疑うように言った。

「直接戦ったことはないけど、あの人はなんていうか、次元が違うよ」

「正直、私たち四人でかかったところで勝てるとは思えない。ましてや、殺さないなどと甘いことを言っていては、無いに等しい勝率がゼロまで下がることになる」

　鬽黒は遠まわしにこう言っているのだ。

　夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいは殺すべきだと。

　それは冷静に考えた末の結論なのかもしれないし、私情で埋め尽くされた殺意なのかもしれない。どちらにしろ、どちらに正当性があり、どちらが英断だとしても、彩さいの答えは決まっていた。

「俺おれは、誰だれも殺さない」

「少年！　なんで君は、そうやって……！」

　鬽黒がテーブルを両手で叩たたいて立ち上がる。

「四人で相手しても殺されてしまうなら、一人で相手できるほどに俺が強くなればいいんだろう。それだけだ」

「君は馬ば鹿かか？　違うだろう。君の考えが間違ってると言いたいわけではないが、実力の伴わない理想は苦しいだけで、自分の首を絞めるだけで、誰も幸せになれないんだよ」

　悲痛な面持ちで言葉を発する鬽黒。その発言は彩を想おもってのことで、それに気づけないほど彩は馬鹿ではない。だが、それでも――。

「誰かの不幸の上に幸せが成り立つっていうなら、俺はそんなもの要いらないよ。それに実力が伴っていないなら、伴わせればいい。理想を下げるんじゃない、自分を上げればいいんだ」

「……本気でそう思っているなら、君は馬ば鹿かだ」

「馬鹿でいいし、愚かでもいいよ。昔の俺おれは対等に戦えていたんだろ？　だったら今の俺が戦えない道理はないじゃないか」

「それは……」

「それに、鬽み黒くろだって前より強い。今はピリカや玉たま求きだっている。どうせ俺一人で戦うって言ったところで、放っておいてはくれないんだろう？」

　ピリカと玉求に視線を向けると、二人は頷うなずいた。

「まぁねっ。逃げないって、昼間に言ったばかりだし」

「アタシがいなかったせいでアンタが死ぬってのも寝覚め悪いしね」

「って、わけだけど。鬽黒は、どうするんだ？」

　鬽黒が彩さいを心配していることは知っているつもりだ。鬽黒が彩を想おもってくれていることは、理解しているつもりだ。

　だが、それでも、彩は理想を捨てようとは思わなかった。

　一度でも例外を作ってしまえば、自分の命が危機に瀕ひんした程度のことで理想を捨ててしまったら、彩は自分を許せないだろう。

「…………君は、いや貴様らは、馬鹿だ」

「あはは、そうかも」

「いや、アタシを一緒にしないでくれる？」

　玉求とピリカが笑う。彩も小さく微笑ほほえんだ。

「大丈夫だって軽々しく言って信じてもらえるほど、俺は頼りにならないかもしれない。だけど、やっぱり理想は捨てられないから、そこは諦あきらめてもらうしかないよ」

「…………勝手にしろ、馬鹿め」

　鬽黒は呆あきれるように肩を落とし、諦めるように腰を下ろし、拗すねるように視線を逸そらした。

「あのさ、玉求に一つ提案があるんだけど」

　玉求が人差し指を立てて、にっこりと微笑む。

「なによ、《人間失核ワイト・ハート》に勝てる秘策とか？」

「そんなものはない。秘策もなければ奇策も通じないよ、奴やつには」

　二人の言葉を聞いて、玉求は小さく首を横に振る。

「《人間失核ワイト・ハート》は玉求たちの場所を知ってる。けどまだ襲ってこない。ということは何か理由があるか、最も自分が楽しめるタイミングを狙ねらってるかだよね」

「まぁ、そうかもね」

「奴ならおそらく後者だろうな」

「襲われるって事実が確定してるなら、玉求たちは家にこもってようが学校に行こうが変わらないよね。大事なのは、四人一緒にいること」
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      「まぁ、そうね」

「だったらいっそのこと、気にしないでいこう」

「何を言ってるのだ貴様は」

「だからね、まぁ彩さい君に強くなってもらう、つまり昔の感覚を取り戻してもらうことも大事なんだけど、ずっと襲われるかもしれない緊張感に包まれる必要はないと思うの」

「なるほど。で、何をするんだ？　息抜きにピクニックするわけにもいかないだろ」

「のんのんっ」

　玉たま求きは人差し指を左右に揺らして彩の言葉を否定。そして言った。

「三日連続デートを、敢行するのですっ！」

「「「……は？」」」

　玉求以外の三人の声が完全に重なった。



　　　　■◇◆□



　夕飯と入浴を済ませた私は、少年の部屋で横になっていた。

　脳裏によぎったのは、夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいとの戦いの記憶。

　戦い？　違う。勝敗こそ決したが、敗者こそ私だが、あれは戦いなんてものではなかった。ただ挑んで、負けただけだ。奴やつが本気だったなら、虐殺されていただけだっただろう。

　戦いにおいて全力を出さないのは慢心や高慢からだが、奴にそんなものはない。ただ単に、価値観が違うのだ。たかが遊びで本気になる人間がいるわけもなく、高校生にもなってそこまで子供のような性格なわけもなく。夢壊遊廻という女は、ただ私と戯れただけなのだ。私がそれに対して、敗北だと騒いでるだけ。

　それでも、私は確かに《人間失核ワイト・ハート》に勝てなかったのだし、四人で挑んだところで勝てるかわからないというのもまた事実だ。

　そして他の三人が気づいていたかは知らないが、私たちが協力することによって夢壊遊廻を倒すことができたとして、ならばやっぱり殺すべきなのだ。

　Ａ―１である奴を【退場ロスト】させれば、私たちの誰だれかが、願いを叶かなえることができるのだから。

「誰かの不幸の上に幸せが成り立つっていうなら、俺おれはそんなもの要らないよ、か。少年、知ってるかい？　幸せというのは不幸があるから実感できるものなんだ。不幸があるから、幸福がなんであるかわかる。だから、不幸の上に成り立たない幸せなんて、ないんだよ」

　言葉にしてみたところで、相手のいない独り言に返事があるわけも無い。

　私は思考を切り上げて、思考を次の問題へ移した。

「それにしても、デート、か。考え方としては、間違っていないかもしれないが」

　どこにいようが同じなのだから、何をしても同じというのは、わかる。【反転】は気をつけていれば回避できるものではないし、想像を使って戦うのだからよほど狭い室内でなければ場所なんてものはどうでもいい。

　常に四人一緒に行動するのも不可能ではないし、そうしたところで何も問題はないのだが、それでも紀き無なしはこう提案した。

「今の彩さい君に必要なのは、マンガみたいな修行じゃなくて、想像の幅を拡ひろげることだよ。だから積むのは戦闘経験じゃなくて人生経験。自分の中に無いものは考えることすらできないんだから、情報量を増やそう！」

　それがどうしてデートに繋つながるのだ？

　という私の質問に対し、「大人数でどこかに出かけるのは、昔から玉たま求きや他の幼おさな馴な染じみの子とやってるからね、大事なのは未体験の一対一でのお出かけなのですよ」と自信満々に返してきた。

　デートとはふざけた響きだが、一理ある。

　知らないことは、正確に想像することができない。逆に多くを知れば、それだけ応用の利く想像ができるようになる。

　既に強い少年だからこそ必要な、次の段階へ進む一歩になりえるかもしれない。

　そう簡単にいくとも思えないが……。

　ちなみに、順番はじゃんけんだった。

　一日目、紀無。

　二日目、私。

　三日目、ピリカ。

　という順番になっている。

「……ピリカ、か」

　よくわからないが、奴やつは少し変わったらしい。無駄に戦いを挑んでは私に負けるだけだった女が、前とは違う意味で私に関かかわろうとしてくる。

　いや、それを言うなら私もか。

　心を開いた気も友人になったつもりもないが、それでも普通に会話する程度の仲にはなってしまった。

　これは進歩か、それとも不要な重荷か。よく分からないまま、私は眠りに落ちた。



　　　　■◇◆□



　五月十一日。外の天気は曇り。

　授業を終えた、昼間の二時過ぎ。

「玉たま求き、一つ訊きいていいか」

「うんっ。どうぞ？」

「これは、想像の幅を拡ひろげるために必要なんだよな？」

「そうだね」

　玉求が楽しそうに笑い、彩さいが疲れたように肩を落とす。

　二人がいたのは、ランジェリーショップだった。

　どこを見ても可愛かわいらしいデザインの下着が目に付く。落ち着かずに視線を彷徨さまよわせると、他の客と目が合った。彩は苦笑いを浮かべて目を逸そらし、半ば睨にらみつけるように玉求を見つめた。

　そんな彩を見て、玉求が悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ。

「どうしたの？」

「女の下着を見て強くなったら、俺おれはただの変態だ」

　彩以外の客は全員女性。玉求と共にいるためどうにか我慢できているが、彩は今すぐにでも店から出て行きたかった。

「酷ひどいなぁ。玉求だってしっかり考えてるのに」

「確かに経験したことはないことだけど、必要な経験だとも思えない」

「この世に不必要なことなんてないんだよ」

「何でここでそんな名言っぽいことを……」

　項うな垂だれる彩をよそに、玉求は上機嫌で下着を選び始める。

「これとかどうかなー」

　玉求が手に取ったのは、純白のレースがあしらわれた白いブラジャーだった。

「……白いな」

「そうだね！　でも訊ききたかったのは色じゃないんだよっ！」

「サイズ、でかいな……」

「ただのセクハラだね！」

　玉求が頬ほおを膨らませる。一体何が訊きたかったのか。

「あー……、似合うと思うぞ？」

　取り合えず、褒めてみた。

「え、ほんとっ？」

　一転、玉求の表情は花が咲くように明るくなる。

　……いや、こっちの方がセクハラじゃないのか？

　不思議に思う彩だったが、嬉うれしそうに笑う玉求を見ていると、どうでもいいかと思えてくるから、更に不思議だ。

　玉たま求きは他の商品を物色し始める。

「誰だれに見られるわけでもないのに、下着の柄がそんなに大事か？」

「誰かに見られるかもしれないから、しっかりしたものを身に着けたいんだよ」

「誰かって、女子同士の着替えとか？」

「それもあるけどー。ほ、ほら、好きな男の子にとか」

　ちらりと、玉求が彩さいの顔を覗のぞきこむ。

「え？　玉求好きな奴やついるのか？　俺おれの知ってる奴？」

「…………………………はぁ」

　呆あきれるというより落ち込むように、玉求が深い溜ため息いきを溢こぼす。

「まぁ、それでこそ彩君だよ……うん」

　途端に元気をなくした玉求。

「……？　どうしたんだ？」

　玉求が顔だけ上げて、彩の目を見つめる。

「そんなに玉求は魅力がないかなー」

　ぼそっと呟つぶやくように玉求が言う。

「はぁ？　何でそういう話になるんだよ」

「ないかな？」

　潤んだ瞳ひとみで上目遣いに彩のことを見る玉求。

「い、いや、そんなことはないけど……」

「じゃあ玉求の魅力ってどんなとこ？」

　震える小動物のような玉求の雰囲気に押されながら、彩は搾り出すように答える。

「……ほら、お前、優しいじゃん」

「前も聞いた」

「え？」

「それ、前も聞いたなー。玉求は胸が大きくて優しいだけなのか……」

「充分じゃないか!?」

「優しいっていうなら、藍あいちゃんも水みな母もちゃんも色しきちゃんも彩君もピリカちゃんもそうじゃん。彩君が玉求を優しいって評価してくれてるのは、どこを見て言ってるの？」

　言われて、改めて考えてみる。

　彩が玉求を優しいと思っているのは、いくつかの記憶や事実からではなく、長く一緒にいたために自然とそう感じているのだ。おそらく今まで玉求を優しいと思う場面が多々あって、それが幾重にも重なって、記憶ではなく感覚として、玉求は優しいと思っている。

　だが、それでは玉求は納得しないだろう。

「じゃ、じゃあ逆にさ、俺のいいところってどこかな？」

　これで玉求が具体的なことを言えなければ、自分も誤ご魔ま化かせると思ったのだが……。

「料理が上う手まいところ、名前も知らない他人だろうが困ってたら助けちゃうところ、電車やバスの優先席にはそもそも絶対に座らないところ、ポイ捨てや歩きタバコしてる人がいたら臆おくすることなく注意するところ、女の子には絶対に手を上げないところ、他人に怒ることはあっても他人を嫌いにはならないところ、それから――」

「もういいもういいごめんなさい！」

「え？　もういいの？　全部で百八個あるのに……」

「多いなっ!?」

「彩さい君のいいところを見つける度たびにメモしてるのでっ」

「……それはなんていうか…………すごいな」

「えへへ、褒められた」

　褒めてはいないのだが……。

「というか……。よく見てるんだな。いや、よく覚えてるのか」

「十年一緒にいるんだから、当然でしょ？」

　十年一緒にいて、彩は咄とつ嗟さに玉たま求きの優しいところが思いつかなかった。

　とてつもない罪悪感に襲われる。なんとなく、責められているような気分になった。

「でもでもね、それだけじゃないんだよ？」

「何が？」

「玉求が彩君を見てるのは、幼おさな馴な染じみだからってだけじゃないんだ」

　玉求が伏し目がちに彩を見て、頬ほおを赤らめながら言う。

「へぇ、そうなのか」

「むぅ。そうなのか、ってさぁ……。もう少し『だったら一体どんな理由なんだい？』とか興味持ってくれないと」

「そんなこと言われてもな……。実際のとこ何でなんだ？」

「知りたい？」

「いや別に」

「むぅ……」

　玉求が頬を膨らませる。感情表現が分かりやすいのは、玉求の魅力の一つだろう。今度長所を訊きかれたらそう答えてやろうと思いながら、彩は拗すねてしまった幼馴染を宥なだめる。

「知りたいですよ玉求さん。どうか俺おれに教えてくれますか？」

　手を合わせて「お願いします」と頭を下げてみる。

　すると玉求は目に見えて機嫌を良くし、顔を綻ほころばせた。

「秘密です」

「散々引っ張っておいて秘密かよ……」

「そういうことには自分で気づきましょう」

「玉たま求きが答えを知ってるなら教えてくれてもいいだろ」

「他人に気づかされてばかりじゃ、自分の人生を生きてる意味がないんじゃない？」

「なんか格言っぽいな」

「今考えました」

「すげー適当だった！」

　えへへ。そう笑う玉求を見て、彩さいは言う。

「お前、よく笑うよな」

「そうかな？　そうかも」

　そうして、玉求はまた笑う。

　彩の記憶では、初めて逢あった幼稚園児の頃ころは、泣き虫だったはずなのだが。

「よし、これとこれにしよう」

　そんなことを考えている間に、どうやら何を買うか決めたらしい。ようやく店から出られると思うと、自然と肩の力が抜けた。

「試着してくるね」

「……は？」

「これ持ってて？」

　玉求は幾つかの下着を彩に渡し、試着室へと消えていった。

「待て玉求っ！」

　と言っても、カーテンの向こうにいる幼おさな馴な染じみは出てきてはくれない。

「…………………………」

　女性だらけの店内、下着を抱えた男子高校生が、注目を集めないわけが無い。

　彩は痛い程の視線を浴びながら、絶対にこれで強くなれるわけがないと、出で逢あってから十年経たって初めて、玉求を恨んだ。



　　　　■◇◆□



　二日目。

　五月十二日。晴れ。

　曇りだった昨日、夜頃ごろから雨が降った。多少湿っぽくはあるが、雨上がりの本日は快晴。

「晴れの日は嫌いだ……」

　鬽み黒くろが憂ゆう鬱うつとでも言いたげに手で日を遮る。

「そうか？　俺おれはそうでもないけど」

「太陽は自己主張が激しすぎる。人間でも植物でも動物でも、主張の強すぎるものは嫌われるだろう。無生物でも同じだよ」

「まぁ、眩まぶしすぎると、多少苛いら々いらすることはあるけど。でも、嫌ったところで何が変わるわけでもないしな……」

　生きていないものにどう文句を付けたところで、謝罪されるわけでも問題が改善されるわけでもない。自然現象の前に人間は、諦あきらめて適応するしかないのだ。

「日傘でも買おうか」

「まぁ、鬽み黒くろには似合いそうではあるけども。まだ五月だよ」

「夏に突入する前には買おう。決めた」

　などと会話をしつつ、彩さいと鬽黒は繁華街へと出た。

「昨日は何か収穫はあったのか？」

「女性の下着選びはできれば二度としたくないな……」

　その後、玉たま求きは下着を数着購入していたが、その場の空気が、彩にはどうも合わなかった。居場所が無い感覚とでも言えばいいのだろうか……。

「ふふっ。そうだな、男が楽しむ場所ではないな。だが、居心地の悪い空間があるという現実を知れたことは、無駄にならないと思うぞ？」

　鬽黒にそう言われると、何な故ぜかそう思えるのが不思議だった。

「鬽黒も、あぁいうところに行くのか？」

「もしかして今私は喧けん嘩かを売られたのか？」

　鬽黒がジト目で彩を睨にらむ。すぐに失言だと気づき、謝罪。

「……すまん。鬽黒も女性だもんな、下着くらいしっかり買うよな」

「通販だ」

「行かないのかよ！」

「あのきゃぴきゃぴした空気が苦手なのだ……。それともあれか？　女性は全員おしゃれで可愛かわいい下着を着けなければいけないのか？」

「いや……俺おれに訊きかれても」

「まぁ、私は可愛いというより美しいからな、着ける下着もそれに合わせる必要があるのだ。溢あふれ出る大人っぽさに見合うものが中々なくて困る」

「え？」

「どうやら少年は私と喧嘩したいらしいな」

　上目遣いで睨みつけてきた鬽黒を、誤ご魔ま化かすように宥なだめる。

「冗談だって。美しいというよりは可愛いって思っただけだよ」

「……まぁ、いいが」

　拗すねるように唇を尖とがらせる鬽黒。

　そんな鬽黒を見て、彩はふと思った。

　気が弱く、敬語を外すこともできず、悪く言えば弱かった、かつての鬽み黒くろと。

　気が強く、己の意志で敬語を外し、充分な強さを持った、現在の鬽黒。

　どちらも魅み影かげ鬽黒であることに変わりはなく、違いは過去か現在かだけだ。

　それでも、彩さいは思う。

　どちらが、魅影鬽黒がそうありたいと思う自分なのだろうか。

「そういえば、聞いてなかったよな」

「何を……？」

「俺おれがいなくなったあと、どうやってゲームを生き残ったのか、とか」

「……あぁ、そうだな」

　気分よく話せる話題でもないだろう、鬽黒の表情が曇る。

「気になるな。嫌じゃなければ話してくれるか」

　優しく尋ねると、鬽黒は渋々といった具合に頷うなずく。

「二ヶ月前、君を【退場ロスト】させたあと、《人間失核ワイト・ハート》は私を見逃した」

「……それは、言っていいか分からないけど、本当によかった。でも、何であいつは」

「笑っていたよ。『死んじゃったね、もう誰だれも君を護まもってくれないね？』と。そして奴やつはこう続けた」

『見逃してあげるよ。だから生き抜いて、精一杯わたしを憎んで、君が強くなったらまた殺しあおう』

「……なんだよ、それ」

　記憶の中の《人間失核ワイト・ハート》、夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいは、確かに異常者だった。殺人鬼というより、殺人狂。

「人を殺すことが好きというより、人を殺す過程が好きなのだろうな。反撃、反抗、抵抗、その全すべてを蹂じゆう躙りんし、絶望させ、殺すのが愉たのしいのだと、語っていたよ」

　それが本当なら。

　夢壊遊廻にとって"Over Image"は何にも代えがたい最高の娯楽だろう。参加者を殺しても罪は問われない。殺しても殺しても次の参加者が加わる。

　終わらない最高のゲームだとすら、思っているかもしれない。

「……でも、それでもやっぱり、鬽黒が生きててよかった」

「今思えば、そうかもしれない。でも、当時はそんな風には考えられなかったよ。自分の願いがどうでもよくなり、自分から【反転】するのが怖くなり、君に対して申し訳ない気持ちで一杯だった」

「……」

「それでも他の【イマジネーター】は私を《反転世界》に飛ばし、戦いを強要する。最初はそれで死んでもいいかと思った。でも、そこでこうも思ったんだ。私が諦あきらめて死んだら、少年が私を護まもった意味はなくなってしまうのではないか、と」

　そこで一度区切り、小さく息を整えてから、鬽み黒くろは続ける。

「私は、意味を作ろうとした。折せつ角かく少年が私を生かしてくれたのだから、私は何としてでもこのゲームを生き残らねばと、思った。もしかしたらそれは、罪悪感から逃げるための言い訳だったのかもしれないが」

「言い訳でも何でも、それで鬽黒が戦えるようになったなら、いいじゃないか」

「……そう、かもな。そしてそれからは、うじうじするのをやめた。試しに敬語をやめて、意識して視線を鋭くして、後はそうだな、迷うのをやめた」

「迷い、か」

「そうだよ。迷いは邪魔以外の何でもない。一つ決めたら、それを達成するまでそれ以外の全てを捨てる。そうすればその一つだけは、大抵の場合手に入るものだ」

「……それで欲しかったものは手に入ったのか？」

「どうだろう。誰だれにも頼らない強さが欲しかったのだけど、達成する前に、もう一度君に逢あえたから」

　そこで鬽黒は、先ほどまでの憂いを弾はじき飛ばすように、微笑ほほえんだ。

「あのさ、鬽黒」

「なにかな？」

「少しだけさ、嫌なこと言っていいかな」

　鬽黒が不思議そうに首を傾かしげる。

「うむ？　どうしたのだ」

「誰にも頼らない強さなんて、求めるもんじゃないよ」

「……どうしてだ？」

　表情を硬くし、それでも平静を保つように鬽黒が言う。

　彩さいは鬽黒の頭へと手を伸ばし、撫なでた。

「俺おれが悲しいから、かな」

　鬽黒が驚くように目を見開き、それから彩の顔を見る。

「そりゃあ、勝手に【退場ロスト】しちゃった俺も悪いけどさ。それでも、誰にも頼らないってのは、悲しいよ」

「なんだそれは……。君以外に頼れる人間なんていなかったのだ。仕方ないじゃないか」

「うん。仕方ないかもしれない」

「じゃあ――」

「だったら、もう平気だよな？」

　もう一度、今度は髪をくしゃくしゃにするように撫でる。

　鬽黒は困ったように唸うなってから、半ば睨にらむような視線を彩に向けた。

「……君は本当に、息をするように優しい言葉を吐き出すのだな」

「優しいってのとは、違うかな。実際俺おれのやったことは、鬽み黒くろを罪悪感で苦しめて、誰だれにも頼らない強さなんてものを求めさせちゃったわけだし」

「違う……。君はただ私を護まもってくれただけだ。だから私は――」

　続きの言葉を、鬽黒は寸前で呑のみ込む。言いたくなくなったのか、言ってはいけないと思ったのか。

「どうしたんだ？」

「いや……何でもない」

　鬽黒が俯うつむく。

　そんな鬽黒の頬ほおを、彩さいはつまんだ。

「……なにひゅるのだ」

　ジト目で彩を見て、それでも手を振り払ったりはせずに鬽黒が言う。

　彩は手を離してから。

「『私は』の続き、言ってくれよ」

「……うぅ」

　鬽黒は困ったように唸り、だがそれでも、彩の言葉に従った。

「だから私は……もう一度君に逢あえたら、絶対に護ろうと誓ったのだ」

　恥ずかしそうに、頬を染めながら、鬽黒が俯きがちに言った。

　彩はその言葉があまりに予想外で、すぐに切り返せない。

　それを見た鬽黒は、更に顔を紅潮させながら、誤ご魔ま化かすように喋しやべり始める。

「い、いやっ。とは言ってもそんなのは私が勝手に思っていただけだし、そもそも君からすれば足手まといが何を言ってるんだという感じなのかもしれないがそれでも私は……私は……」

　彩はここまで、鬽黒の行動が一種の罪悪感からくるものだと思っていた。もしくはかつての恩人に対する、恩返しに似た何かをしたいのだと。

　だが、もしそうでないなら。

　罪悪感とも恩とも無関係なら、鬽黒は何な故ぜ自分をここまで想おもってくれるのか、彩にはそれが分からない。分からないから、疑ってしまう。

　鬽黒が自分に関かかわっているのは、義務感のような罪悪感なのではないかと。

　鬽黒はそんな彩の想いを表情から感じ取ったのだろう、静かに微笑ほほえむと、とても自然に、当然のことを言うように、あたりまえのように言った。

「私は、君のことが好きだから」

「――は？」

　一瞬、いや時間にして数十秒、彩の頭が真っ白になる。思考が停止して、体は静止した。

　鬽み黒くろは、数秒後、自分が何を言ったのか理解したのだろう。瞬間湯沸かし器のごとく一瞬で顔を朱に染め、ものすごい勢いで手を振って訂正を始める。

「ちっ、違う違う違う違うのだっ！　これはそういうアレではなくアレで、つまりソレがコレなのだ！　だから、その、あ、うぅ……！」

　要領を得ないどころか意味すら込められていない言葉、整理できない感情をそのまま吐き出すように、鬽黒は慌てながら声を上げる。

「えっと、今のは、別に君のことを異性として好きと言ったわけではなくてな！」

「あ、あぁ、わかるよ」

「人として尊敬してて、すごく、その、嫌いではないって、そういうことを、アレだ、言いたかった、んだ……」

　両手をもじもじと絡ませながら、俯うつむきがちに言う鬽黒。耳まで赤いところを見ると、相当恥ずかしいのだろう。

「あ、あぁ……」

　しどろもどろになりながら、どうにか答える彩さい。鬽黒も彩も、誤解が解けてからしばらく経たってもその場に立ち尽くした。

　鬽黒はおそらく、気恥ずかしさから。彩はそれに、安あん堵どを加えて。

「そ、その、すまない、いきなり困らせるようなことを言ってしまって」

「いや、気にしてないよ。驚いたけどさ」

「そ、そうか、気にしてないのか……」

　安心したように胸をなでおろしてから、やはり少し残念そうに肩を落とす鬽黒。

「そういうことも、たまにはあるよな」

「う、うむっ、そうだな」

　互いに互いを気遣うように笑う。

「でも、ありがとう」

「うむ？」

「鬽黒が、何の負い目もなく、単純に自分の意志で俺おれの仲間でいてくれるなら、それだけで充分嬉うれしいよ」

「……そ、そうか。なら、よかった」

　鬽黒が、ぎこちなく笑う。気まずさが後を引いているのか、それでも嬉しそうに、顔を綻ほころばせる。

「でも、自分の願いも大事にしてくれ」

　彩が言うと、鬽黒の表情が変わった。

　どこか都合が悪そうに視線を下に向け、曖あい昧まいに笑う。

「そう、だな。私の願いも……」

「どうした？」

「……いや、なんでもないよ」

「なんでもないってことは、ないんじゃないか？」

　詰問するような口調ではなく、優しく問いかけるように言うと、鬽み黒くろはしばらく俯うつむいてから、思いついたように顔を上げた。

「あぁ、うん。あれだ、願いを叶かなえるにあたって、胸を大きくするか身長を伸ばすか、どちらにしようかなぁ、と」

「……は？」

「現在は僅きん差さで身長のほうが欲しいのだが、うぅむ」

　鬽黒が悩むように腕を組み、小首を傾かしげる。

「え？　え？　鬽黒の願いって」

　まさかそんなことのために？　などと言えるわけもなく彩さいが戸惑っていると、鬽黒は無表情で言う。

「嘘うそだ」

「だよなぁ！」

「まぁ、ピリカや紀き無なしほどとはいかないまでも、確かにそういうのに憧あこがれはなくもないがな」

「へぇ、鬽黒もスタイルとか気にするんだな」

「君は、失礼だな。私だって、その、一応、女の子、なんだぞ……」

　女の子、その部分だけ消え入りそうな声量で、鬽黒が拗すねたように言う。

「いや、知ってるけど」

「……そうか、知ってるのか」

「鬽黒は充分女の子らしいと思うけどな」

「ほ、本当に？」

「あぁ」

「ありがとう」

　途端、花開くように鬽黒が満面の笑みを浮かべる。

「――っ」

　純粋に、和なごむなどの意味ではなく、その笑顔を可愛かわいいと思ってしまう。

　意識した瞬間恥ずかしくなり、彩は鬽黒から視線を逸そらした。

「そ、それはさておき、今日はどこに行くんだ？」

　意識を鬽黒の笑顔から遠ざけるためなら何でもよかった。

「そうだな。なるべく、少年が行ったことがない場所がいい」

「うぅん……。そう言われてもな。鬽黒は普段、どこに行くんだ？」

　彩さいの質問に鬽み黒くろは逡しゆん巡じゆんするように手を顎に当て、そしてゆっくりと口を開いた。

「本屋と、古本屋だな」

「…………そうか」

　微妙な空気を察したのか、鬽黒は取り繕うように咳せきをする。

「他にも色々行くぞ？　た、例えばファミレスとか」

「一人で？」

「…………。ほ、他には、公園だったり、適当に電車に乗って適当な駅で降りて散策したりするぞっ！　アウトドアだぞ！」

「お、おう……」

　鬽黒が可哀かわい想そうになるくらい必死なので、彩は取り敢あえず頭を撫なでた。

「む、むぅ……」

　可愛かわいらしく頬ほおを膨らませる鬽黒。

「うぅん。じゃあ玉たま求きが言ってたみたいに、一対一、二人で行く場所の定番ってなんだろう？」

　鬽黒はしばし沈黙してから。

「美術館？」

「夏休みの宿題でしか行ったことないな」

「そ、そう言われても……。うむ、うぅむ、本屋、とか」

「それでもいいけど、本屋は何度も行ったことあるしなぁ」

「カラオケ、ファーストフード、公園、友人宅、後は――ゲームセンター？」

「あ、ゲームセンターは行ったことないな」

　彩の言葉に、鬽黒が意外そうな顔をする。

「そうなのか？」

「水みな母もって奴やつが騒がしいの嫌いで、玉求がタバコの臭においが嫌いとかでな。藍あいって奴は平気だとか言ってたけど。まぁ、無理して行くとこじゃなかったから」

「なるほど、では行ってみるか？」

「いいかもな」

　そうして二人はゲームセンターへと向かった。

　そして数分後、店内へ足を踏み入れたのだが――。

「少年、帰ろう」

「早はえぇよ！　まだ来て二秒しか経たってないから！」

　とは言え、その気持ちが分からないでもなかった。屋外より室内の方が喧やかましいというのは初めての経験だし、やはり来たことが無いからだろうか、自分の居場所が無いような気がしてならない。

　それでも好奇心が勝り、渋る鬽み黒くろを宥なだめながら、奥へと進んでいく。

　店外と店内に入ってすぐの場所にクレーンゲームが配置されており、それより奥に他のコーナーがあった。一緒にプリクラを撮ろうと会話する女子高生やコインゲームに夢中になる小学生の横を抜けて、目的のコーナーを探す。

「おっ、あったぞ……鬽黒？」

　お目当ての格闘ゲームを見つけたのだが、気づけば鬽黒の姿が消えていた。

　隣を見ても、振り返っても、鬽黒の姿はない。

　はぐれた……？

　彩さいはすぐに引き返し、鬽黒を探す。幸い、制服姿の小学生に見える鬽黒は目立っており、すぐに見つけることができた。

「いた」

　数メートル離れた場所に、鬽黒の姿はあった。その視線は彩ではなく、ある一点に注そそがれている。

　それを見て、彩は思わず微笑ほほえむ。

　鬽黒の視線はクレーンゲームの景品であるぬいぐるみに釘くぎ付づけになっていたのだ。

　彩は近づいて、ゆっくりと肩を叩たたく。

「それが欲しいのか？」

「――――っっ!?　な、ななななっ……」

　鬽黒は彩の姿を確認すると同時に飛び跳ねるようにクレーンゲームから後退、顔を真っ赤に染めながら首を何度も横に振り始めた。

「ちがっ、違う違う違う違うのだっ！」

「別に女子がぬいぐるみを好きなのは悪くないだろう。玉たま求きや水みな母もって奴やつも好きだったしな」

　からかうのではなく、優しく肯定する。すると鬽黒は幾分か落ち着いたようで、まだ紅あかい顔を俯うつむかせたまま、口を開く。

「子供っぽいじゃないか……」

「何言ってるんだ、高校生なんて子供だろ。好きなものは好きでいいんだよ」

　そう言って彩は鬽黒の頭を撫なでる。

「よし、どれが欲しいんだ？」

　格闘ゲーム程ではないが、クレーンゲームにも興味はあったので、彩は財布から硬貨を取り出し、投入。

「……うっ、あ、あれ」

　鬽黒が指差したぬいぐるみを見て、彩は絶句する。

　基本的に、可愛かわいらしい黒猫のぬいぐるみだ。素材は柔らかそうで、顔には愛あい嬌きようがある。だが……。

「なんで羽が生えてるんだ」

　翼ではなく、羽。

「実に愛らしいと思わないか？」

「………………あ、あぁ、そうだな」

　むしろおぞましい、などとは口が裂けても言えない。ぬいぐるみを見て、鬽み黒くろの頬ほおは緩みっぱなしだ。なんとしてでも取ってやりたいが、とてつもなく要いらない気もする。

　見れば、他のぬいぐるみも『虎こ犬いぬ』であったり『壷こ狐ぎつね』であったり、なにかとただ可愛かわいいだけでないもの揃ぞろいだった。

　完かん璧ぺきな人間はいない。頭脳明めい晰せきで美人といえども、人形の趣味は悪いようだ。

「まぁ、いいか」

　鬽黒が欲しいと言うなら、取ってやればいい、それだけの話だ。そして彩さいは、勢いよく『』ボタンを押した。

　クレーンは奥に少しだけ動き、止まる。

「――あれ？」

　次に『』ボタンが点滅したが、停止した位置からでは目標のぬいぐるみには届かない。

「…………少年、まさかやり方を知らないのか？」

「…………あぁ」

　認める。

　なるほど、押している間だけ進み、手を放せば停止するのか。納得しながら頷うなずくと、隣に立つ鬽黒が呆あきれるように彩を見上げていた。

「やったことのない私でさえ、操作方法くらいは知っていたぞ？」

「こ、こういうのは、苦手なんだよ」

「なるほど、"Over Image"といい、君はゲームに向かないな」

　鬽黒がからかうように笑うので、彩は恥ずかしくて視線を逸そらした。

「言わないでくれ、自覚してる……」

　そうしてまた、硬貨を投入する。

　――十数分後。

「取れた！」

　投入すること三千円。途中鬽黒に両替をしに行って貰もらいながら、ようやく彩はぬいぐるみを手にした。

　あんなに不気味に見えた人形も、何な故ぜかこうして手にしてみると――変わらず普通に気持ち悪かった。

　まぁ、いい。それを欲しているのは自分ではないのだから。

「ほら」

　格好つけるには金が掛かりすぎたが、彩さいはぬいぐるみを鬽み黒くろに渡す。

「……あ、ありがとう」

　遠慮がちに受け取り、そして鬽黒は、とてつもなく嬉うれしそうに顔を綻ほころばせた。両腕で人形を抱え、頬ほお擦ずりでもしそうな勢いで抱きしめる。

　可愛かわいらしいが、どこか子供のようだ。そう思ったが、言わない。もう少しだけその笑顔を眺めていたかった。

　鬽黒はしばらくぬいぐるみの柔らかさを堪たん能のうしていたが、途端「はっ」と平常心を取り戻し、人形を片かた脇わきに抱え、咳せき払ばらいした。

「え、えぇと、少年はどのゲームがしたいのかな、付き合うぞ」

　その提案は嬉しかったが、彩は困ったような顔をする。

「いや、鬽黒、それが困ったことになったんだ」

「うむ？」

　首を傾かしげる鬽黒に、彩は深刻そうに言う。

「今日の晩飯は白米だけになりそうだ」

「……何な故ぜだ？」

「そのぬいぐるみのおかげかな」

「夕飯代を使ったのか!?」

「嘘うそだ」

　言って、笑う。

　すると鬽黒は悔しそうに顔を歪ゆがめた。

「…………ぐっ、騙だましたのか」

「あはは、からかったんだよ。よし、次は格ゲーやろうか」

　鬽黒は頬を膨らませて、それから好戦的に笑う。

「いいだろう、年上をからかったらどうなるか見せてあげようじゃないか」

「それは怖いな」

「ワンコイン分は持つといいな」

「甘いな鬽黒。俺おれは昔から格ゲーだけはやってたんだ。幼おさな馴な染じみ達とな」

　もちろん、家庭用のゲーム機でだが。

「ほう、じゃあなおさら、初心者の私には負けられないな」

「ありえないな。俺は幼馴染四人中三位はとれた実力者だぞ？」

　胸を張ってそう言った彩を、鬽黒は哀れむような視線で見つめる。

「……少年、それは、おそらく才能が無いぞ…………」

「……え？　い、いや、そんなことは」

　結局、十回戦い、彩さいは十回負けた。

　クレーンゲーム、格闘ゲーム。

　どうやら彩は、とことん『ゲーム』に向かないらしい。
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　五月十三日。晴れ。

「…………うぅ」

　元気なく呻うめいたのは、ピリカ。

　その頬ほおは紅潮しており、表情は優れない。

　簡単に言えば、ピリカは風邪を引いていた。彩の両親の部屋のベッドに横たわるピリカは、いつになく活気が無い。

「大丈夫か？」

「……大丈夫に見えるのかしら」

　額に冷却ジェルシートを貼はっているピリカが、ジト目で彩を睨にらむ。

「軽口が叩たたける程度には元気みたいだな」

　彩が苦笑すると、ピリカはむっとした表情になる。

「どういうことよ、それ」

　風邪を引いても変わらないピリカの態度に再び苦笑してから、彩は立ち上がる。

「学校は休め。俺おれも休むから」

　彩の言葉に、ピリカがぽかんと口を開けて不思議そうに呟つぶやく。

「……は？　何でアンタも、休むのよ」

「何でって……心配だからだろ」

　当然のように答える彩に、ピリカは驚くような表情をしてから、視線を逸そらした。

「勝手にすれば……？」

「……はいはい。勝手にするよ」

　それから一階に下り、玉たま求きや鬽み黒くろに学校を休む旨を伝えると――。

「じゃあ玉求も休むよっ！」

「私もだ」

「……いや、行けよ」

　彩が言えたことではないが、看病に三人も必要ない。だがしかし二人は不満げに唸うなり、納得してくれない。

「玉求が風邪引いたときは看病してくれなかったのにっ……！」

「いや、お前おばさんいたじゃん……あとお見舞いには行ったろ？」

「私も看病された覚えがないぞ？」

「鬽み黒くろはそもそも俺おれの前で風邪を引いてないだろ」

「……むぅ」「……うむ」

　二人はなおも不満げだ。彩さいは理由が分からずに首を傾かしげる。

「玉たま求き、それずるいと思うっ」

「な、なにが？」

「私もだ」

「いやだから、なにがだよ……」

　看病と称して学校を欠席することだろうか？　確かに褒められた行動ではないが、ピリカを一人で置いておくことはできない。だからといって四人揃そろって欠席する必要も無い。

「えぇと、ほら。デート、だっけ？　今日はピリカの順番なのに、風邪じゃあ、それができないじゃないか。代わりに看病ってことで。友達の看病とか、したことないし」

　一昨日、昨日と放課後に行ったデートも、ピリカが風邪では行いようがない。ならば看病をその代わりとすればいい。想像の幅を広げるために人生経験が必要だというなら、間違ってはいないはずだ。

　なおも不満げな二人をどうにか説得し、学校へと送り出した。

　その後、お粥かゆを作ってから二階へと戻った。

「食欲あるか？」

　扉を開けながら言うと、ピリカがゆっくりと彩へ顔を向ける。

「……ないわ」

「だろうな。でも、食わないと」

　ベッドの横に腰を下ろし、ピリカの上半身を起こすのを手伝う。

「うー……。なによ、これ…………」

　頭痛に頭を押さえながら、ピリカが弱気な声を出した。

「飯喰くって薬飲んで寝れば治るよ」

「アタシはアンタみたいに単純な生命体じゃないの。繊細なの……」

　言いながら、お粥を口に運ぶピリカ。

「おいしい……」

「そりゃよかった」

　食欲が無いと言いながらもしっかりと完食し、風邪薬を飲んだピリカは、熱っぽい声でこんなことを言った。

「……あひゅい」

「あつい？」

　彩が首を傾げて聞き返すと、返ってきたのはぼんやりとした声。

「……汗で、体がべとべとする」

　見ると、確かに表情は苦しそうで、首筋にも汗が浮いていた。

「タオル持ってくるよ」

　そう言って、タオルを持って部屋に戻った彩さいは、扉を開けて絶句することになる。

「……な、な、な――」

　ピリカはパジャマの上を脱ぎ捨て、うつ伏せでベッドに寝ていたのだ。露あらわになっている上半身。うつ伏せだったため胸は隠れているが、ブラジャーは着けていなかった。

　目の遣やり場ばに困り、彩が視線を逸そらしていると。

「…………拭ふいて」

　ひどくか細いピリカの声。

「……は、は？」

「自分じゃ拭けないから、拭いて……」

　彩が混乱していると、ピリカは急せかすように「早くして……」と言う。

「わ、分かった……」

　言われて、彩は戸惑いながら従うことにする。

　ゆっくりと近づき、自分のベッドであるはずなのに緊張しながら膝ひざをつく。

　熱のせいか、ほんのりと朱に染まる綺き麗れいな肌。苦しいのか少し荒い息遣い。その度にさらりとシーツに垂れる金色の髪と、静かに軋きしむベッド。

　意識しないようにするほど緊張してゆき、心臓が早鐘を打つ。

　すると、ピリカが枕まくらから顔を上げ、訝いぶかしがるような視線を彩に向けた。

「なにジロジロ見てんのよ」

「なっ、み、見てない、ぞ？」

　声が上擦る。

「信しん憑ぴよう性せい皆無」

「ぐっ……」

　何も言い返せない。

　というより、この状況で何も見るなと言うほうが無理な話だ、とは思っても口には出さない。

「変態ね。きっと『いい体してんなぁ、頼めば揉もませてくれるかな』とか考えてたんでしょ？」

「お前の中で俺おれはどれだけ変態なんだ!?」

　驚きよう愕がくする彩だった。そこまで信用がなかったとは……。

　少し落ち込んでいると、ピリカが枕に顔を埋めて笑いを堪えているのに気づく。

「……病人のくせに、人をからかうな」

「ふふっ、あははっ……。だってアンタ、馬ば鹿かみたいに顔紅あかいから、ふふっ」

「……悪質だ」

　彩さいが辟へき易えきして呟つぶやくと、ピリカは無邪気に笑った。

「ほら、女性にからかわれるとかいう経験も、なかったでしょう？」

「そんな経験はいらない……」

「この世に不必要なことなんてないのよ」

「その言葉、流は行やってるのか……？」

　先日、玉たま求きにもまったく同じことを言われたのを思い出して、彩は苦笑した。

　ピリカは病人だとは思えないほど笑いつくした後、何な故ぜか顔を赤らめながら、彩の顔を見つめる。

「な、なんだよ……」

　聞き返すも、ピリカは沈黙。恥じらうように視線を逸そらして、その後消え入るような声で、言った。

「…………拭ふいて」

「はぁ？」

　さっきの今で、彩がまた騙だまされると思っているのか。彩は呆あきれるように肩を竦すくめて、今度は慌てず対応する。

「それだけ元気なら、自分で拭けるだろ」

　そう何度もからかわれるわけにもいかない。突き放すように言うが、返ってきたのは拗すねるような視線だった。

「なに？　アタシの体には触れたくもないってこと？」

「い、いや、そういうわけじゃ……」

「じゃあ触りたくてうずうずしてるのね、変態」

「どう答えるのが正解なんだ!?」

「正解なんてないわ」

「理不尽だ!?」

　無む茶ちや苦く茶ちやだった。

　彩は真意を疑うようにピリカの顔を覗のぞき込むが、ピリカは顔を隠すように枕まくらに埋めた。

「……え、いや、まじ？」

「……な、なによ、嫌なの？」

「そういうわけじゃ、ないんだけど……」

　どうやら、今度は冗談でもからかっているわけでもないようだ。

　だからといって喜んだりできる状況でもないのだが。

　改めて意識すると、顔が熱くなるのが分かる。我ながら軟弱な精神だなと思いながら、彩さいが手を伸ばし損ねていると、ピリカがくしゃみをした。

「早くしてよ……風邪が悪化しちゃうじゃない」

「あ、あぁ、すまん……」

　咄とつ嗟さに謝ってから、こうなったらもうしょうがないと、無理やり納得して、覚悟を決める。

　無心であるよう努めながら、熱っぽい体の汗を拭ぬぐっていく。

「んっ……」

　妙に色っぽい声を上げ、ピリカの体が微かすかに揺れる。その度に肩から腰まである金色の髪がさらさらとベッドに垂れていく。髪の隙すき間まから覗のぞく透明な肌に意識が向かないよう無心を心がけるが、失敗。

「……変な声出すな」

　と、文句を言うも。

「う、うるさいっ。黙って拭く」

　と、病人に命令されてしまう。

「…………はい」

　自分は何をしているのだろう。そう思いながら体を拭く。

　それにしても、と彩はピリカの体を見て、思う。

　精巧に作られた人形のような顔に、純金のような輝きを放つ長い髪、傷一つない雪のような白い肌、きゅっとしまったウエスト、細く長い足。

　こと容姿だけで言えば、完かん璧ぺきに近い。

「ねぇ……」

「え？」

　いきなり声をかけられ、驚く。

「さっきから腰の辺りばかり拭ふいてるけど、なんなの？」

　……………………。

「いや、だって、背中は……」

　腰より上の部分を拭くとなると、嫌でも視界に映るものがある。彩は意識してそれを避けていたのだが……。

「何を恥ずかしがってるのよ。幼おさな馴な染じみ三人に妹がいるんだから、女の体なんて何度も見てるでしょう？」

「偏見過ぎる！」

「え？　つい最近まで一緒にお風ふ呂ろ入ってたとかいう設定は？」

「なんだ設定って！　それじゃあ俺おれが変態みたいだろ！」

「え、違うの？」

「心外だ……」

「あはは、冗談よ。あれでしょ？　アタシみたいな美女の背中を拭ふくなんてアンタには恥ずかしくてできないってことでしょ？」

「なんて尊大な物言いなんだ……」

　図星である上に、自意識過剰と言えないほどの美び貌ぼうを持つピリカに、何も言い返せない。

　そんな彩さいを見て機嫌をよくしたピリカは、追撃と言わんばかりに言葉を続ける。

「いいのよ、無理なら」

　からかうようなピリカの言葉に、そのまま屈するのは何な故ぜか嫌だった。

「……無理じゃない」

　小さく、呟つぶやく。

「へ？」

　予想外だったのか、ピリカは不意打ちを食らったようにきょとんとする。

「拭いてやるよ。風邪悪くなったら大変だもんな」

　反撃とばかりに、彩は言う。

「ちょっ、アンタなに言って」

　ピリカの顔が引ひき攣つるのを確認しながら、それでも彩は背中へと手を伸ばした。

「ひゃっ……!?」

　ビクンっ、とピリカの体が跳ね上がる。

「や、やめ……っ」

「どうした？　まさかピリカみたいな美女が、俺おれ程度に背中を拭かれるのが恥ずかしいとか？」

　形勢逆転、先ほどまでからかわれた仕返しと言わんばかりに、彩は笑う、が――。

「いい加減に――しなさいっ！」

　次の瞬間、ピリカは枕まくらを思い切り掴つかみ、それをそのまま彩の顔面へとぶつけた。

　体が傾き、ベッドから転げ落ちる。

　枕がぶつかる瞬間、体を上げたピリカの見えてはいけない部分が見えた気がしたが、口にしたら殺されるので黙っておく。

　ピリカは枕を抱きかかえて胸を隠すと、涙目でキッと彩を睨にらみつけた。

　どうするのが正解か、考えてすぐに言葉にする。

「えぇと、ごめんなさい……」

　彩はすぐ頭を下げてから、おそるおそるピリカの顔を窺うかがい見る。

　その表情は、先日風ふ呂ろ場ばで裸を目撃したとき同様、笑顔だった。凍いてつくような、冷たい微笑。

「今のは、男のくせに女々しく仕返しをしたの？　それともアタシが可愛かわい過ぎてつい悪戯いたずらしちゃったの？」

「い、いや、ちがっ」

「前者だったら、今日がアンタの命日になるわ」

「後者です！　超後者です！」

　目が本気だった。彩さいは恐怖を感じ、全力で謝罪。

　ピリカはしばらく彩を睨んでいたが、不意に顔を赤らめて、そのままベッドに埋めた。

「…………ピリカ？」

「……出てけ」

「――え？」

「いつまでも人の体眺めてないで、着替えるから出て行きなさいよっ！」

「りょ、了解です……」

　彩は枕まくら元もとに着替えを置き、逃げるように部屋の外に出る。

　そして冷静になって、更に後悔。しばらくドアの前で懊おう悩のうしていると、室内から声がかかる。

　入室を許可されたようなので、ゆっくりとドアノブを捻ひねり、部屋に戻る。すると、ピリカはそれこそ病人のようなか細い声で喋しやべりかけてくる。

「ねぇ」

「どうした？」

　訊きくと、ピリカは照れるように頬ほおを染め、消え入りそうな声で呟つぶやく。

「…………ありがと」

「な、何が？」

「何がって……そ、その、学校休んで、看病、してくれて……」

　言って、恥ずかしくなったのだろう、ピリカは布団を頭から被る。

　そんなピリカの反応に薄く笑って、彩は言う。

「まぁ、友達の看病をするのも初めてのことだし、想像の幅は広がるんじゃねぇの？」

　自然と出た言葉だったが、ピリカは鼻から上だけを布団から出して、小さく頷うなずいた。

「…………そう、ね。だったらむしろアンタがアタシに感謝するべきね」

「それは何かがおかしい……」

　やはり素直じゃない。

　呆あきれながら、それが不快でもないので、彩はまたしても苦笑を浮かべる。

「ホットミルクが飲みたい」

　布団から顔を出し、甘えるように彩を見るピリカ。

　彩は頷き、立ち上がる。

「作ってくるよ」

「ハチミツ入れなさい」

「ねぇよ」

「ハチミツ入れてよ」

「いや、だから家にないんだって」

「……人の裸を見ておいて」

　ジト目で、恨めしそうに彩さいを見るピリカ。それを言われてしまっては、彩に逆らう術すべはない。

「……買ってきます」

「それでいいのよ」

　ふんっ、と偉そうに、それでいて嬉うれしそうに顔を綻ほころばせるピリカ。

　彩はもう一つ溜ため息いきを溢こぼす。

　自分は優しいのではない。

　ただ甘いだけだ。

　そんなことを考えながら、彩は部屋を後にした。



　　　　■◇◆□



「二度目の初めまして、だね。真ま白しろくん」

　最悪、としか言いようがないだろう。

　仕組まれたとしか思えないどころか、事実狙ねらって現れたのだろう。

　コンビニに行こうと住宅街から町へ出てすぐ、一人の少女が彩の前に現れた。

「……久しぶりだな」

　彩が静かに、怒りを押し殺すように言うと、少女、夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいは恐ろしくなるほど綺き麗れいな笑みを浮かべる。

「思い出したんだ？」

　光の中に、濃い闇やみがあるような違和感。それをそのまま具現化したような漆黒の髪に、透き通っているようにも濁っているようにも見える綺麗な瞳ひとみ。美しすぎて、逆に人間だとは思えないほどの美び貌ぼう。

　全すべてが『優れている』の度合いを超えて『恐ろしい』に変わってしまっている、そんな存在。高たか嶺ねの花だと思うこともなく、それどころかまるで別次元の生物のようだ。干渉できるようで、干渉できない。

　一人で完結した人間。一人で閉じた【イマジネーター】。孤高にして崇高。恐怖の対象にして畏い怖ふに値する存在。

　天災のように、出で逢あった瞬間抗あらがいようもなく諦てい観かんに襲われる。

　天才といえるほどの、想像力にして創造力を持った、人間。

　一瞬でそんなことを、出逢ったほとんどの人間に思わせることができるのは、彩さいの記憶上世界でたった一人だった。

「学校に行かず何してるの？　サボっちゃダメだよ？」

　優しく窘たしなめるような口調。

「それはこっちのセリフだ」

　対して彩は、意識せず語調が荒くなる。

「わたしはほら、真ま白しろくんがいつになっても家から動かないから、何かあったのかと思って。それに、学校なんて行っても、楽しくないしね」

　言って、遊ゆ廻かいは笑う。

　自然に、不自然な程の笑顔を、浮かべる。

「折せつ角かく逢あったんだし、お茶でもしようよ」

　柔和な笑みを湛たたえての誘い。

「……断る」

　短い沈黙の後、拒絶するが――。

「ここで死ぬか、わたしとお喋しやべりするかだよ？」

　飲み込まれそうな漆黒の瞳に見つめられ、彩は息を呑のむ。

　冗談ではなく、彩がここで断ったら【反転】する気なのだろう。彼女にとって殺人は、ただの気分で行われるものなのだから。

「……分かった」

　仕方なく頷うなずき、先行して歩き出した遊廻の後を追いかける。

　数分後に到着したのは、ファミリーレストランだった。

　遊廻は入店すると、陽気な声で「二名、禁煙席で」とウェイトレスに告げる。遊廻の異質な美び貌ぼうに萎い縮しゆくするようにしながら二人を席まで案内すると、店員は逃げるように厨ちゆう房ぼうへ去って行く。

「わたしはお化けじゃないんだけどなぁ」

　病的なまでの漆黒の髪に触れ、少し寂しそうに言う遊廻だったが、すぐに笑顔を取り戻し、メニューを開いた。

「男の子とお茶するのは初めてなんだ。何だかドキドキするね？」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ遊廻に、彩は警戒心を解かずに睨にらむような視線を向ける。

「俺おれも、自分を殺した奴やつとファミレスに来るのは初めてだよ」

「あっ、真白くんも皮肉を言ったりするんだね」

　クスクスと、楽しそうに笑う。綺き麗れいなのに、どこか無機質な笑み。

「ファミレスにしてはさ、ここのケーキって美お味いしいんだよ？　真白くんもどうかな？」

「何の為ために、こんなとこに連れてきたんだ」

　単刀直入に、訊きく。真意を、問う。

「お茶するためでしょ？」

「ふざけるな」

　怒気を孕はらんだ彩さいの言葉に、遊ゆ廻かいは怖おじも動じもしない。それどころか――。

「ふざけるよ。ゲームなんだ、ふざけて、笑って、愉たのしまなきゃ」

　そう言って微笑ほほえむと、遊廻はテーブルの隅に置いてあるボタンを軽やかに押し、注文を取りに来たウェイトレスにチョコレートケーキとアイスティーを注文する。

「真ま白しろくんは何か食べるかな？」

　答えず黙っていると、遊廻は柔和な笑みを浮かべてアイスコーヒーを注文した。

　ウェイトレスが去って行った後、変わらずの笑顔を彩へと向ける。

「ねぇ、真白くん。ルールを設定しよう」

　唇に指を当て、悪魔のように笑う。

「……なんだと？」

　彩が言葉の意味を理解できずにいると、それを嘲あざ笑わらうように笑みを浮かべて、遊廻は口を開いた。

「これから、わたしの問いに無言を返したら、魅み影かげくんを殺す」

「……っ!?　あんた！」

　驚きよう愕がくに目を見開く彩をよそに、涼しげな笑みを湛たたえた遊廻は続ける。

「次に、わたしの言葉に逆上して叫んだりしたら、紀き無なしくんを殺す」

「……いい加減にしろよ」

　苦々しい表情で彩は遊廻を睨にらみつけるが、遊廻はそれを見て、喜ぶように微笑ほほえんだ。

「最後に、わたしの言葉を途中で遮ったら、スタッカートくんを殺す」

「……あんたは、最悪だ」

「知ってる」

　目の前の少女は今、笑顔で彩を脅し、笑顔で彩を圧倒した。

　彩はそれに、従わざるを得ない。

　自分だけ狙ねらわれてる状況なら、どうとでもなった。

　だがしかし――。

「真白くんと戦うなら、仲間を狙うのが一番だってこと、わたしは前回学んだからね」

　前回、彩との戦いの中で苦戦した遊廻は、迷わず鬽み黒くろを攻撃した。人を殺すことにしか興味がない。だから戦いに矜きよう持じも信念もこだわりもない。

　故に、仲間を持つ彩にとって、遊廻は相性最悪の敵だった。

　本人を狙うより、味方を攻撃対象にする方が、彩と相あい対たいするにあたって効果的だということを、遊ゆ廻かいは知っているのだ。

「でも安心して。真ま白しろくんがルールを守る間は、わたしも他の子を殺さないって約束してあげるから」

　言葉の真偽は分からない。適当に言っているのかもしれないし、自分で決めたルールには存外従順なのかもしれない。どちらにせよその言葉で彩さいが安心することはないのだが。

「ルールを理解したら、返事」

「…………………………分かった」

　屈辱を感じながら、彩は答える。

　彩は誰だれも殺さない。

　殺さないと決めている以上、それは誰も殺せないのと同義だ。

　それに対して、遊廻はいつでも、誰でも殺せる。

　だから、今ここで彩が遊廻を倒したところで、意味はないのだ。

　四六時中四人一緒にいることができない以上、必ず隙すきができる。その隙を突かれて、仲間が殺されるかもしれない。

　そう考えると、彩の行動は途端に制限される。

　理不尽にも、屈するしかなくなる。

「あはは。分かっちゃったんだ。へぇ、そこまでして護まもりたいんだ？」

「……当然だ」

　彩の言葉に、遊廻は首をかしげる。不思議でしょうがないとでも言いたげに。

「当然かな？　前も思ったけど、君は『大切な人』の定義が広すぎると思うよ」

「…………なんだと？」

「関係が一年に満たない魅み影かげくんを庇かばって、君は十年来の幼おさな馴な染じみと妹を不幸にした。今度は逢あって一ヶ月も経たってないスタッカートくんでさえ、脅しの道具になってしまう。そもそも、自分の願いを叶かなえるゲームで他人を気遣う時点でおかしいよ」

　どこか不満気な口調で、遊廻は言う。

　それは確かに、【イマジネーター】としては間違ってない考えで、その理論でいけば確かに彩はおかしい。だが、それを素直に認めることはできなかった。

「自分の願いを叶えるゲームで、願いを叶えずにゲームに参加し続けるあんたは、おかしくないのかよ」

　彩の尤もつともな言葉に、遊廻は弁解もせず笑った。

「わたしは、人を殺したいだけなの」

「俺おれは、もう二度と誰も不幸になってほしくないだけだ」

「理解できないな」

「こっちのセリフだ」

　丁度そのタイミングで、先ほどとは違うウェイトレスが注文の品を持ってきた。

「ありがとう」

　柔和な笑みで礼を言う遊ゆ廻かい。ウェイトレスはそれを見るや驚くように目を見開き、後ずさるようにして軽く頭を下げると、逃げるように厨ちゆう房ぼうへと消える。

「酷ひどいなぁ。わたし傷ついちゃうよ」

　店員だけではない。

　周りの客、遊廻に気づいている全員と言ってもいいほどの人間が、まるで体の中の異物に気を取られるように、遊廻に視線を送っては逸そらしている。

「あれだよね、美しきは罪ってやつ。綺き麗れい過ぎるのも問題か」

「あんたの罪は、美び貌ぼうじゃなくて行いにある」

「ゲームの敵キャラを殺すのは、殺人罪じゃないでしょ？」

　本当にそう思っているのだろう。それだけ言って、遊廻はケーキを口に運ぶ。

「美お味いしい。真ま白しろくんも食べる？」

「……いらねぇよ」

「真白くんはあれだね。わたしを見ても、何ていうか、対応が普通だね。まぁ冷たくはあるけど」

「何の話だ」

「君が優しい、いや異常だって話」

「異常なのはあんただろ」

「うん、そうだねぇ。でも、君はわたしを軽けい蔑べつはしても、恐れはしていないでしょう」

「……何が言いたい」

「普通の人は、わたしを不気味だと思って、怖いと思って、気持ち悪いと思って、喋しやべるのも嫌になって、排斥しようとするって、そう言ってるの」

　淡々と、まるで他ひ人と事ごとのように遊廻は言う。

「ねぇ、真白くん。人を傷つける人間全員に共通することって何だと思う？」

　ぐちゃ。

　遊廻がフォークでケーキを潰つぶす。感情を表情に出さない代わりに、ケーキにぶつけるように。

「答えはさ、傷ついたことのある人間だ」

　経験則でも語るように、ただ一つの答えを示すように、遊廻は断言する。

「あんたはどこかで傷ついたから、人を殺してるって？　それは言い訳だ」

「生まれてからずっと、幼稚園から現在まで通して苛いじめられ続けてたとしたら、人を殺したくもなると思わない？」

「……っ。まさか――」

　彩さいが言葉に詰まっていると、それを嘲あざ笑わらうように微笑ほほえんでから、遊ゆ廻かいは続けた。

「例えば、何もしてないのに無視されたりとか。それどころか避けられて、触れるのすら拒まれて、まるでいない者のように扱われて。後は定番の上履き隠しとか、物が無くなるなんて日常茶飯事で、でも、誰だれも何もしてくれなかった」

　滔とう々とうと、淀よどみなく遊廻は言う。面白おかしい思い出話でもするかのように、笑いながら。

「もちろん友達なんていないし、教師は当然のように見て見ぬふりだよね。別にさ、それはいいんだ。でもさ、せめて面と向かって言ってほしいよね。気持ち悪いとか、むかつくとかさ。言ってくれたら、言い返せるのに。それすらしてくれないから、一方的に否定されるだけだから、一体どうしたらいいか分からなかった」

「……助けを求めればよかったんだ」

　自信なく放たれた彩の言葉に、遊廻は無表情で返す。

「誰だれに？」

「……っ」

　首を傾かしげる遊廻に、何も言えなくなる。

「ねぇ、誰に助けてって言えばよかったの？　君に助けを求めたら、ヒーローみたいに救ってくれた？　現実を変えてくれた？」

「……」

　彩は頷うなずけなかった。

　ここで何を言っても、無駄だ。どんな言葉をかけようと、それは無意味だ。

　どんな言葉で誤ご魔ま化かそうとも、過去は、変わらない。

「独りでいるのがわたしにとっての普通でさ、苦痛を我慢するのがわたしの日常でさ、誰も助けてくれないのがわたしの現実でさ。そういうのに、ずっとずっと耐えてきたわたしがさ、復ふく讐しゆうを考えるのは悪いことかな？」

　純粋な疑問をぶつけるように、遊廻は彩に問う。

「……分からない」

「あはは、やっぱり真ま白しろくんは優しいねぇ」

　今の話が事実であるなら、彩は遊廻の考えを『悪い』と断じることはできない。彼女は被害者なのだし、被害者が加害者に恨みを抱くのは、自然なことだ。

　だが。

「でも、間違ってるとは思う。正しくはないって、断言できるよ」

　遊廻の笑顔が、固まる。

　彩の口からそんな言葉が出るとは、思ってもいなかったようだ。

「間違ってるのは、わたしじゃないでしょ」

　同意を求めるような視線。されど彩は同調しない。

「あんただよ。いや、あんたも、だ。被害者のままなら、正当性はあんたにあった。でも、被害者が加害者になったら、それは、あんたを傷つけた奴やつと一緒だ」

　ぐちゃ、ぐちゃ、ぐちゃ。

　掻かき混まぜるようにしてケーキを潰つぶしていく遊ゆ廻かい。もはや原型を留とどめていないチョコレートケーキを笑顔で弄いじる姿は、どう見ても正常ではない。

「虐げられる側が、虐げる側に回る。それの何が悪いの？」

「全部悪いよ」

「……」

　遊廻が彩さいの瞳ひとみを覗のぞき込む。澄すんだようにも、濁ったようにも見える遊廻の両目は、すぐに彩から視線を外した。

　しばらくの沈黙の後、遊廻は静かに口を開く。

「昔話をしていいかな？」

　彩は疑うような視線を向けた。

「【イマジネーター】になってすぐにさ、わたしは同じ学校の子に偶然遭遇しちゃったんだよ、もちろん《反転世界》で」

　いきなり何を言い出すのかと思ったが、不思議と止めようとは思わなかった。

　敵である少女だろうと、かつて自身を殺した相手だろうと、彩は人を嫌うことができない。

　憎みはしても、恨みはしても、憤りはしても、嫌いにはなれない。

　それを見抜いた上で遊廻が彩とこのような場を設けたのか、ならその理由はなんなのか。分からないが、知りたいとは、思ってしまった。

　だから彩は、遊廻の言葉の続きを、待つ。

「まぁつまり、苛いじめっ子こってやつね。学校だと無視してきたのにさ、その子はわたしを見て笑ったんだよね。そして喋しやべりかけてきた。『なんだお前か』って、見下すように笑ったんだ。何が面白くて笑ったんだろ、分からないけどその子はわたしを殺そうとしてきた。ゲームでも自分は虐げる側なんだって勘違いしてさ。だから、殺した」

　満面の笑みを浮かべて、遊廻は嬉うれしそうに語る。

「気づいたんだよね、我慢する必要はもうないんだって。辛つらくてつまらない現実なんかからは目を逸そらしてさ、面白くて愉たのしいゲームに夢中になってれば楽なんだって」

　無邪気な笑顔。

　悪気がないのではない、間違っていると知りながら開き直った人間の笑み。

　正論に対し平然と「それがどうした」と返せる人間が浮かべる、最低の笑み。

「……憂さ晴らしに他人を殺してるあんたは、ただの卑ひ怯きよう者ものだ」

「憂さ晴らしじゃないよ。刻み付けてあげるだけだ」

「刻み付ける……？」

「一方的に傷つけられる理不尽を、わたし以外の全員に味わわせたいだけだよ。でも、正義の味方の真ま白しろくんから見たら、それは人を殺す理由にはならないんだよね？」

「当然だ」

「当然だね、その通り。でもわたしは人を殺したいんだ。弱いから苛いじめられるっていうなら、強いなら苛めていいんでしょう？」

「……違う」

「でも、その子はそう言ってた」

「…………っ」

　あまりに哀かなしげな表情に、彩さいは見ていて辛くなる。

　自分を殺した相手なのに。

　仲間を盾に自分を脅すような相手なのに。

　彩は、遊ゆ廻かいを嫌いきれない。

「苛められる方が悪いって、わたしは言われたよ？」

　理不尽な理屈、不条理な理由、不合理な屁へ理り屈くつ。

　自らの間違いを、どうにかして正当化しようとした人間の言葉。

　その理屈に従って虐げられたから。

　その理屈に則のつとって虐げる側に回る。

　それが遊廻の理屈なのだろう。

「…………それは、間違ってる」

　そう、間違っている。彩は確かにそう思ったが、それでも完全に否定することができなかった。

「どうでもいいんだ。過去は消えないから。君が優しくても、君が正しくても、わたしの記憶は消えないから。だから壊してやるんだ。皆、苦しめてやるんだ。人が痛みに気づくのは、いつだって被害者になってからなんだ。だからどいつもこいつも被害者にして、痛みを、苦しみを、泣きたくなるくらいの絶望を、植えつけてやるんだ」

「あんたは――」

「とは言っても、【退場ロスト】したら記憶は消えちゃうんだけどね。まぁ代わりに不幸が訪れるんだし、いいかなぁって。ねぇ真白くん。君の不幸はどんな感じだった？」

　世間話でもするような気軽さで、遊廻は彩に尋ねる。

「……最悪だったよ」

　正直に、答える。自分に沈黙は許されていないから。

「そっか。それはよかった」

　満面の笑みで。本当に嬉うれしそうに、遊廻は顔を綻ほころばせる。

「でも、まだ足りない。君は、絶望してないじゃないか」

　ぐちゃ。ぐちゃ。ぐちゃ。ぐちゃ――。

　あまりに力を込めすぎたため、どろどろのケーキが顔に飛ぶ。遊ゆ廻かいは泥のようなそれを指で拭ぬぐうと、舐なめ取った。

「君はぜひとも、もう一度殺したいと思ってた」

「……なんだと」

　遊廻はついに感情を抑えきれなくなったのか、堰せきが切れたように言葉を紡ぎだす。

「前回の君が、わたしになんて言ったか覚えてないの？　『あんたは可哀かわい想そうだ』だよ。あはは、傑作だよね。わたしより弱いくせに、憐れん憫びんの目でわたしを見たんだよ君は！　弱いくせに！」

　手に力が込められ、フォークが曲がる。

　前回の記憶がない彩さいにはそんなことを言った覚えはない。が、遊廻の怒りは本物のようだ。思い出せていないだけで、確かに自分は言ったのかもしれない。

　それとは別に、彩は現在の想おもいを、告げる。

「あんたは可哀想だ」

　ぐちゃ。

「今すぐ殺してほしいのかな？」

　余裕の無くなった遊廻の瞳ひとみには、今すぐにでも牙きばを剥むきそうな殺意が宿っている。

「あんたは、自分が感じた痛みを他人にも理解させようとしてるんだよな」

「そうだよ。皆が理解すればいい。痛みとか、苦しみとか、絶望とか、諦てい観かんとかをさ」

　彩は深く息を吸い、そっと吐き出す。

　そして、言った。

「迷惑だ」

「……え？」

　遊廻がぽかんと口を開ける。

　彩が何を言ったのか、理解できなかったようだ。

「あんたの痛みは、あんただけのものだ。どんな理由があっても、それを他人に押し付けようとしていいわけがない」

　どんな理由があろうとも、たとえ被害者であったとしても、それは加害者になっていい理由には、ならない。

「じゃあ我慢し続けろって言うのかな？　弱い奴やつは文句も言わずにただ虐げられてろってこと？　そんな理不尽、認められるわけないじゃん」

「お前の振りまく理不尽は、例外なのか？」

「やり返したいならそうしなって。できるならさ」

　滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　無む茶ちや苦く茶ちやだ。

　歪ゆがんでしまった少女の歪んだ理論に、正論をぶつけても解決しない。

「弱い奴やつは何をされても文句を言えない。逆に強い奴は何をしてもいい。そう言いたいのか？」

　首肯。

「だって、世界はそういうふうにできてるでしょう？」

「じゃあ、俺おれがあんたに勝ったら、どうする？」

「何を言ってるのかな」

「俺は勝ってもあんたを殺さないし、苛いじめないし、苦しめない」

「…………何が言いたいのか分からないけど、そうだね。もし真ま白しろくんが勝ったら、何でも一つ、言うことを聞いてあげるよ。けど、勝利の定義は何なのかな？　倒されただけじゃ、わたしは降参してあげないよ？」

「降参するまで、倒し続けてやる」

　彩さいは遊ゆ廻かいを真正面から見つめる。それは、精一杯の、退かない意思表示。

「……へぇ。いいよ分かった。その代わりあれだ。君が負けたら、君の目の前で三人を殺して、その後に君を殺してやる」

「……分かった。約束だ」

「いいんだ？　大した自信だね」

「勝てる自信があるわけじゃない。勝たなくちゃいけなくなっただけだ」

「…………ますます殺したくなってきたよ」

　話は終わりだ。

　彩はそう言って、席を立つ。

「ねぇ、真白くん」

　そんな彩の背中に、遊廻は言った。

「君は当然、魅み影かげくんとスタッカートくんの願いを知っているんだよね？」

　出口へ向かおうとしていた彩の足が止まる。

「あの二人が、どんな願いを抱えて人を殺し続けてきたか知ってて、護まもろうとしてるんだよね？」

【調整者バランサー】は、他の【イマジネーター】の願いを知ることができる。そんな相手が、鬽み黒くろとピリカの願いを知らないはずがない。

　彩が知らないそれを、遊廻は当然のように知っている。彩が知らない二人の殺人の動機ともいうべきものを、遊廻は把握している。

　だが。

　彩さいは首だけ振り返り、遊ゆ廻かいに問う。

「何が言いたいんだ」

「わたしは【調整者バランサー】だから、他の【イマジネーター】の情報を一方的に知れるんだ。だからこれは、親切心から言うんだけど。本当に彼女らは、信頼に足る人物なのかな？」

　心を揺さぶるように、甘言で人を騙だます悪魔のように、遊廻は言う。

「わたしと彼女らの、何が違うのかな？　君とわたしの、何が違うのかな？　同じでしょ。クズがクズを見下そうとしないでよ」

　責めるように彩を睨にらみつける遊廻。

　確かに、彩は鬽み黒くろとピリカの願いを知らない。

　二人はそれを語らないし、語りたくないようにも見える。

　でも、それは当然のことだ。胸に秘める想おもいを、簡単に他人に言う必要はないし、そんなことをしなくても、彩は充分二人を信用している。

　だから、遊廻の言葉を笑い飛ばす。

「昔のあいつらなんて知らないし、昔の俺おれがクズだっていうなら否定しないよ。でも今の俺達は、誰だれも殺さない。痛みを他人に押し付けたりは、しない」

　遊廻との違いを示すように、彩ははっきりと言った。

　過去は確かに変えられないが、だからといって引ひき摺ずり続けるものでもない。

「……本当に、優しいっていうか、甘いっていうか。真ま白しろくんは絶対にその性格で損をするよ」

「どれだけ損しても、性格は変えられない」

「素敵だね」

　馬ば鹿かにするように笑う遊廻に、彩は笑顔を返す。

「そりゃあ、どうも」

　そうして彩はファミリーレストランを後にする。

「どれだけ善行を積んだって、過去が無くなるわけじゃないんだよ？」

　遊廻が彩の背中に投げかけた最後の言葉は、彩の耳には届かなかった。



    

  
    
      STAGE. 8　◇回帰する異常◆





「ダメだ」「ダメだね」「アンタは馬鹿なの？」

　夕食時。

　今日は玉たま求きも食べていくというので、席には彼女の姿もある。

　ピリカは快調とはいかないまでも幾分かマシになったとのことで、パジャマ姿で椅い子すに座っている。

　鬽み黒くろの隣にピリカ。

　その対面に彩さいと玉求。

　そして彩は、全員が揃そろった場でこう発言した。

「《人間失核ワイト・ハート》と一対一で戦いたい」

　と。

　その言葉を受けて三人が返したのが、否定の言葉だった。ピリカのはただの罵ば倒とうだったが。

　彩はしばし考え込むように腕を組んでから、黙っている必要もないかと、昼間に遊ゆ廻かいと逢あったことを三人に話した。

　脅されたことだけは除いて。

「……ハチミツ買いに行ったにしては遅すぎると思ってたけど」

「あー……、すまん」

　ジト目で彩を睨にらむピリカに謝罪。他の二人の反応を見るように視線を向けるが――。

「なるほど……。かつて、虐げられていたから、その理不尽を他人に返す、か。それが本当なら、確かに人を殺すのは楽しいかもしれないな。抑圧された感情を爆発させることは、快感だから……」

　共感を示すのではなく、冷静に分析するように鬽黒は言う。その表情は、不快というより同情するようなものだった。

「でも、それは根本的に間違ってるよ。家族を殺された人は、他人の家族を殺していいのかな？　違うじゃん。単純に、《人間失核ワイト・ハート》を苛いじめた人も、あの人も間違ってるってだけだよ」

　正論。

　玉求が言っていることは、正しい。

　感情を抜きにすれば、夢ゆめ壊かい遊廻は単純に間違っている。

　間違っていて、狂っている。壊れていると言ってもいいだろう。

　だが、それは彼女だけが悪いわけではない。

　心の傷は、どう推測したところで、どう考えたところで本人にしか分からない。

　間違っていたのは、環境と他人。

　結果、歪ゆがんだ遊ゆ廻かいは、間違った行動に出てしまう。

　それは、一体誰だれが悪いのだろう。

　遊廻だけが、責められるべき対象だろうか？

　甘いと言われるかもしれないが、馬ば鹿かと言われるかもしれないが、それでも彩さいは、夢ゆめ壊かい遊廻という少女を、悪と断ずることができなかった。

　間違ってると思いこそしたが、憎むことができなかった。

「……で？　《人間失核ワイト・ハート》が可哀かわい想そうな奴やつだったとして、何でアンタが一人で戦わなきゃいけないの？」

　彩にはもう一つ、三人に言っていないことがある。

　遊廻と交わした、約束だ。

　遊廻が負けを認めれば言うことを聞いてもらう、だが負けたら三人を殺す。

　それを彩は了承してしまった。

　言えるわけが、ない。

「あいつが間違ってるって、俺おれは理解させたいんだ。四人がかりで倒して、『お前が間違ってる』なんて言っても、相手は納得できないだろう」

「……まさか少年は、自分を殺した相手すら救おうとしてるのか？」

　理解できない。そんな視線。

　最近、高頻度で同じ視線を向けられるな、と思いながら、彩は頷うなずく。

「そうだよ」

「何で、彩君がそんなことしなくちゃいけないの？」

「しなくちゃいけないんじゃない。したいんだ」

「反射運動じゃあるまいし、なんでそんなに他人の為ために動けるのよアンタ……」

「俺は、知っちゃったら無視できないんだ。それだけなんだよ」

　遊廻が【調整者バランサー】で、彩を殺そうとしている以上、戦うことは避けられない。ならばその結果として、間違いを正したところで問題はない。

　元より殺すつもりはないのだ。『倒す』が『倒して間違いに気づかせる』に変わっただけ。

　だが、三人は納得できないようだ。

　特に、鬽み黒くろと玉たま求きは。

「…………私は、反対だ」

　鬽黒が小さく、感情を押し殺すように言った。

「何でだよ」

　彩の言葉に、鬽黒は空虚な笑い声を上げてから、答える。

「何で？　何でだと？　奴やつが君を殺したからに決まってるだろう。何で君は不幸になったのに、奴は救われなくてはいけないんだ？　そちらの方が、筋が通らない」

「……それは」

　返答に詰まる。

　鬽み黒くろの表情があまりに真剣で、あまりに哀かなしげだったからだ。

　感情として、鬽黒の言葉の方が正しいのは、理解できる。

　大事な人間を傷つけた人間がいたとして、傷つけられた人間が傷つけた人間を助けたいと言ったら、彩さいだって同じことを思うだろう。

　だが、それでも――。

「救われちゃいけない人間なんて、いないだろ」

　遊ゆ廻かいは、一度たりとも彩に救いを求めてはいない。

　それどころか、殺人を本当に愉たのしんでいるのだろう。

　しかし、彩はそれを、遊廻の本性だとは思っていない。

　傷つけられたことしかないから、誰だれも助けてはくれなかったから。強い人間が弱い人間を虐げるという現実しか知らないから、彼女は分からないのだ。何が愉しくて、何が悲しいのか、分からないのだ。

　前回の彩が、それに気づいて遊廻に『可哀かわい想そうだ』と言ったのかは、分からない。だが、現在の彩はそう思うから。

　かつて自分を殺した少女でも、救いたいと思うから。

「だから俺おれは、皆が反対してもあいつを助けたいよ」

「……っ」

　鬽黒が唇を噛かみ、視線を逸そらす。

　黙った鬽黒の代わりか、それとも我慢できなくなっただけか、玉たま求きが口を開く。

「誰にでも向けられる優しさは、誰にも優しくしていないのと同じだよ？」

「俺は一度も、自分が優しいだなんて勘違いしたことはないよ」

「だったら彩君は勘違いしてるよ。彩君は残酷なくらいに優しいよ。それはとても苦しい生き方だ。損する生き方だよ」

　玉求の言葉に、彩は目を丸くする。

　奇くしくも、遊廻と同じことを玉求が言ったからだ。

　なるほど他人から見て、自分の性格は、生き方は『損をする』ように見えるのだろう。

　どこまでも他者を優先する姿は常軌を逸した自己犠牲に見えるかもしれないし、自分を殺した人間を救うだなんて偽善者だと思われても仕方が無い。

　彩は宥なだめるように笑い。

「損してもいいよ。後悔したくないんだ」

　と、玉たま求きの目を見て、視線を離さずに言った。

　損をしたとして、それが何だというのだ。彩さいはそう考える。

　損失ならば、いつか取り返せる。無駄な苦労なら、楽しい時間が帳消しにしてくれる。

　だが、後悔は違う。

　先に立たないそれは、一度負うと一生尾を引くのだ。

　彩はそれが嫌だった。それだけは、嫌だった。

　見捨てることで願いが叶かなったとして、踏ふみ躙にじった結果に奇跡を得たとして、それと共に自分に圧し掛かる後悔は、おそらく死ぬまで続くだろう。

「…………はぁ」

　玉求が深い溜ため息いきを溢こぼす。

　彩は次に玉求が何を言うか想像がついたので、苦笑。

　優しい幼おさな馴な染じみは、いつだって結局、彩の気持ちを汲くんでくれるのだ。

「しょうがないなぁ、彩君は」

　この十年で何度言われたか分からない言葉に、彩はただ「ありがとう」と返す。

　未いまだ不機嫌そうな表情の鬽み黒くろを、どう説得しようか悩んでいると、ピリカが口を開いた。

「別に、やらせればいいんじゃないの？」

　一人、黙々と、もぐもぐと食事をし続けていたピリカが、フォークの先を彩に向ける。

　鬽黒は目を細め、鋭い眼光でピリカを睨にらみつけた。

「何が、どう、いいのだ」

「むしろアンタは、何で彩を止めるのよ。一人でやりたいって言ってるなら、それでいいじゃない」

　適当にも聞こえるピリカの口調に、鬽黒は憤りを隠さずに反論する。

「貴様は分かっていないのだ。《人間失核ワイト・ハート》の危険性を」

「アタシら四人でかかっても勝てるか分からないんでしょ？　それがどうかしたの？」

「……貴様は、何が言いたい」

「だから、相手が強すぎるとか、昔彩を【退場ロスト】させただとか、それが、彩を止める理由にはならないんじゃないの？　って言ってるのよ」

　気だるそうに食事を続けるピリカ。

　鬽黒は叫びだすのを堪えるように拳こぶしを握り、辛うじて平静さを保った声で言う。

「それで少年が死んでもか？」

　責めるような言葉。

　もっともな、心配から出る想おもい。

　だが、ピリカは面食らったように口を半開きにして、手の動きを止めた。

「……アンタにしては、変なこと言うのね」

「……なんだと？」

「アンタはもっと、彩さいのこと信じてると思ってた」

　その言葉に、鬽み黒くろは目を見開き、悔しそうに歯は噛がみした。

　玉たま求きが「どうしよう？」という視線を彩に向けるが、彩は「分からない……」という視線を返すことしかできない。

「そもそも彩が普通の【イマジネーター】の考えをしてたら、アンタは、随分と前に救われることもなかったんじゃない？」

「……っ。それは――」

「自分はその異常さに救われておいて、いざ彩が他の人間を救おうとしたら『それはダメだ』って言うの？　それってかっこ悪いと思うケド？」

「………………」

　鬽黒が押し黙る。

　珍しいことに、非常に珍しいことに、ピリカが口論で鬽黒を圧倒していた。

　それからピリカは咳せきを二つ溢こぼし、彩へ視線を向ける。

「でも、死んだら殺すから」

　それだけ言って目を逸そらし、食事を再開するピリカ。

　救うと言った以上、敗北は許さない。

　それは、ピリカなりの信頼なのだろう。

　彩は自然と笑みが零こぼれる。それを見ていた鬽黒が、拗すねるように呟つぶやいた。

「私は別に、少年を信じていないわけじゃ、ない……」

　俯うつむきがちの、親に叱しかられた子供のような鬽黒の態度に、彩の頬ほおが緩む。

　なんとなく、可愛かわいらしいと、思ってしまった。

　それから意識して優しい表情を作り、鬽黒に喋しやべりかける。

「知ってるよ。鬽黒が俺おれのことを心配してくれてるのは、知ってる。それでも、やっぱり助けたいと思っちゃったから」

　やはり、自分は優しくないと、彩は改めて思った。

　自分を信頼し、信用し、心配してくれる人間がいる中で、そんな人間の気持ちを知ってなお自分の行動を優先してしまう自分は。

　優しくなど、ない。

「………………………………分かった」

　長い沈黙を要して、鬽黒が頷うなずく。

　それは納得というより諦てい観かんに近い了承の意だったが、彩はその理解に感謝を述べる。

「ありがとう」

「だが――」

　と、鬽み黒くろは条件を提示するように指を立てる。

「今日中に、昔の少年に戻ってもらうことが条件だ」

「……昔の、俺おれ？」

　首を傾かしげる彩さい、ぽかんとするピリカ、表情を曇らせる玉たま求き。

　三者三様の反応。鬽黒だけが全すべてを理解しているようだ。

「戦い方……どういう風に敵を圧倒していたのか、思い出せていないのだろう」

「あ、あぁ」

　素直に頷く彩に、鬽黒は真剣な表情で続ける。

「思い出せる記憶と、思い出せない記憶。違いは必要性だ」

「必要性？」

「うむ。私のことを思い出したのは、忘れたままでは記憶に矛盾が発生するからだろう。《人間失核ワイト・ハート》のことを思い出せたのは、敵が奴やつだと判明したからだ。ならば戦い方はどうすれば思い出せる？　かつてほど追い詰められれば――力が必要になれば思い出せるに違いない」

「そうかも知れないけど……実際、どうするんだ？」

　鬽黒は、「うむ」と腕を組み、「考えがある」と口の端を吊つり上あげた。

「デートなどとは違う。正真正銘の、修行でもしようじゃないか」



　食後。

　彩は浴室にいた。ピリカと鬽黒が寝泊りするようになってから初の一いち番ばん風ぶ呂ろだった。風邪を引いているピリカは風呂に入るわけにもいかず、鬽黒はリビングで読書している。

　湯船に浸つかり、疲れを吐き出すように息を漏らす。広めの浴槽は、彩が足を伸ばせるだけの余裕があった。体をほぐし、肩まで湯船に浸かる。

　鬽黒が言った修行とは、実戦により彩の記憶を刺激するというシンプルなものだった。

　玉求も手伝うとのことだが、着替えるといって一時帰宅。

　ピリカは風邪薬を飲んで彩の部屋へ。

　彩は温かい風呂の中でぼんやりする頭を引き締めるように、両手で自分の顔を叩たたいてから、物思いに耽ふける。

　鬽黒は言った。

　思い出せる記憶と、思い出せない記憶。違いは必要性だと。

　仮定に過ぎないが、それは間違っていないと、彩は思った。

　鬽黒が現れてから抱えていた違和感は、記憶を取り戻したことで解消したし、戦うべき相手がかつて自分を殺した人間だというのも、必要な情報といえばそうかもしれない。

　ならば、自分がかつてのゲームで願ったことを思い出せないのは、何な故ぜなのか？

　必要ないからか。もしくは――思い出したくないからか。

「考えても、分からん」

　思考を止めるべきではないと考えてはいるが、思考が行き詰まることはある。自分一人では答えが出せないこともある。

　同様に、自分自身で答えを出すしかないこともあるのだが。

　果たして、現在彩さいが抱える疑問はどちらなのか。

　顎まで湯船に浸つかり、彩が唸うなっていると、扉の外で物音。

　彩が「誰だれだ？」と問う間もなく、扉は勢いよく開かれた。

　入ってきたのは、鬽み黒くろだった。

「………………っ」

　迷いなく浴室に足を踏み入れた鬽黒は、もちろん衣服を身に着けていない。後ろ手に扉を閉めてから、彼女は平然とシャワーを浴び始める。

　湯が滴る、鬽黒の体。しなやかな肢体。

　同年代の女性と比べると成長の足りない体。どちらかというと痩やせ気味で、お世辞にもスタイルがいいと褒めることはできない。

　だがそれでも、彩は純粋に綺き麗れいだな、と思った。細い手足も、出っ張りの無い胸も、滑らかな腰も、可愛かわいげがありながら物憂げな表情も、魅力的だと思う。

　と、そこまで思って彩は頭を振った。

　かつてピリカの裸を見たときとは比べ物にならない罪悪感が彩を襲い、視線を逸そらさせる。

　そこで彩は、二つ、あることを思い出した。

　一つ、読書に集中していた鬽黒に、「風ふ呂ろが沸いた」とは言ったが「先に入る」とは告げていない。

　二つ、鬽黒は目が悪い。

　つまり現在、鬽黒は彩が風呂に入っているとは思ってもいないだろうし、湯船に浸かる彩の姿は見えていないということだ。

　幸か不幸か――この場合鬽黒に気づかれていない彩が幸、不幸なのは鬽黒、になるのだろうか――濃い湯気と鬽黒の目の悪さから、鬽黒は彩を見ることもなく体を洗っている。

　風呂椅い子すに腰を下ろした鬽黒が、慣れた手つきでシャンプーをし始める。

　この隙すきに出られるか？

　一瞬考えるが、すぐに答えは出た。

　無理だ。

　完全に、彩は鬽黒に声をかけるタイミングを失っていた。

　謝るにしても、遅すぎる。

　黙って逃げるのは、男として問題がある気がする。そもそも逃げられる気がしない。

　――まずいまずいまずいまずいまずいまずい。

　焦り、焦り、湯に当てられたわけでもないのに体が熱くなってきた気がしてくる彩さい。取り敢あえず伸ばしていた足を折り曲げ、ぎりぎりまで湯船に浸つかる。苦し紛れの誤ご魔ま化かしだった。

「うにゅ」

　鬽み黒くろが可愛かわいらしい声を上げ、目を擦こする。どうやらシャンプーが目に入ったらしい。

「うぅ……」

　そんな声をしばらく聞いてから、彩はどうすれば殺されないかだけを考え続ける。

　前回、ピリカの裸に見み蕩とれて死にかけた……。

　鬽黒が感情に任せて攻撃してくるとは思えないが、ありえないとも限らない。

「んー」

　体を洗い終えた鬽黒が小さく伸びをし、猫の鳴き声のようなものを上げる。

「ふにゃー……」

　魅み影かげ鬽黒。一人の時間には声を抑えないらしい。実際は、彩がいるのだが……。

　鬽黒が立ち上がり、湯船に近づく。

　あぁ終わったな、と彩が達観していると、細い足が湯船に入れられた。幸か不幸か、もはやどちらにとっても不幸なのは明白なのだが、鬽黒が足を入れたのは、彩が体を寄せていない側、つまりこの段階になっても、彩の存在はばれていない。

「あひゅい」

　といいながら、すぐにもう片方の足、そして全身浸かる鬽黒。

　同時。

　彩と向き合うようにして湯船に浸かった鬽黒と、湯気を介し視線が交錯する。

　ぴちゃん。天井から垂れた水滴が湯船に落ちた。

「……」

「……」

「…………」

「…………」

　間。

　間。

　沈黙。

「本当にすまん……」

　沈黙に耐え切れず口を開いたのは、彩だった。

　鬽黒は目を白黒させ、きょとんとした顔になった後、急速に顔を朱に染め、そして。

「……」

　硬直した。

　怒るでも、恥ずかしがるでもなく、湯船で固まる。

「……ごめんなさい」

「…………」

　鬽み黒くろはわなわなと体を震わせ、彩さいを見ている。

「…………も、申し訳ありませんでした」

　ありったけの謝意を込めて頭を下げる。

　十数秒の沈黙、膠こう着ちやく状態の末、ようやく事態を理解した鬽黒の反応は、当然のものだった。

「にゃっ!?」

　と体を抱くように腕で胸を隠し。

「っっ！」

　声にならない声を出しながら彩にお湯をぶっかけ。

「――っ」

　猫のような俊敏さで風ふ呂ろ場ばを後にした。

「…………」



    

  
    
      



    

  
    
      　鬽み黒くろの出て行った場所を見つめながら、罪悪感に胸が痛む彩さいだった。



「本当に悪かった」

　そう言ったのは、もちろん、彩。

　風呂から上がってすぐ、リビングにいた鬽黒に謝罪。

　ちなみに、今日の鬽黒のパーカーのフードはカエルだったが、彩はそれよりも鬽黒の対応に驚きよう愕がくした。

　鬽黒は先ほどのように頬ほおを染めて怒るでもなく、羞しゆう恥ちに震えるでもなく、怒りを露あらわにするでもなく、驚くほど綺き麗れいな笑顔を浮かべた。

「何がですか、真白さん」

「…………」

　その言葉で、彩を許した故の笑顔ではないことが分かる。

「……えぇと、さっきは、その、風呂で……ごめんなさい」

　完全に自分に非がある場合、人は謝罪の言葉しか出ないのだな……と実感しながら、とにかく彩は謝る。

　だが鬽黒は眉まゆ一つ動かさず、変わらずの笑顔で。

「いえいえ、真ま白しろさんが謝る必要なんてないですよ。仮に真白さんが、私の目が悪いのをいいことに湯船に潜み私が体を洗っているところを隠れて凝視し続ける変態だったとしても、それに気づけなかった私が悪いんですから。ね？」

　鬽黒の敬語は、敬愛からくるのではなく、軽けい蔑べつからきているようだ。鬽黒が彩を拒絶するのはおそらく初めてで、彩は戸惑った。

「どうすれば許してくれますか……」

　頭を下げながら彩が言うと、鬽黒は首を傾かしげた。

「はい？　何を言ってるんですか真白さんうふふおかしなことを言いますね。私は別に怒ってなんかいませんよ？　失望しただけです」

　心に突き刺さる言葉だった。

　沈黙。

　間。

　静寂。

　なおも頭を下げ続けていると、ふいに鬽黒が溜ため息いきを溢こぼす。

「……わざとじゃないんですよね？」

「と、当然だ」

「じゃあ何で私が入ってすぐに声をかけなかったんですか？」

「……タイミングを逸して」

　再び、沈黙。

　鬽み黒くろが短く息を吐いて「顔を上げてください」と言ったので、おそるおそる顔を上げる。

「…………っ」

　鬽黒はフードを目一杯深く被り、表情を隠していた。

　それでも見える頬ほおは林りん檎ごのように赤く染まっている。

「次はないからな？」

　言われて、しばらく反応できない。

「へ、返事は！」

「え、あ、あぁ、はい」

　本気の謝罪が功こうを奏したのか、どうにか許してもらえたようだ。

「すまん」

　謝罪して過去が無くなるわけではないが、それでも、もう一度謝る。

　鬽黒は顔を紅あかくしながら首を横に振り、「確認しなかった私も悪いのだ」と前髪を弄いじりながら言った。

　双方、この件はこれ以上触れないほうがいいだろうと判断し、彩さいは話題を変える。

「えぇと、修行って、どこでやるんだ」

「……近くに公園があっただろう。紀き無なしが来たらそこに行こう」

「……ピリカを置いていって大丈夫かな」

「《人間失核ワイト・ハート》のことを心配しているなら、おそらく平気だ。奴やつは常に最も自分が楽しめる展開に事を運ぼうとするから。狙ねらうならピリカ一人ではなく、四人全員、もしくは君を除く三人を狙うだろう」

「そうかな」

「奴は私を殺さなかった。そこで敢あえてピリカを殺す理由は、ないと思うが」

「……そう、だな」

「そんなに心配なら、連れて行くか？」

「いや、それは、いいだろ。病人は寝てるべきだよ」

「そうか、なら――」

「お待たせっ！」

　鬽黒の言葉を遮るように、私服姿の玉たま求きがリビングへと現れる。

　鬽黒は彩の横を通り過ぎながら、言った。

「では、行こうか」

　玄関を出て、鬽黒と玉求と共に近くの公園へと向かった。

　この時の彩に気づけるはずもない。

　この選択が、遊ゆ廻かいの『最も自分が楽しめる展開』に繋つながってしまうことに。



　　　　■◇◆□



 インターホンが鳴った。

「…………」

　彩さいや鬽み黒くろなら鍵かぎを持っているはずだし、彩への来客なら、アタシが出ることはないだろう。そう思って、布団を掛けなおす。

　けれど、インターホンはまたしても鳴った。

　無視する。

　鳴る。

　無視、する。

　鳴る。

　鳴る。鳴る。鳴る。鳴る。鳴る。

　来客にしても悪戯いたずらにしてもふざけすぎだ。

　アタシは、いまだ気だるさを感じる体を起こし、ベッドから降りる。

　が、次の瞬間、その足を止めた。

「…………最悪」

　世界が、その色を失った。

　元々派手ではなかった部屋が、色を失い更に無個性になる。

　次に、破壊音。

　歪いびつな音と共に、何かが壊れる音がする。おそらく、玄関の扉だろう。《反転世界》ではどんなセキュリティーも無意味。いとも簡単に侵入した誰だれかは、ゆっくりと階段を上がってくる。

　彩たちが外出したのは、ほんの五分前だ。

　だから多分、狙ねらっていたのだろう。誰かが一人になる瞬間か、アタシが一人になる瞬間を。

　コンコンっ、と。

　二回、ドアがノックされる。こちらの扉は、無む闇やみに破壊しないらしい。

　アタシは誰がドアの向こうにいるか知っていながら、訊きく。

「誰よ」

　それを入室許可と受け取ったのか、静かに、ドアが開いた。

　現れたのは――。

「初めましてだね、スタッカートくん？」

　一瞬、気持ち悪いくらいの恐怖に襲われる。

　目の前にいるのが、人間かどうか疑ったくらいだ。

「失礼な反応だね、慣れているけど」

　哀かなしそうに、突然の訪問者は言った。

　白い世界で圧倒的存在感を放つ、黒髪を背中まで伸ばして。

　夜の闇より暗い瞳ひとみを、アタシに向けて。

　悪魔のような笑みを浮かべながら。

「……《人間失核ワイト・ハート》」

　少女が驚いたように目を丸くする。

「ぴんぽーん。大正解だよ」

　だがすぐに余裕を感じさせる、完かん璧ぺきすぎる笑顔を形成して、少女は続けた。

「魅み影かげくん、真ま白しろくん、紀き無なしくんとは逢あったことあるけど、君とは初対面だよね。よろしく」

　手を差し出されたけど、無視。

　少女は気にした様子もなく手を引っ込めると、世間話でも切り出すように言った。

「風邪でも引いちゃったのかな？　今日はずっと家にいたみたいだけれど」

【調整者バランサー】には、他の【イマジネーター】の情報に加え、任務対象の現在地が常に分かるようになっている。

　だからこいつは、アタシ達全員の願いも、ペナルティも、今現在彩さい達が家を留守にしてることも、知っているのだ。

　知っていて、アタシが一人になった今、家を訪問してきた。

　……目的は？

　アタシの疑うような視線に気づいて、少女は安心させるように笑う。

「あはは。いいね、敵を見る目だ。でも、視線じゃ人は殺せない」

「……何しにきたのよ」

「君を殺しに」

「――っ!?」

「って言ったら、どうなるのかな？」

　夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かい、と言ったか。

　確かに、他の三人が言っていたように、異常だ。異様だ。異質だ。

　容姿も、身に纏まとう空気も、優しくありながら見下すような口調も。

　常軌を逸していて、恐怖を感じてしまう。

「スタッカートくんには用事が二つあるんだよね。一つは質問なんだけど、いいかな？」

　少女の問いかけを、アタシは無視する。それを気にする素そ振ぶりもなく、少女は質問をぶつけた。

「君はどうして、まだ戦おうとしてるんだい？」

「……っ！」

　アタシは思わず少女を睨にらみつける。

　それに対して少女はわざとらしく肩を竦すくめて、怖がってみせた。

「睨まないでよ、怖いじゃない。折せつ角かく綺き麗れいな顔してるんだから、もう少し笑ったらどうかな？」

「アンタ、何でそんなこと」

「そんなことって、どんなこと？　わたしは純粋に疑問に思ってるだけだよ？」

「そんなこと訊きいても、無駄でしょ」

　アタシの言葉に、少女は笑う。声高らかに。

「無駄。無駄ってなにかな？　わたしからすれば他人と群れるのは無駄だし、他人に気を遣うのも無駄だし、優しさも、なにもかも無駄だよ？　でも、君らはそれを大事にする。結局何が大事かなんて、個々人が決めることだよね。わたしにとって、君にこの質問をするのは、無駄じゃないんだ」

　だからね、と。唇を指でなぞってから、少女はゆっくりと口を開いた。

「もう一度訊くよ。スタッカートくん、キミは何な故ぜ願いが叶っているのにも関わらず、いまだに戦い続けてるんだい？」

「…………アンタには、関係ない」

　どうにか、搾り出すように言う。

　けれど、そんな虚勢を吹き飛ばすように、踏み倒すように、壊すように、少女は続ける。

「あはは、でもまぁゲーム自体は辞退不可だから仕方ないのかな。それとも、別の願いを叶かなえてゲームから脱ぬけ出したいのかな。どちらにしろ、君の願いはすでに叶っているよね」

「…………うる、さい」

　アタシの言葉が聞こえていないわけではないだろうに、少女は意に介さないといった様子で喋しやべり続けた。

「とはいっても、それは真ま白しろくんのおかげだし、しっかり感謝しないとだめだよ？　それにしても、願いを叶えるゲームに参加してる途中に願いが叶うなんて、神様はなんて気まぐれなんだろうね」

「アンタ、黙りなさいよ」

　睨み付けても、相手は表情一つ変えない。

　いきなり来て、人の願いを馬ば鹿かにしに来ただけ……？

「お嬢様、なんだっけ。欲しいものはなんでも与えられてきた幸せな女の子が何を願って、何を欲して戦っていたかと思えば、あはは、随分と可愛かわいらしいものを欲しがるんだね」

　あからさまな嘲ちよう笑しよう。

　だけど、その笑い声は、どこか悔しそうでもあった。

「アンタには、絶対理解できないでしょうね」

「だろうね、君にわたしが理解できないように」

「理解したいとも思わないわ」

「同意見だね。他人と考えが一致するなんて珍しいこともあるものだ。わたし少し嬉うれしいよ」

「白々しいのよ、アンタ。気持ち悪い、本当に人間？」

　途端、少女の顔から、笑顔が消える。

「…………へぇ、随分と、口が悪いんだね」

　一瞬見えた無表情に、鳥肌が立った。怖おぞ気けがついた。

　けれどそれは本当に一瞬で、気づけば少女は相変わらずの、不自然なほど完かん璧ぺきな笑みを湛たたえていた。

「わたしはさ、真白くんが嫌いなんだ」

　少女は、突然そんなことを言い出す。

「はぁ？」

「彼の、理想を掲げるところとか、自分の身の安全より、他人の命を優先するところとか。なんていうか、優しさ？　偽善っていうのかな。あれが嫌いなんだよ」

「何が言いたいのよ」

　ニヤニヤと少女は笑っていたが、その笑みは嬲なぶるような物騒な気安さしか孕はらんでいない。

「だからさ、彼の偽善を、ぶち壊してやりたいんだよ」

　心臓が、とくんと跳ねたのがわかった。

　鬽み黒くろが、コイツを救おうとする彩さいを止めた理由が、今になって分かった。

　人間を物として、改心させることを修理とした場合、この女は修理できない。粉々に砕けてしまった物は、直せない。それでも直そうとするなら、それはもう修理の度合いを超えてしまう。

　人間に、この女は救えない。

　直感にして、確信。

　アタシがそう思った、次の瞬間だった。

「あのね、だから訊ききたいんだけど」

　少女の周りの空間が、紫紺の波紋で歪ゆがんでいく。

　まずい。

　そう思ったときには、遅かった。

「君を殺したら、真ま白しろくんは怒るかな？」

　無む垢くな悪意が牙きばを剥むいた。



　　　　■◇◆□



「想像力っていうのは、知識量を増やすことで豊かにできるんだ」

　公園へ向かう道中、玉たま求きが口を開く。

「知識量？　三日連続のデートもどきは、その知識量ってのを増やすためだったのか？」

　彩さいの言葉に「もどきじゃないもん……」と頬ほおを膨らませながら、玉求は続ける。

「彩君が初めて能力を使ったとき、右手にしか《侵しん蝕しよく》が拡ひろがらなかったのは簡単。彩くんはあの時咄とつ嗟さに銃弾を『手で払いのけよう』としたはずなんだよ。だって、動けなかった彩くんが生き残るには、それしかなかったから」

　玉求の的確な指摘に、彩は思わず頷うなずいてしまった。

　あのとき、どうやっても右手以外に《侵蝕》は拡げられなかった。それは彩の意識が敵の少女の銃に向いていたからか。ならば、それは彩の想像力不足ということだ。

「柔軟な思考っていうのかな、むしろマンガとか映画とか色々観たほうが参考になるかも。『実際はできない』っていう憧あこがれは、《反転世界》で実行可能な現実になるんだからね」

　ひとくちに想像力といったところで、普段から常識外れのことばかり考える人間はそういない。だが、"Over Image"ではそういった『通常ありえない』ことをスムーズに想像できる人間が強くなれる。

　そうでなければ、勝ち残れない。

「悪く言えば、妄想かな。まぁ妄想だって想像だしね」

　彩は数日前に自分が言った言葉を思い出す。

『理想』だって『想像』だ。

　なるほど、ならば、妄想だって想像だ。突拍子もないことだろうと、非現実的だろうと。それを実現する想像力があれば、それは現実になる。具現化される。

「想おもいが像を結ぶと書いて『想像』だよね。元々、想像っていうのは現実にするものなんだ。できると思えば、できる。妄想だって実現できると妄信すれば具現化される」

　玉求の言っていることは尤もつともで、なるほど、と彩は素直に感心した。

　だが、鬽み黒くろは表情を曇らせ、話した本人である玉求にも笑顔はなかった。

「でも、ね。実際はそんな簡単じゃない。いつだって、言葉にするのだけは簡単なんだ」

「……どういうことだよ」

「空を飛べると思えば飛べるよ？　でも、普通の人が、本当に、心の底から、自分は飛べるんだと、思えるかな？　思えないんだよ。――だって人は、空を飛べない」

　玉求に続いて口を開いたのは、鬽黒だった。

「【イマジネーター】には三種類いる。君以外の私達を指す【存在想像マーシヤル】、君を指す【無理想像アブストラクト】。そして、一つの色に二つの意味を込めた【二重想像デユアル】。最後のは全【イマジネーター】中三人しか存在しないので除くとして、【無理想像アブストラクト】は九人。君を含むその九人は、空を飛べる」

「まぁ、あくまで飛行は喩たとえだよ？　つまり何が言いたいかっていうと、【無理想像アブストラクト】っていうのは、普通の人と違って思い込みが得意なんだ」

「思い込み……？」

　玉たま求きの言葉に首を傾かしげてしまう彩さい。鬽み黒くろは説明するように語りだす。

「少年は、神の存在を信じるか？」

「……？　いや、信じてなかったけど、"Over Image"なんてゲームがあるなら、もしかしたらいるのかもしれない、程度には」

　ただ、このゲームを作ったのが神だとして、本当に願いを叶かなえてくれるのだとして、何な故ぜそんなことをするのかは分からない。それこそ、人じん智ちの及ばぬ何かがあるのだろうか。

「だが、世の中には本気で神を信じてる人間がいるだろう？　他には幽霊や宇宙人などもそうだな」

「あぁ、いるな」

「こう言ったら失礼かもしれないが、要するに【無理想像アブストラクト】というのはそういう人種なんだ。自分が信じたものは、どこまでも信じられる。そこに現実や常識や科学や理論なんて挟まない。飛べると思ったら絶対飛べる。勝てると信じれば絶対勝てる。君は、そういう存在なのだ」

「俺おれ、そんなに異常か？」

　自じ嘲ちよう気味に笑うが、誰だれも否定しなかった。

「傷つけたいわけじゃないけど、彩君は異常だよ」

「恥じることはないさ。君は他人が持っていない特殊な才能を持っているのだから」

　玉求が気を遣うように、鬽黒が励ますように、それぞれ反応を返してきた。

　二人の悪意のない言葉を聞いて、彩は笑う。

「そうだな。異常でいいよ。それで、理想を貫けるなら」

　異常でもいい、それが強さになるなら。

　異常性も、正しく使えば正義たりえる。

　異常であるが故に願いを叶えることができるなら、それで構わない。

　彩がそんなことを持っていると、目的地に到着。

「着いたね」

　ブランコしか遊具のない公園――先日玉求と戦った場所である公園に三人は辿たどり着いた。

　公園の周りは、出入り口以外樹木が植えられている。それほど広いわけではないが、ブランコ以外更地の公園は、寂せき寥りよう感すら漂っていた。

「取り合えず、【反転】しようか」

　鬽み黒くろの提案に従い、三人がそれぞれ【反転】する。

　彩さい、鬽黒、玉たま求きの視界に映る全すべてが、色を失い、白に染まっていく。さすがに慣れたが、何度体験しても妙な感覚だ。

「修行って、何するんだよ。少年漫画じゃあるまいし、少し訓練したって劇的な成長なんてしないだろ」

　彩の言葉に、鬽黒は首を横に振る。

「【イマジネーター】は少年漫画の主人公より劇的に成長できるよ。それに君の場合は成長ではなく、回帰だ」

「回帰、ね……」

　鬽黒の言う『戦い方』を思い出して、果たして夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいに勝てるのか。

　そんな彩の不安を見抜いてか、玉求が言う。

「彩君。スポーツで大事なのは何だと思う？」

　関係ないことのように思えたが、この状況で無意味な質問をするわけがないだろうと一応答える。

「え……？　えぇと、努力、とか？」

「努力を積んで、実戦を積んで、経験を積むことだよね？」

「だろうな」

　頷うなずく。

「彩君は今、その全てを忘れてる状態にあるんだ。全部持ってるのに、ただ忘れてる。それをもし、思い出せたら？」

「……！　なるほど」

　彩は納得した。

　自分は現在、"Over Image"というゲームのやり方を忘れている状態にあるのだ。修行とやらでそれを思い出せたなら、確実に、強くなれるだろう。否、正確には元に戻る、か。

「そういうわけだ少年。今から君には、戦いを通して戦い方を思い出してもらう」

　納得は、した。

　だが、分からないこともある。

「戦いを通してって、鬽黒と？」

「私と紀き無なしが、今から君を殺そうとするから――死ぬな」

「え――？」

　疑問を挟む暇もなく、二人は詠唱する。

「【blackブラツク】」「【vermilionバーミリオン】」

「「――オーバーイメージ」」

　鬽み黒くろの足元に黒く蠢うごめく影が出現し、それが空中へ進出する。

　玉たま求きの背後で薄紅色の焔ほのおが燃え上がり、火花を散らす。

「レッスン１――能力展開の方法」

　言って、鬽黒が彩さいとの間を詰めた。

《影》の形を鞭むちのような、龍りゆうの尾のようなものに変え、勢いよくしならせ――振るった。

「……なっ」

　瞬時に後退するも、影の追尾は止められない。

「逃げるな」

　影は彩の横腹に直撃、激痛と共に彩が片かた膝ひざをつく。

「……っ!!」

　痛みに顔を歪ゆがめる彩を見下ろして、鬽黒は溜ため息いきを吐いた。

「いきなり襲われて、君はただ後ろに下がるのか？」

「…………なるほど、そういうことか」

　修行とは、本気の戦闘のことを指しているのだと、彩は痛みをもってようやく気づいた。

　鬽黒と玉求。二人のＡクラスが、本気で自分を殺しにくる。

　この状況で、工夫し想像し創造することで勝利しなければいけない。

　確かに、修行だな。そんなことを思いながら、彩は立ち上がる。

「【whiteホワイト】――オーバーイメージ」

　瞬間、《侵しん蝕しよく》が右手を白く染める。

「彩君の想像が右手だけに反映されるのは、多分前の戦闘でそうだったからだろうね。一回目の再現ってこと。だからそこから、自分で想像して。右手以外に想像を進出させてみなよ」

　玉求が指示を出すように右手を振るう。主の命令に従うように、焔は彩に向かって炎弾となって迫ってきた。

　右手を前に出し、左手も前に出す。

　両手で、炎を受け止めるイメージ。

　左手にも、《侵蝕》を――。

　イメージは瞬時に現実に反映される。

　左手が一瞬で白に染まり、炎弾を両手で受け止め、掻かき消けすことに成功。

「……合格だ。同じ要領で足や、瞬間的に体を護まもる鎧よろいのようにすることもできるだろう。例えば――」

　鬽黒の影が鋭利さを伴い、剣の形を象かたどる。その数は初めて見た日と同じ、四本。

「断ち切れ」

　右から二本、左から二本。左右で頭と胴を狙ねらって一本ずつ。

「……っ」

　彩さいはすぐさま腹部に《侵しん蝕しよく》を張り巡らせ、頭部は両腕で守った。

　鬽み黒くろの影が白に触れ、塵ちりのようになって消える。

「やれば、できるもんだな」

　三人の内、彩の適応力に一番驚いているのは、おそらく彩自身だろう。

　思ったことがそのまま現実になる。

　おそろしいくらいにシンプルで、不気味なほど簡単だった。

　だがそれはおそらく、他の【イマジネーター】からしたら異常で、それこそゲームバランスを崩す存在とまで言われてしまうものなのだろう。

「今ので分かったと思うが、君は攻撃を避ける必要がない。何な故ぜなら、極論全すべての想像を、体に触れる前に無効化できるからだ」

「だから、ほとんどの【イマジネーター】に、ただ突進するだけで勝てるんだよ、彩君は。そりゃあ【調整者バランサー】も動くって」

　二人の言葉を聞いて、それでも彩は嬉うれしくなることも安心することもなかった。

　何故なら。

「でも、それは相手も同じだ」

　そう。《人間失核ワイト・ハート》、夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいも、その条件は同じはずなのだ。

「そうだな。奴やつの《歪わい曲きよく》も、簡単に言えば能力の無効化だ。そもそも【無理想像アブストラクト】の想像だけが、他人の想像に無条件で干渉し変容させることができる。言わば君らは、ゲーム内に九人いる無敵キャラというところか……」

　続きを語るように、玉たま求きが言う。

「で、無敵キャラと無敵キャラがぶつかったらどうなるか？　まぁ言葉遊びなら『矛盾してる』で終わりなんだけど、現実は違う。どちらかが勝って、どちらかが負ける。前回は、彩君が負けちゃった」

　彩が苦い顔で首肯すると、心なしか鬽黒の表情が曇った気がした。

「ともかく、能力展開の仕方については、感覚が掴つかめたな？」

「ん、あぁ、大体な」

　頷うなずく。すると鬽黒は一度影を消して。

「では次は――想像の特性だ」

「特性？」

「そう、特性。例えば紀き無なしの《炎》は《燃やす》、《灼やく》。《影》は《斬きる》、《伸縮自在》というふうにな。自分が色に込めた想像の特性を考えることで、その能力の幅が広がることがある」

「なるほど。……でも、《侵蝕》の特性って……《侵蝕》だよな」

「【無理想像アブストラクト】はそもそも抽象概念を想像の核としているからな、確かにそれがそのまま特性でもいいが、違う考え方もある」

「違う考え方？」

「そう、特性すら想像するってことだよ」

　玉たま求きは簡単なことのように言うが、彩さいはよく分からず首を捻ひねった。

「考えようによっては、《侵しん蝕しよく》にも異なる表現方法があるかもしれないということだ」

「他の表現……」

　彩は脳内で侵蝕の意味を反はん芻すうする。

　――他の領域を侵し、損なうこと。

　それを彩は単純に『相手の想像を白に染め、掻かき消けすこと』と解釈しているが、もし他の特性となるものがあるなら、それこそ強さの幅が広がる。

「今から、それを思い出してもらう」

「――っ！」

　空気が変わる。

　思わず身震いしてしまうほどの、闘気。

「今の君にかつての記憶が戻らないのは、必要がないからだ。そんなものが無くても、勝利できるからだ。だから、その認識を覆す。思い出さなければ勝てないと、思わせてやろう」

　戦闘開始を告げるように、鬽み黒くろが静かに口を開く。

「殺す気で行くから――死ぬな」

　それが――条件。

　三人の仲間の協力を拒み、一人で戦うと言い張ったのだから、それくらいできて然しかるべきだ。

　Ａクラス二人を、圧倒できなければ、そもそも《人間失核ワイト・ハート》に勝てるはずもない。

　彩は気を引き締める。

　誰だれも殺さないことは絶対だ。だが、傷一つつけず勝利できるとも、彩は思っていない。

　そこまで自惚うぬぼれても、現実から目を背けてもいない。

　力を見せ付けるように、誇示するように、恨まれてでもいいから戦おう。

　感謝されなくても、自分は殺さないことに正しさを見み出いだしたのだから。それ以外は、どうでもいいと思おう。

　彩は想像する。

　勝利を。

「行くぞ」

　言って、思い切り、地を蹴けり飛ばす。【無理想像アブストラクト】であるが故の、無策の突貫。

　無策にして最強。

　無謀にして無敵。

　やってやれないことはない。

　自分は【無理想像アブストラクト】なのだ。異常なのだ。ならばそれを自覚して、異常性すら利用して、ただ勝利を掴つかむことに全力を尽くせ。

　彩さいは自分にそう言い聞かせ、疾駆する。ただ鬽み黒くろへ向かって。

「死を視界に捉とらえれば、さすがに記憶も戻るだろう」

　鬽黒はそう言って、その場を動かず、詠唱した。

「――【個人反転】」

　瞬間、彩は足を止めた。

　鬽黒の髪が、瞳ひとみが、色を変える。

　否。黒い髪、黒い瞳が【blackブラツク】に、深しん淵えんのような、漆黒へと変わる。一段階、明度を下げるように、暗黒へ足を踏み入れるように。

　変化が現れたのは、何も容姿だけではない。

　影が、闇やみのように蠢うごめく。

　影は鬽黒の足元だけではなく、半径数メートルを支配下に置くように黒に染めた。

「私は、私の邪魔をする人間が嫌いだ。けど、何より一番――自分が嫌いなんだ」

　そう言って、鬽黒が右手を掲げる。すると、主の意志に従うように、主の願いを汲くみ取るように、影は空中に進出し、一つの武具を象かたどった。

　一振りの、刀。

　柄つか、鍔つば、刀身に至るまで漆黒。刀身は輝きこそ放っていないが鋭利で、刀は生物が脈打つように蠢いていた。

「……すげぇな」

　思わず漏れたのは、感嘆の言葉。

　素直に、感心していた。

　恐怖すら感じる鬽黒の想像に。

　確かにこれなら、自分の命に届く。

　実感ではなく、直感。けれど彩は退かずに、足を進める。

「玉たま求きも、本気で来いよ」

　ここまで来たら、なんとしてでも戦い方とやらを思い出したかった。

　自分を追い込むことで、それが叶かなうなら、いくらでも窮地へ追い込もう。折せつ角かく鬽黒がここまでやってくれているのだ。もはや、遠慮はいらないだろう。

「【個人反転】は、疲れるから嫌だもん……」

　だが、玉求は小さく首を横に振る。

　簡単に言えば、【個人反転】は必殺技と同じだ。

　格闘ゲームならゲージを消費し、魔法なら魔力を、漫画なら気力を削るように、【個人反転】は脳を酷使する。

　使用後には吐き気と頭痛。一度使えば、二度は使いたくない苦しみに襲われる。つい先日、彩さいとの戦闘でそれを身をもって知っているであろう玉たま求きからすれば、当然の反応ともいえるが……。

「別にいい。紀き無なし、むしろここから先は加勢もいらん。邪魔にしかならないからな」

　平時より意図して温度を下げたような鬽み黒くろの声。

　玉求は無言で頷うなずき、下がる。どうにも、玉求は修行、彩が昔の戦い方を思い出すこと自体に乗り気ではないらしい。彩は視線を玉求から外し、鬽黒を見据える。

　敵が減った、と喜ぶ場面ではないことくらい、分かる。むしろ、鬽黒が純粋な敵であったならこうなる前に倒さなかったことを後悔するくらいだ。

　それくらいの、威圧感。触れれば斬きれてしまいそうなほどの殺気。

　それはどことなく、夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいに似ている気がした……。

「【幻現境界シール・コンダクト】」

　彩は剣を創造し、構える。

「さぁ、行こうか」

　ふっ、と鬽黒が微笑ほほえむ。

　地面に円を描く影から、幾つもの剣が生えてくる。

　その数は優に十を超え、その切っ先の全すべてが、彩を向いていた。

「伸縮自在の剣の軍勢だ。死ぬなよ？」

　警告と共に、鬽黒は足を踏み出す。

　駆けるのではなく、歩く。

　一歩、一歩。

　優雅ともいえるほどの速度で、緩慢ともいえる動きで、余裕を感じられる笑みを湛たたえて。

　魅み影かげ鬽黒は、影を引き連れ彩へと進軍する。

「……ははっ」

　自然と、彩からも笑みが零こぼれた。

　彩は戦いを楽しんだことはない。忘却した過去の自分も、それは同じはずだ。今まで《色彩世界》で経験した殴り合いの喧けん嘩かでさえ、彩は面倒だとしか思ったことはなかった。

　行動は何かを守るため。

　言葉は何かを助けるため。

　自己犠牲は何かを救うため。

　思えば彩は、一度として自分のために何かをしたことがなかった。

　少なくとも、自覚して、進んで、自分の為ために、事を起こすことはなかった。

　だが現在、この瞬間だけは、彩さいは自分の為に戦っている。

　戦い方を思い出すことが、願いを叶かなえることに役立つのは知っている。

　その為の戦闘だというのも、理解している。

　ただ、『自分の記憶を取り戻すため』に戦う自分は、『自分の為に戦っている』といえるだろう。

　かつてない高揚感。

　これがどこから来るものなのかは分からないが、彩は何かを喜んでいた。

　異常とまで言われた【無理想像アブストラクト】である自分だが、それでもまだ強くなれるのか。

「――斬れ」

　気づけば、鬽み黒くろの攻撃範囲内。

　無数の剣が空中で更に枝分かれし、彩へと迫る、振り下ろされる、振り上げられる、薙ながれる。

《斬きる》ことに特化した《伸縮自在》の《影》の群れ。

　自分がかつて助けた少女は、今や自分の脅威になるほどまで成長していた。

　そう、脅威と感じるほどに――。

「――思い出した……」

　彩が呟つぶやく。だが、影は止まらない。

　彩は笑う。戻った記憶が、あまりにも馬ば鹿からしく、あまりに圧倒的で。

　なるほど確かに自分は異常で、ゲームバランスを崩してしまうな。

　自じ嘲ちよう気味にそんなことを考えながら、彩は、前に進んだ。迫り来る影に向け、命令する。

「――従え」

　影が、動きを止めた。

　無論、鬽黒の意思ではない。

　鬽黒の言葉を思い出す。

【無理想像アブストラクト】の想像だけが、他人の想像に無条件で干渉し変容させることができる。

　それを踏まえて、彩は《侵しん蝕しよく》の特性を考える。

　――他の領域を侵し、損なうこと。

　それは相手の想像を白に染められるということ。

　ならばその想像を掻かき消けさず、己のものにすることだってできるはずだ。

　彩が《侵蝕》に見み出いだした特性は、《征服》もしくは《強制隷従》だった。

　奇くしくも、その特性は過去の彩の能力と一致した。

　それができるだろうと踏まえた上で、鬽黒は修行を提案したのかもしれない。

　純白に染まった影の群れが、道を開けるように引き下がり、新たな主に従うように、切っ先を鬽み黒くろへ向ける。

　対する鬽黒は驚いた様子で、それでもすぐに、喜ぶように笑顔を浮かべた。

「気分はどうですか？　真白さん」

　彩さいは笑って、

「最悪だよ、ミク」

　と、答える。

　彩の能力を見た玉たま求きの表情が曇っていることに気づきながら、その理由に気づけず、彩は己の『回帰』に喜んだ。



    

  
    
      STAGE. 9　◇《人間失核ワイト・ハート》◆





「修行は終わりだ」

　鬽み黒くろが【個人反転】を解きながら、吐息交じりに呟つぶやく。

「ありがとな、二人共」

　感謝を述べると、玉たま求きが拗すねるように言った。

「別に、後半玉求は何もしてないし……」

　その表情はどことなく不満げで、彩さいは先ほどから気になっていたことを思い切って言葉にしてみる。

「なんていうか、玉求は俺おれが昔の戦い方を思い出すのが、嫌だったのか？」

「そう見えた？」

「あぁ、まぁ……」

　少なくとも、心から喜んでいるようには、見えない。

　玉求は否定せずに、頷うなずいた。

「だって、昔の彩君は、怖かったし」

「怖かった……？」

　再び、首肯。

　鬽黒は黙って玉求の顔を見ている。

「その、なんていうかさ、彩君から優しさを排除したみたいな……。征服や隷従だなんて、彩君には似合わなすぎるよ」

「…………」

　彩は何も言わない。何も、言えない。

　前回の彩は、他人を【退場ロスト】させていた。それは願いの為ためで、確かにその時の自分は徹底して冷酷であろうとしていた。

　願いの為だと言い訳して。

　それは玉求から見たら、彩を優しいと言ってくれる玉求から見たら、『優しさ』に欠けるように映るかもしれない。

　だとしたらそれは事実以外の何でもなくて。

　彩は反論できなかった。

「それは違う」

　だが、彩の代わりに鬽黒が否定の言葉を口にする。

「《征服》や《隷従》。言葉の響きこそ悪いが、だからといってそれは、少年が優しくない理由にはならない」

「でも、普段の彩さい君はそんなこと言わないもん」

　その通りだった。

　彩ではなくとも、普段の生活で『従え』などと口にする人間はそう多くない。まして彩は、他人の意思を無視して踏ふみ躙にじることに嫌悪を覚える人種だ。《色彩世界》では絶対に言わないといっても過言ではないだろう。

「願いを叶かなえるために、己の性分すら無視して強さを追求する。だがそれでも、少年は私を助けてくれた」

「…………」

「何を想像しようと、彼が彼でなくなるわけではない。紀き無なしが少年を優しいと思うなら、どこまでいっても少年は優しいんだよ」

　鬽み黒くろの言葉に、どうしてか彩は救われるような気持ちになった。

　同時に、胸中で否定する。

　自分は優しくなんてない。そう思うなら、それは錯覚か勘違いだ。

　けれどそれは口にしない。

　きっと二人は、「そんなことない」と言ってくれるだろうから。

「……そんなこと、魅み影かげ先輩に言われなくてもわかってるもん」

　玉たま求きが頬ほおを膨らませ、半ば睨にらむように鬽黒を見るが、鬽黒は無表情で「そうか」と呟つぶやくだけだった。

「じゃあ、帰るか。というか玉求はおばさんに怒られるんじゃないか？　夜に外出なんかして」

　彩の家に居候している鬽黒はまだしも、玉求の親は娘が帰らなければ当然心配するだろう。今更ながらそれに気づく彩だったが。

「んー？　彩君の家に行くって言ったら、『頑張れっ！』って言われたけど？」

「意味が分からん……」

「あと、今日は泊まってきてもいいって言ってたっ」

　何な故ぜか頬を染め、ちらちらと彩へ視線を送る玉求。彩は溜ため息いきを一つ溢こぼしてから呆あきれるように肩を竦すくめる。

「素直に帰っておけ」

「酷ひどい……っ。自分のために利用するだけして、飽きたら捨てるんだねっ!?」

「捨ててないし、年とし頃ごろの娘が安易に男の家に泊まるとかするな」

「もっともだね！　ただし魅影先輩とピリカちゃんを泊めてる彩君が言えるセリフじゃないけど！」

「仰おつしやる通りで……」

　彩が反論できずにいると、鬽黒が口を挟む。何故か、機嫌が悪そうに。

「ちょっと待て、私が泊めてくれと頼んだときは反対せずに了承してくれたが……。もしかしてそれは私を年とし頃ごろの娘と判断してなかったからか……!?」

　驚きと怒りを混ぜた形相で彩さいを見上げる鬽み黒くろに、彩は困ったように視線を泳がす。

「いや、そういうわけじゃ……」

「えっ……！　じゃあ逆に、玉たま求きのことは意識してるってことっ？」

　何を勘違いしているのか、顔を赤くした玉求に、彩は冷静に返す。

「それはない」

「酷ひどいっ！　ソッコー否定は傷つくんだけどなっ！」

　拗すねたようにそっぽを向いてしまった鬽黒と、頬ほおを膨らませ彩の胸をぽかぽかと叩たたく玉求をどう宥なだめようか考えていると。

　――不意に、鬽黒から表情が消えた。

　その視線はある一点へ向けられている。信じられないものを、見つけてしまったかのように。

　鬽黒の顔から血の気が引いていく。円つぶらな瞳ひとみ、その瞳どう孔こうが限界まで開く。

　先ほど彩が感じたものとは比にならない程の、殺意、敵意、害意が視線に込められている。

　彩と玉求はほぼ同時にそれに気づき、ほぼ同時に、鬽黒の視線の先、公園の出入り口の方向を向く。

　向いて、理解する。

　否、理解はできなかった。

　誰だれが来たかは、分かった。

　どうして来たかは、考察するまでもない。

　だが一つだけ、解わからない、理解したくないものが視界にチラつく。

　現れたのは、災厄。

　一方的に他者を蹂じゆう躙りんする、殺人狂。

　少女は彩と目が合うなり、友人に向けるような柔和な笑みを浮かべ、左手を上げた。

「こんばんは、だね」

　頬には切り傷があり、そこから薄っすらと血が流れている。

　戦闘痕こん。

　一瞬で、そこまでは理解した。

　ただ、ただ一点。

「……あんた、その右手に持ってるものは、何だ」

「戦利品、かなぁ？」

　可愛かわいらしく小首を傾かしげる遊ゆ廻かいだが、それは不気味にしか映らない。

　掲げられた右手に収まっていたのは、髪の毛。

　一房といえばいいのか、ある程度束になった、毛髪。

　長く、美しく、金色のそれを、遊ゆ廻かいは三人に見せ付けるように突き出し、そして捨てるように手を離した。

　光の粒子のように、さらさらと、金髪が地へ落ちる。

　それがとてもスローモーションのように見え、全すべてが地面に落ちた時、遊廻は躊躇ためらわずにそれを踏んだ。踏ふみ躙にじった。

　そして、そのまま進む。足元には目もくれず、ただ彩さいを視界に捉とらえて。

「さて、今のは誰だれの髪の毛でしょうか？　ヒント、真ま白しろくんの知り合い」

　嗜し虐ぎやくの笑みを浮かべ、からかうように言う遊廻。

　彩は真っ白になる頭を無む理り矢や理り動かし、閉口していた口を、どうにか開いた。

「……ピリカを、殺したのか」

　それは問いでも、答えでもなく、独白のようで。

　遊廻はその言葉に酷ひどく満足したようだった。そして頬ほおの傷口に触れ、指に血を付着させながら、嬉き々きとして語る。

「見てよ。スタッカートくんにやられちゃったんだよこの傷、とても痛いんだ」

「……」

　絶句。

　玉たま求きは怯おびえるように表情を歪ゆがめ。

　鬽み黒くろは殺意を抑えるように唇を噛かみ。

　彩は放心寸前の心を繋つなぎとめて遊廻を見据える。

「あのね真白くん。一つ信じてほしいのは、先に攻撃してきたのはスタッカートくんってことで――」

　言葉の途中で、それを中断する。

　意図的なものなのか、意図などないのか。

「いや、ごめん嘘うそついた。君らが家を出てすぐに、彼女を襲ったんだ。だって君ら、予想してなかったんでしょう？　魅み影かげくんを殺さなかったわたしが、まさかスタッカートくんが一人の時に限って襲ってくるなんて、思いもしなかったんでしょう？」

　……その通りだった。

　だが、考えなかったわけではない。その可能性に気づいていながら、彩は外出することを選んでしまったのだ。

　猛烈な後悔。心臓が弾はじけそうな程鼓動する。

「そうした方が楽しくなると思ったんだから、仕方ないよね。ごめんね真白くん？」

　あまりの事態に、脳が現実を許容しない。

　心が現実を否定する。

　だがそれでも、時間は止まらないし、現実は変わらない。

「でも真ま白しろくんは優しいから許してくれるんでしょ？　これでもわたしを殺したりしないんでしょ？」

　あははは。

　遊ゆ廻かいは笑う。

　凄せい惨さんに、笑う。

　遊廻は嘲あざける。

　見下すように、嘲る。

「さすがに嫌ったりはするのかな？　ねぇ、優しい真白くん？　ごめんなさいって一言謝れば、いいよ、って許してくれるの？」

　茶ちや化かすような言葉に返答をせず、彩さいは冷ややかな声で質問をぶつける。

「あんたが歪ゆがんでるとか、【無理想像アブストラクト】だとかは関係ない。ただ訊きくぞ、ピリカを殺したのか」

「そんなのあれだよ。《色彩世界》で確かめなよ。『誰だれよアンタ』って、きっと言ってくれるだろうから」

「……何でだ」

「何でって。言ったじゃん。わたしは、知らしめたいだけなんだよ真白くん。幸せな人に、不幸をね。ねぇ真白くん。君は今、不幸かな？」

　そこが我慢の限界だった。

　戦闘開始の言葉も、怒りの言葉も、何も言わず。

　問答無用で、彩は地を蹴けった。

　両足が緩やかに稼動し、加速。地を切り裂くような勢いで遊廻まで駆け寄り、呑のみ込んだ言葉や怒りを拳こぶしに込め、躊躇ためらうことなくそれを遊廻の顔面に叩たたき込む。

　ここは《反転世界》。

　飛べると思えば飛べる。

　速く走ろうと思えば走れる。

　《色彩世界》の限界を超えた威力の右拳ですら、現実になる。

　遊廻が勢いよく後方へ弾はじけ飛び、とてつもない速度で地面の上を転がり、派手にバウンドした末に植え込みの樹木に激突した。

　凄すさまじい衝撃に木は圧へし折おれないまでも凹へこみ、根元に倒れた遊廻はしばらく起き上がらない。

「……彩、君？」

　玉たま求きが、確かめるように彩の名を口にする。

　彩さいは呼びかけに、答えない。

　生まれて初めて、人を殴りたいと思ってしまった。

　生まれて初めて、人を許せないと思ってしまった。

　生まれて初めて、人を殺したいと思ってしまった。

　その全すべてを一瞬で悔やみながら、それでも彩は冷静にはなれなかった。

　血が沸き立つような憤り、自制心を超えた怒り、理性を蝕むしばむ殺意。

　彩はそれを、必死に抑え続ける。

　その視線は、一瞬たりとも遊ゆ廻かいから離れない。

　流れる静寂。

　ぴくっ、と、遊廻の体が動く。

　指を動かし、腕を動かし、足を動かし、顔を上げる。頭を左右に振って、ゆっくりと立ち上がり、服についた砂すな埃ぼこりを払う。

「……なんだよ、それ」

　彩は、目を疑った。

　夢ゆめ壊かい遊廻は、無傷だった。

　髪の乱れを直しながら、何事もなかったように、再び彩へ向かって歩みだす。

　無意味な表現かもしれないが、あまりに非常識。非現実的。

「傷を負わないって思ってれば、傷は負わないものだよ？」

　疑問を解消するように、遊廻が言う。

　彩の反応が面白かったのか、遊廻の口は笑いの形に歪ゆがんでいた。

　遊廻の言葉は、確かにこのゲームの仕組みに則のつとっている。

　信じて疑わなければ、それが現実になる。

　幻想でさえ、妄想でさえ、理想すら。

　だが、『どんな攻撃を受けても無傷でいること』を、普通の人間がどう想像できるというのだ。

　傷つかない人間はいないし、痛みを感じたことのない人間はいない。

　だから絶対に、殴られれば『痛い』『怪け我がをする』という先入観があるはずだし、それを徹底的に排除して『無傷』を想像できるはずがない。

　だが現実が、証明する。

　夢壊遊廻はそれをやってのける、異常者だと。

「うんうん、今のはいい一撃だった。多分ね。でもさ、真ま白しろくんは大事なことを忘れてるよ。初歩的で、ルール未満のことだけれど」

　出で来きの悪い教え子に説明するように、遊廻は言う。

「相手の想像を超えないと、傷なんて負わせられるわけないでしょう？」

　当たり前のことを、当たり前のように言いながら、遊ゆ廻かいは微笑ほほえむ。

「――【個人反転】」

　彩さいの横で、それを詠唱したのは鬽み黒くろだった。

　鬽黒本人の色彩が変わる。

　黒から、漆黒へ。

　影は、暗くら闇やみへ。

　二度目の【個人反転】。副作用のあるそれを立て続けに使い、自身の体がどうなるのか、そんなことなど考慮していないのだろう、鬽黒の視線に明確な殺意が宿る。

「あれれ、魅み影かげくんやる気満々だね。スタッカートくんとは仲が良かったのかな？」

　遊廻を完全に無視して、鬽黒は彩を見た。

「少年は、これでも奴やつを救おうなどと言うのか？」

　そんなこと、絶対言わないよな？

　鬽黒の言葉は、そう言っているように聞こえた。

　懇願のような疑問。

　彩は、血が出るほど拳こぶしを握り締め、それでも首を横に振る。

「許せないけど、許さないけど、それでも、俺おれは――」

　彩の言葉を、想おもいを、笑い声が遮る。

「すごい、すごいね真ま白しろくん！　罪を憎んで人を憎まずの精神？　あははは。優しいねー、徹底してるねー、んでもって、君はほんとに人間か？」

「……貴様が、それを言うのか？」

　先ほどの仕返しのつもりか、遊廻は鬽黒の言葉には何の反応も示さず、彩の瞳ひとみを見つめている。

「わたしは、たった今、君の仲間を、お友達を殺して来たんだよ？　それを、何？　何だって真白くん？　許せないけど、許さないけど？　それでも君は、わたしをどうしようって？　違うだろ。怒りなよ、憎みなよ、拒みなよ。正直に言いなよ、わたしを殺したいって。お前みたいな奴は救いようがないって！」

　嫌悪を、憎悪を、厭えん悪おを強制するように。

　まるで進んで悪役を演じるように、夢ゆめ壊かい遊廻は叫ぶ。

「嫌いなんだよ君みたいな奴は！　君に何ができる！　何を救える！　何を変えられる！

結局君は、人一人護まもれないただの弱者じゃないか！」

「――うるさい」

　両断。

　一言で、彩は遊廻を黙らせる。

「あんたは間違ってる。どうしようなく歪ゆがんでる。でも、それで俺があんたを殺したら、あんたはどうなる。救われないだろうが」

　怒りが湧わかないわけがない。

　憎しみがないわけがない。

　殺意がないわけがない。

　許す気もなければ、赦ゆるされていいとも思わない。

　それでも、救われるべきだとは、思う。

　殺人鬼なら殺していいのか？　違う。

　殺人狂に心はないのか？　違う。

　殺したいけど助けたいと、思ってしまったから。

　彩さいは、遊ゆ廻かいを救うことにした。間違いに、気づかせることにした。

　彩の言葉を受けて、遊廻は空虚な笑い声を上げる。

「君じゃわたしを救えない」

　虚うつろな目で、光の宿っていない双そう眸ぼうで、遊廻は事実を告げるように言った。

　だが彩は、そんなことを気にせずに、言い放つ。

「俺おれの限界を、あんたが決めるな――【whiteホワイト】オーバーイメージ」

　前回までの詠唱とは違い、彩の体に純白はない。

　それは、鬽み黒くろと玉たま求きとの修行の成果。

　己の意志で、己の好きなときに、己の望んだ場所に《侵しん蝕しよく》を張り巡らせる方法を、先ほど会得したからだ。

「弱者じゃ強きよう者しやの域に至れない。努力家は天才に敵かなわない。貧乏人は金持ちより幸せにはなれない。どれだけ綺き麗れい事ごとを並べても、それが現実でしょう？」

　手を広げ、真理を語るような口ぶりで遊廻は言うと、やっと戦闘の開始を告げるように、呼吸のついでのように詠唱した。

「【violetバイオレツト】――オーバーイメージ」

　瞬間、視界が揺らぐ。

　純白の世界に浮かぶ一つの色。《歪わい曲きよく》の能力を持った紫紺。

　視界の方を疑いたくなる光景が、彩の前に広がった。

　渦のようなそれに、空間という空間が《歪曲》され、遠くの景色を見えなくさせる。平へい坦たんな地面は荒野のような悪路へと変わり果て、周りにあった樹木が軋きしみ、歪ゆがみ、崩れ、破壊されていく。

　響く轟ごう音おんと、空気が啼なくように軋む音。それらが奏でる不協和音に、思わず耳を塞ふさぎたくなる。

「さぁ、かかっておいでよ真ま白しろくん」

　挑発するような手招き。

　彩さいは、黙って一歩前へ出る。一瞬の違和感。左手を誰だれかに掴つかまれる。

　首だけ振り向くと、玉たま求きが泣き出しそうな表情で彩の顔を見つめていた。

「だめだよ彩君。救えない人は、いるんだよ」

　頼むから諦あきらめろと、縋すがるように。

　十年来の幼おさな馴な染じみは、彩の身を案じ、その手を強く握る。

「いないよ。救えない奴やつなんて、いない」

　彩はその手を振ふり解ほどき、どうにか笑顔を作ってそれを玉求へ向ける。

「少なくとも、救われちゃいけない人間は、いない」

　それだけ言って、遊ゆ廻かいへ向き直る。

「どうしようか真ま白しろくん。先に二人を殺した方がいいかな？」

「……ふざけるなよ」

「ふざけるよ――曲れ」

　遊廻が指で玉求を示す。そこから射出されるように紫紺の渦が発生し、玉求へと迫った。

「――掻かき消けせ」

　彩は左手を白に染め、それを遮る。《歪わい曲きよく》は《侵しん蝕しよく》され、霧散した。

「ありゃりゃ、失敗失敗」

　酷薄な笑みを浮かべながら、どうでもよさそうに呟つぶやく。

「少年、まだ一対一に拘こだわるのか？」

　今にも遊廻へ襲い掛かりそうな勢いで、鬽み黒くろが彩へ尋ねる。

「できれば、そうしたい」

「じゃあ諦めてくれ」

　言って、鬽黒は止める間もなく駆け出した。

　無数の影を空中へ出現させ、自身の手にも漆黒の剣を創造している。

　跳躍。影と共に地を跳ねた鬽黒は、全すべての刃を、遊廻へ振り下ろした。

　だが遊廻は、鬽黒に視線も向けず、彩だけを視界に捉とらえたまま、興味なさげに言う。

「この前も言ったでしょう？　無意味だよ魅み影かげくん。だって君は――凡人だ」

「鬽黒！」

　彩が叫ぶが――遅い。

　遊廻が言い終えるのとほぼ同時。

　鬽黒の影の剣を超える数の渦が発生し、影の全てを、鬽黒の体を巻き込み、歪曲した。

　バキバキと音を立て、剣が砕ける。

　血と肉が掻かき混まぜられるような、吐き気を催す音が空間に響く。

「よかったね。二ヶ月前と違って、真白くんは君の身代わりにならずに済んだよ？」

　腹部が、ぐにゃりと曲がり、鬽黒が地面に落ちる。影は全て形を失って空に消え、純白の地面を鬽み黒くろから流れる血が紅くれないに染め上げる。

「あと二人」

　すぐに鬽黒から視線を外し、獲物の数を確かめるように、遊ゆ廻かいは言う。

　そんな言葉を耳にも入れず、彩さいはただ地に伏す鬽黒を見つめた。

「どうしたの真ま白しろくん？　さすがに二度も足手まといの為ために死んだりはできない？」

　悠然と、歩く。

　倒れる鬽黒には目も向けず。『殺す』ことのできない者への興味がないように。

　あぁ、夢ゆめ壊かい遊廻という少女にとって、"Over Image"とは正真正銘ゲームなのだと、ようやく理解した。

　そしてもう、限界だった。

「――【個人反転】」

　彩の髪が、瞳ひとみが、白に染まる。

　殺したい。

　殺したい。

　殺したい。

　その感情だけが溢あふれてくる。

　救いたい。

　救いたい。

　救いたい。

　その感情が押おし潰つぶされていく。

　彩は、自分が今まで他人を救い続けてきた理由が分かった。

　きっと、現在のこのような気分に、なりたくなかったのだろう。

　酷ひどく不快で、今すぐにでも吐きそうで、死にたいくらいに惨めなこの気分に、浸りたくなかったからだろう。

「【幻現境界シール・コンダクト】」

　純白の日本刀が、出現する。

　扱い方もろくに知らない武器。

　それでもそれに、殺意を乗せる。

「玉たま求き……」

　遊廻へ聞こえないように、玉求の名を呼び。

　頼みごとをした。

「頼めるか？」

　顔も見ないで訊きくと、掠かすれるような声で「……うん」と返答。

　それを聞いて、彩は地を蹴けった。

　彩さいに続き、遊ゆ廻かいも詠唱。

　薄紫色の剣を、構える。

　遊廻は絶えず笑みを浮かべていた。殺し合いが愉たのしくてしょうがない。そういう類の笑み。

　突進とも言える直進。斬ざん撃げきが届くところまで来て、バットをスイングするように、刀を振った。

　殺気の全すべてを込めるように、刃を走らせる。彩自身の動体視力でも追えない速度。達人も剣けん聖せいも超越した、想像の為なせる技。

　にも関かかわらず、遊廻はそれを難なく躱かわしてみせた。愉しそうに、素早い動きで。

　そして紫紺の剣が牙きばを剥むく。

　迷わず、彩の首筋を狙ねらって。

　雑であるのに、洗練されているように。ふざけているのに、狙い澄すましたように、真まっ直すぐ首へ迫る剣を、彩は《侵しん蝕しよく》を張り巡らせた左手で受け止め、そのまま右手の刀を振り上げた。

「――っ!!」

　咄とつ嗟さに後退するも、数瞬遅く。

　遊廻の左腕、その肘ひじから先が切断される。

　腕から血が噴き出し、遊廻がよろめく。

「あはは。やればできるんじゃん、真ま白しろくん」

『傷を負わない』という想像を『傷つける』という想像が凌りよう駕がしただけ。言葉で説明すれば、何てことはない。だが、遊廻からすれば予想外に違いない。弱者の想像が強きよう者しやの想像を打ち破るとは、思ってもいなかっただろう。

　それでも、愉しそうに、襲いくる痛みになど気づいていないかのように、遊廻は笑い声を上げた。

「いいね、真白くん。君は最高だ」

「あんたは最低だ」

「知ってる。それで、最低なわたしに二人も仲間を殺されたら、さすがに救う気もなくなる？」

「……死んでなんか、ない」

「――え？」

　ここでようやく初めて、遊廻は彩から視線を外した。

　鬽み黒くろが倒れていた場所へ、顔を向ける。

　そこにはたった今、鬽黒のもとへ到着した玉たま求きと、口から血を吐き出しながら、荒い呼吸を繰り返す鬽黒がいた。

「何だ、壊し損ねてたんだ――曲れ」

「燃え盛れ」

　壁を張るように、炎が燃え上がる。

《歪わい曲きよく》の渦は焔ほのおでさえ歪ゆがめ、壊し、霧散させるが――。

「…………なるほどね。なるほどなるほど」

　数回頷うなずき、そしてとてもつまらなそうに、遊ゆ廻かいは彩さいを睨にらみつけた。

　彩の狙ねらいに気づき、それを唾だ棄きするように、言い放つ。

「自分の殺意ですら、他人を救うために使うか……。君はとんだ聖せい人じんだね。もしくは善人の皮を被った悪人だ」

「悪人で構わない。それで誰だれかが生きられるなら」

　消えた炎の向こうに、二人の姿はなかった。

「そうか、ミスしたな……。わたしは君だけを見てた。君を殺したかったからね。だから、見落とした。君が本気になってくれたと思って、紀き無なしくんをモブキャラ扱いして意識から外した……」

　鬽み黒くろが死んでいないのは、すぐに気づいた。

　そして、《反転世界》の傷は《色彩世界》へ引き継がれない。死んでさえいなければ、どれだけ重傷でも救える。

　だから彩は頼んだのだ、「鬽黒を連れて逃げてくれ」と。

　結果、それは成功した。

　だが、遊廻はそれがどうしても、気に食わないようだ。

「おかしいよ、君の行動は」

「何がだ」

　痛みを堪えるためではなく、悔しそうに遊廻は唇を噛かむ。

　それからぶつぶつと、零こぼれだすような呟つぶやきを発する。

「だって不公平じゃないか……君みたいな人間がいるなら、なんで、なんでわたしは……」

　何かを振り返るように、現在と比べて、哀かなしむように、嘆くように、遊廻は俯うつむく。

「何で魅み影かげくんは救われて、わたしは救われないんだよ」

「…………なんだと」

　救われるとは、何を指しているのか。

　それを訊きく前に、遊廻が顔を上げる。

「真ま白しろくん。苛いじめられる人間の条件、教えてあげよっか」

　その表情は、歪いびつなほどに美しい、笑顔だった。

「正解は、『何もしてない人』だ。何もしてないのに苛められるんじゃない。何もしてないから、苛められるんだ」

「……だからお前は、お前に『何もしてない』人間を、ここで殺すのか？」

　問いに、はっきりと頷うなずく。

「わたしだって、何もしてないのに虐げられたんだ！　同じことをしてるだけだよ。弱い奴やつが殺されるのに、理由なんてないんだ！　何もしてないから殺されるんだよ！　だから、わたしは、攻撃される前に攻撃して、虐げられる前に虐げてやるんだよ！」

　彩さいの中にあった怒りが、殺意が、急速に萎しぼんでいく。

「あんたは、間違ってる……」

「知ってるよ。わたしは間違ってる。でも、正しく生きても救われない。清く生きても得しない。だから間違っててもいいや。間違ってる方が、愉たのしいから」

「それはただの錯覚だ」

「知ってる――【個人反転】」

　世界が、軋きしんだ。

　虹こう彩さいの色が、頭髪の色が、漆黒から紫紺へと変わる。

　彩と遊ゆ廻かいを除く全すべてが、歪わい曲きよくされる。

　見渡す限りの建造物、雲、大気。

　全てが《歪曲》の渦に飲み込まれるように、歪ゆがむ、歪む、歪む。

「ルールを設定しよう」

　昼間のファミリーレストラン同様に、遊廻が切り出す。

「わたしは剣、君は刀。今から互いにそれしか使わない。折れたら負け。もちろん君の剣が折れたら、しっかり紀き無なしくんと魅み影かげくんを殺してから君を殺す。逆にわたしが負けたら、何でも一つ、言うことを聞こう」

　おそらく、気づいたのだろう。

　まともに戦闘すれば、決着はつかない。

　今や、彩は遊廻を傷つけることができる。逆も然しかりだが、それでも【無理想像アブストラクト】同士で想像力が拮きつ抗こうしている状態にある。

　彩を殺したくて仕方がない遊廻にとって、拮抗や長期戦は耐えられない。故のルール。

　武具が破壊されたら、負け。

　武具でしか、攻撃は許されない。

　単純明快。

　だが――。

「ルールを設定するのがあんたなら、ルールを破るのもあんたじゃないのか」

「なにそれ、スタッカートくんのこと言ってるの？　言っておくけれど、わたしは自分が定めたルールだけは絶対に守ることにしてるんだよ」

「でも、ピリカを殺した」

「だからさ、……まぁ、いいや。で、どうするのさ、このルールでいいの？　嫌なの？」

「…………分かった」

　怒りを堪え、彩さいはそれを承諾。

「いいね。勝ったらわたしに何をさせるの？　あ、何ならわたしの『願い』で、スタッカートくんをゲームに復帰させる？」

　この期に及んで、彩の神経を逆さか撫なでするような発言をする遊ゆ廻かい。そうまでして、嫌われたいのか。

　それとも――。

「負けてから訊きけよ」

「残念だね。勝ってしまうからそれはできないよ」

　会話はそれで終わり。

　視線が交錯し、二人は武器を振るった。

　激しい剣けん戟げき。

　純白、紫紺、それぞれの刃が激突し、火花を散らしては離れ、次の攻撃を繰り出す。

「あははははっ！」

　嗤わらう、哂わらう、嗤う。

　楽しそうに、愉たのしそうに。

　好きなことをして遊ぶように。

　嫌いなものを気分のままに壊すように。

　壊す、毀こわす、崩す。

　神でも気取るように。

　世界を廻まわしているのは自分だと誇示するように。

　曲る、禍まがる、凶まがる。

　己の歪ゆがみから目を逸そらすように。

　狂ってるのは世界のほうだと言わんばかりに。

　嘆く、永ながく、泣く。

　助けを求めるように。

　救いを求めるように。

「……あんたが笑うのは、現実から逃げたいからだ」

「嫌な現実から逃げちゃだめなの？　愉しいと思うことだけをするのはだめなの？　何でだめなの？」

「逃げたいなら逃げればいい。だけど、立ち向かえないからって理由で逃げるなよ。それは選択じゃない、堕落だ」

「君とわたしの何が違う！　一緒でしょう？　同じく異常じゃないか！」

　遊ゆ廻かいの声に熱がこもる。

　それに伴い斬ざん撃げきが重みを増し、彩さいの刀にひびを入れた。

「同じかもな。でも、あんたは逃げたじゃないか。楽な方に。苦しくても進める道はあったのに」

「語るなよ。君がわたしを語るな」

「誰だれならあんたを語れる？　同じ境遇の人間か？　同じ逃避者か？　ふざけるなよ。どれだけ大きな傷を持ってても、それは他人を傷つけていい理由にはならないんだよ！」

　横に薙ないだ刀を遊廻が剣で受け止めたが、その衝撃で亀き裂れつが入る。

　互いの武器は、互いに限界を迎えていた。

　それでも、斬きり合う。

　想おもいを、ぶつけ合う。

「正論を翳かざすな！　君だって人を殺したことがあるくせに！」

「だからこそ、もう二度と、誰も殺さないんだ！」

「過去は消えない！　"Over Image"にでも願わない限り、君が人を殺した事実は消えないんだよ」

「変えられない過去を嘆くくらいなら、まだない未来を憂いたほうがマシだ」

「あははは！　自分が大事な人を不幸にした事実を無かったことにして許してもらおうとしてる卑ひ怯きよう者ものが、何を偉そうに！」

「……卑怯者、か」

　なるほど。

　彩は納得してしまった。

　優しいのでも、甘いのでもなく。

　自分はただ、卑怯なのだと。

　他人に優しくするのは、嫌われたくないからかもしれないし。

　他人を救うのは、見捨てることで自分の良心が痛むのが嫌だからかもしれない。

　心配してくれる人間がいるのに自分の身を省みないのはどこかで罰を求めてるからかもしれない。

　大切な人の不幸を無かったことにしたいのは、ただ許してもらいたいからかもしれない。

　卑怯で、愚かで、救いようがないのは、自分かもしれない。

　けれど。

「卑怯者でもいいよ」

　彩は、笑った。

　刀の柄つかを両手で握る。

「後悔だけは、したくない」

　思い切り、力の限り、殺意ではなく、怒りでもなく、決心を乗せて――斬きった。

「――……なんだよ、それ」

　刀身の無くなった剣から、遊ゆ廻かいが手を放す。地面に触れてすぐ、紫紺の剣は塵ちりになった。

　笑顔が消え、殺気が消え、生気が消える。

「何で……」

　呟つぶやく。

「どうして……」

　嘆く。

「何で、二人共【無理想像アブストラクト】で、同じく異常なのに、わたしはこんなにも独りで、君には仲間がいるんだ」

「……歩み寄ることをしない強きよう者しやは、孤立するよ」

「歩み寄ったのに拒絶された弱者は、どうすればいいんだよ、真ま白しろくん……」

「諦あきらめなければいい」

「……は？」

　空うつろな瞳ひとみを彩さいへ向け、首を傾かしげる遊廻。

「千回拒絶されたら、千一回歩み寄ればいい。諦めてこっちも拒絶したら、それこそ孤独だ」

「……そんなこと、できないよ」

　彩は刀を消し、遊廻へ歩み寄る。

「勝負は俺おれの勝ちだな？」

「……そう、だね。ルールは守らないと」

　笑みも浮かべず、魂が抜けたように佇たたずむ遊廻に、彩は言った。

「一つ、約束してくれ――二度と、殺人を犯すな」



    

  
    
      STAGE. 10　◇リスタート◆





　五月十四日、土曜日。朝。真ま白しろ家。

　目が覚める。いつも通り、ソファーの上で。普段と違うところがあるとすれば、自分の顔を見ながら「おはよう」と言ってくれる少女が、仏頂面で読書をしていることくらいだ。

「おはよう、鬽み黒くろ」

　対面に座り、メガネをかけた鬽黒は、本から目を離さず静かに答える。

「ん」

　…………。

　鬽黒は昨夜からこの調子だ。

　おそらく、遊ゆ廻かいに傷一つ負わせることができなかったことが原因なのだろうが、だとしたら彩さいにはどうしようもない。

「いい朝だな」

「今日の天気は曇りだ」

「あー……、うん」

　慰めるのは、違う。励ますのも、違う。そこまでは分かるが、一体どんな言葉をかけるのが正解か、彩には分からなかった。

　悩むように頭を掻かいていると、二階から誰だれかが降りてくる音がする。一歩一歩踏みしめるような音を立てて、リビングに現れたのは――。

「……おはよう、ピリカ」

　金色の髪を靡なびかせる少女だった。

「……おはよう」

　こちらも、機嫌がすこぶる悪い。

　それも同じく、昨夜から。

　彩は苦笑いを浮かべながら、遊廻との戦いの後の出で来き事ごとを思い浮かべた。



　事の顛てん末まつは、こうだ。

　言葉通り、遊廻は自分が決めたルールを守る人間だった。

　自宅に戻った時、ピリカはペナルティを受けるどころか記憶も保持していて、何より遊廻に敗北したことを悔しがっていた。

　喜びよりも驚きが勝って、次に遊廻がピリカを殺さなかったことを不思議に思った。

　だが、すぐに答えに思い至る。

　彼女にとって、『最も自分が楽しめる展開』というのは、自分の決めたルールに相手と自分を従わせた上での、殺人。

　ファミリーレストランで彩さいを脅した際のルールに、彩は従った。ルールを破れば仲間が殺される。けれど彩はルールを破っていない。ならば遊ゆ廻かいの方から、自ら定めたルールを逸脱することはしない。

　それでも彩自身を殺したかった遊廻は、彩を刺激するために、ピリカを襲った。結果、彩はまんまと騙だまされたわけだ。

　彩は納得すると共に脱力し、ピリカが【退場ロスト】していなかった事実に心底安あん堵どした。

　当の本人は、その敗北が相当気に入らないらしいが……。

　そして勝利した彩の言うことを一つ、敗者である遊廻は聞き入れた。

　不殺の強制。二度と誰だれも殺さないことを、誓わせた。ただの口約束にどれだけの効力があるかは分からないが、少なくとも自分が決めたルールだ、従いはするだろう。

　結局、《人間失核ワイト・ハート》との戦いで、誰だれ一ひと人り欠けることなく勝利を収められたわけだ。

　その結果に、納得できない人間がいても。

「えぇと、朝飯にするか」

「ん」「そうね」

　二人の態度は素っ気無い。日ひ頃ごろ自分がどれだけ好意的に接せられていたのかを実感し、機嫌の悪い女性ほど話し辛づらいものはないな……と思いながら、彩は溜ため息いきを溢こぼす。

　そして心が挫くじけそうになるのをなんとか堪えて、口を開いた。

「その、さ、二人とも」

　彩の言葉を無視して箸はしを進める二人に、彩は声量を大きくして言った。

「もう、俺おれといなくていいぞ」

　ピクっ、と。二人の体が動き、その視線が彩の顔へと向く。

　――今回は、運がよかっただけだ。

　今後も自分といれば、当然他の【調整者バランサー】に狙ねらわれることになるだろう。そうなったとき、彩は常に傍そばにいて護まもってやることが、できない。

　今回のピリカのように、離れている内に襲われたら当然。目の前にいた鬽み黒くろでさえ、止めることができなかった。

　このままでは、自分と一緒にいる所為で仲間が死んでしまうかもしれない。

　それは、嫌だった。

　自分が負けることより、自分が傷つくことより、嫌だった。

「やっぱり、どんなことがあっても俺は人を殺したくない。だけど、お前らがそれに巻き込まれて傷つくのは、嫌だから」

　そんな彩の言葉に、二人は――。

「アタシ達が足手まといだから、どっか行けって言ってんの？」

「なっ、それは違う。ただ、俺おれといることでお前らに迷惑が――」

「迷惑なんかじゃないよ」

　鬽み黒くろが断言するように言い、彩さいから視線を逸そらさずに続ける。

「私は君と一緒にいたいからいるのだ」

「……でも、今回みたいなことがあっても、俺はお前らを守りきれない」

　二十四時間ずっと近くにいるなど、不可能だ。だが、敵は待ってくれない。彩の事情など、心情など考慮してくれない。

　彩の仲間という理由で強敵に狙ねらわれるなら、彩の仲間でなくなればいい。それが最善だと、彩は考えた。

　が、二人はそうは思わなかったようだ。

「誰だれが、何い時つ、守ってほしいって言ったのよ」

「……いや、それは」

　言葉に詰まる彩に、鬽黒は機嫌の悪さを隠さずに口を開く。

「君は強い。一人で戦ったところで敗北しないくらいに。だからといって、君に他人を守る義務なんてないんだよ？」

「……そうかも、しれないけど」

　彩は二人を邪魔だとは思っていないし、信用も信頼もしている。だが、だからこそそんな二人が、自分の巻き添えで傷つくのだけは、嫌なのだ。

「だ、だから、その……」

　ピリカが顔を紅潮させ、気まずそうに口ごもる。

　そんなピリカの言葉を代弁するように、鬽黒は言う。

「強くなるよ。君を守るのではなく、君に守られるのでもない、並んで戦えるように」

「だからアンタも、その、アタシ達を少しは、頼りなさいよ」

　二人に表情らしい表情が戻る。仏頂面は消え、怒りと共に恥ずかしそうに頬ほおを染めていた。

「……あぁ、頼りにするよ」

　胸に広がったのは、安あん堵ど。

　――安堵？

　それではまるで、二人が一緒にいてくれて嬉うれしいみたいだ。自分と一緒にいることで二人は傷ついてしまうかもしれないのに、それでも自分が一緒にいたいみたいだ。

「いや、その通り、か」

「「ん？」」

　彩の呟つぶやきに、二人が反応する。

「なんでもないよ」

　彩さいは誤ご魔ま化かすように笑ってから、実感する。

　家族とは違う、一緒にいたいという感覚。

　これが友人というものなのだろうか。

「それで、少年」

「なんだ？」

「《人間失核ワイト・ハート》は殺していないのだろう？」

「あぁ」

　三人に話したのは、《人間失核ワイト・ハート》を倒しはしたが、殺さなかったこと。

　約束のことは、話していない。

「じゃあアイツ、また襲ってくるかもしれないじゃない」

「いや、それはないよ」

「……？　なんで言い切れるのよ」

「あいつはもう、誰だれも殺さないはずだから」

「なんだそれは。どういうことだ？」

　鬽み黒くろが首を傾かしげる。それもそうだろう。細かい事の顛てん末まつを三人は知らないのだから。

「あぁ、話すよ」

　そう言ったところで、チャイムが鳴った。

「朝から誰かしら？」

「……さぁ？」

　言いながら彩は立ち上がり、玄関へと向かう。

　扉を開けると、そこには。

「いい家だね、真ま白しろくん」

　私服姿の夢ゆめ壊かい遊ゆ廻かいがいた。

「……あんた、どうして」

　にこやかに微笑ほほえむ遊廻の髪は、ポニーテールに結ゆわれていた。

「お邪魔だったかな？」

「いや、そういうわけじゃないんだけど」

「お邪魔していいかな？」

「いや、それはかなり困るんだけど」

「じゃあここでいいや。今日来たのには理由があるんだよ。報告とお願いが一つずつ」

　まず報告ね、と遊廻は話し始める。

「まず、あれだよ、えぇと」

　遊廻が言いにくそうに唸うなってから、どうにか搾り出すように言った。

「……約束は、守るよ」

　髪の毛を弄いじりながら、彩さいから視線を外す。

「――そっか。それは、よかった」

　どうやら本当に、自分自身が定めたルールには従順らしい。

　自分にしか従わない意志の表れか、それとも何か信念でもあるのか。

　遊ゆ廻かいは彩に視線を戻して。

「だけどその所せ為いで、【調整者バランサー】は辞めさせられちゃった」

　言われて、気づく。

「……そうか」

「ルール違反者を【退場ロスト】させるのがお仕事なのに、誰だれも殺さないって言ったらクビにされるよねぇ」

「そう、だな」

　当然と言えば当然だが、彩はそこまで考えていなかった。

　間違っているから、それを正す。それしか頭になかったのだ。

「気にしなくていいよ。それよりさ」

　快活に、世間話でもするような気軽さで遊廻は続ける。

「それで、【調整者バランサー】が同じ【イマジネーター】に二人も退けられちゃったからって、あの子が特別な決定を下しちゃったんだよね」

「あの子？」

「えぇとね、君らはなんて呼んでるの？　このゲームを作った子」

「製作者のことか？」

「あぁ、そう呼んでるんだ。それだとまるで、"Over Image"を人間が作ったみたいだね」

　玉たま求きと同じことを言いながら口を押さえて笑う遊廻。自分からすれば適切な表現なのだが、【調整者バランサー】からすれば、どこかずれているのかもしれない。

「あんたは逢あったことあるのか？」

「まぁ、あるといえばあるけど、ないといえばないかな？」

「どっちだよ」

「わたし的には、あの子がそこにいるのか、生きているのか、人間なのか神なのかも分からないから、上う手まく言えないんだよ」

　苦笑。よく笑うところは変わらないが、遊廻の笑顔には幅ができた、と彩は思う。少なくとも完かん璧ぺきさは感じられないし、代わりに人間味を感じる程度に変化した。

　昨日の今日で人が変わるわけではないが、意識は多少なりとも変わったのだろう。

「まぁ、話が脱線しちゃったから戻すけど、わたしが負けたことで、君は指名手配されました」

「指名手配？」

「南みなみ区く、中なか区く、西にし区くに加え、わたしが抜けた分の栄さかえ区く、港こう南なん区く、磯いそ子ご区くも含めて全六区が担当者無しになったから。その六区にいる【イマジネーター】はどの【調整者バランサー】が裁いてもいいよ、ってことになったの」

「つまり？」

「つまりどころか更に、だね。更に言うけれど、【調整者バランサー】にこんな任務が出ました。《征白侵色ホワイト・ワイト》を【退場ロスト】させた者の願いを叶かなえる」

「なっ……」

　言葉を失う彩さいの表情を見ながら、遊ゆ廻かいは話を進める。

「余程君が邪魔なんだろうね。【調整者バランサー】はあの子の言う通りに何回も動けば願いを叶えてもらえるんだけど、それを君を殺すだけでって言うんだから」

「……今後更に、襲われる回数が増えるってことか？」

　頷うなずく。

「まぁその通りなわけだよ。でもね、腑ふに落ちないこともある」

「なんだよ」

「気づかないかい？　絶対的矛盾、いや不手際というべきかな。ミスというか、それすらも何か目的があるんじゃないかって思えるよ」

「ちょっと待て、何の話をしてるんだ？」

「自分で考えてみなよ。まぁいいや。報告終わり」

　彩としてはそう簡単に終わっていい話題ではないのだが、遊廻には関係ないようだ。

「次はお願い」

「お願い？」

「うん、いいかな？」

「内容によるけど」

「問答無用に受け入れる包容力くらい持ちなよ」

「あんたは俺おれを何だと思ってるんだ？」

「異常者でしょう？」

「……そうだな」

　冗談だよ、と遊廻が笑う。

「いいけどさ、勘違いしないでほしいのは」

　彩の唇に人差し指を当てて言葉を遮り、代わりに遊廻が続きを語る。

「俺はあんたを許したわけじゃない、でしょう？　いいよ、分かってるから」

「分かってる、ね……」

「うん、それでお願いなんだけどさ」

　その時遊廻がした表情は、初めて見るものだった。

　綺き麗れいな肌、その頬ほおを桜色に染め、躊躇ためらうような上目遣いで彩さいを見上げる。口を開いては言葉を発するのに失敗し、焦るように、恥じるように、緊張しているのが分かった。

　そして数十秒が経たって決心がついたのか、遊ゆ廻かいは右手を差し出した。

　これまた初めて聞く、遊廻の上擦った声。

「わたしと、友達になって、よ……」

「…………は？」

　予想外の言葉に、彩が首を傾かしげていると、遊廻は恥ずかしそうに彩を睨にらむ。

「き、君が言ったんじゃないか。千回拒絶されたら、千一回歩み寄ればいい、って」

「――……あぁ、そっか」

　彩はその瞬間に気づいた。

　夢ゆめ壊かい遊廻という少女は、進もうとしているのだ。

　傷ついたなりに考えて、歪ゆがんだなりに苦しんで。

　逃げ続けて殺し続けた結果、自分が決めたルールの中で彩に敗北して。また考えて。

　結果として、遊廻に何かしらの変化が表れたのだろう。

　彩はゆっくりと、差し出された手を握った。

　なんてことはない、普通の、柔らかい手だった。

「……やっぱり君は、嫌いだ」

「何でだよ……」

「優しすぎる。損するよ、その性格。後悔はしなくてもね」

「後悔がないなら、充分上等だよ」

　遊廻は包み込むように両手で彩の手を握り、上下に振ってから、ようやく手を放した。

「わたしは今でも、幸せな奴やつは不幸を知るべきだと思うし、加害者は痛みを知るべきだと思ってる」

「あぁ」

「でも、どうやらこのやり方は間違ってたみたいだから、仕方なく、やめてあげる」

「感謝はしないぞ？」

「むしろこっちが謝罪しないとね。しないけど」

「しないのかよ……」

「だって、皆もわたしに謝ってくれなかったもの」

　陰りのある笑み。

　自然と、彩の気分も重くなる。

　遊廻はそれを吹き飛ばすような明るい笑みを浮かべて、気丈に振舞う。

「それより真ま白しろくん。他の三人はどうするって？」

「……どうするって、何を？」
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      「君のことだから、『俺おれと一緒にいないほうがいい』とか言ったんじゃないの？」

「あんた、エスパーだったのか……？」

「君と一度でも喋しやべれば、大概の子は予想できる展開だよ」

　そうだろうか？

　首を捻ひねり、それでも当たってはいたので彩さいは答える。

「並んで、戦ってくれるってさ」

　遊ゆ廻かいが驚いたような顔をして、その後笑い声を上げた。

「真ま白しろくんだけじゃないね、君ら全員、狂ってる」

「【イマジネーター】として間違ってても、人としては間違ってないよ」

「そうだね。その通りだ。それじゃあ、頑張ってよ」

　遊廻が踵きびすを返し、玄関から出て行く。

　だが、途中で思い出したように振り返る。

「そういえば真白くん。君のクラスを確認したかい？」

「……？　してないけど、何でだ」

「わたしに勝ったは勝ったけど、あれはわたしが設けたルールの範囲でだからね、完全な勝利とはされなかったみたいだよ」

「どういうことだよ？」

「君の新しいクラスが、Ａ―２ってことさ」

「……そうか」

　クラスだけで言えば、あと一段階。そこまで行けば、願いが叶かなう。手が届く場所まで、来ている。

「あんたは何で、願いを叶えないんだ？」

　彩の問いに、遊廻は意地の悪い笑みを浮かべて応答。

「秘密」

「じゃあ、他のＡ―１の奴やつらは、何で願いを叶えないんだ？」

「それは簡単。叶えたい願いが複数あるか、ゲームに参加し続けることが願いか、叶えたい願いにタイミングが重要なのか。どれかでしょ」

　なるほど、と彩は頷うなずく。

　ゲームに参加し続ける理由は、彩が思い至らなかっただけで、いくつもあるらしい。

　そして今度は遊廻が彩へ質問をぶつける。

「君こそ、願いはそれでいいのかい？」

「…………何が言いたい」

「別に。ただ、誰だれにも不幸になってほしくない君にとって、既に不幸に見舞われている【イマジネーター】は、救済対象外なのかなぁ、と」

「……そんなこと言ったって、どうしようもないだろ」

　苦渋に満ちた顔で彩さいが答えるが、遊ゆ廻かいは変わらずの笑顔でそれを否定。

「いいや？　君の願いと、今まで不幸になった全すべての人間を救うのは、両立できるよ。それらを一気に解決できる『願い』を、掲げればいい」

「そんな都合のいい願いなんて――」

「考えてみて。何で君は不幸になったの？　何で他の【イマジネーター】は、不幸になったの？」

　それだけ言って、遊廻は今度こそ振り返らずに、その場から去って行った。

　夢ゆめ壊かい遊廻。

　かつて自分を【退場ロスト】させた人間で、彩の仲間を傷つけた人間だ。許せないし、許せる日は来ないのかもしれないけれど。

　今彼女が生きていることが、昨夜の戦いで誰も死ななかったことが、やはり彩は嬉うれしかった。

　そう思いながら、彩は遊廻の去り際の言葉の意味を考えた。



    

  
    
      
あとがき



　お久しぶりです、遊ゆ佐さ真ま弘ひろです。

　オーバーイメージ二巻をお手に取ってくださりありがとうございます。

　出ましたね、二巻……。一巻から半年も開いての刊行となってしまいました。

　さて、この二巻ですが、色んなことが起こります。

　新キャラが現れたり、幼おさな馴染なじみとデートしたり、幼女な先輩とデートしたり、金髪転入生の看病をしたり。これだけ書くとラブコメっぽいですね。

　大筋としましては、【調整者バランサー】になることを拒んだ彩さいのもとへ新たなる刺客が現れる。だがその相手はなんと、前回彩を殺した少女で――。

　再び自分を殺そうとする少女に対し、彩はどんな選択をするのか。といった感じになっております。

　お楽しみいただければ幸いです。



　そんな二巻ですが、一巻同様、改稿で苦労しました。

　一巻は、完成稿と応募原稿が別物でしたが、二巻もほとんど同じです。初稿と完成稿を見比べると、最初に書いた文章は三割ほどしか残っていません。

　どうしても消したくない文章というのはやっぱり最後まで消さずに残ります。なので、『どうしても消したくない文章』で最初から最後まで書くことができればそれが一番いいのですが、それが中々上手くいきません。いつかできるようになればいいのですが。



　そして今回、改稿で一番記憶に残っているのは、担当さんの改稿指示の一言です。とあるページに『もっとエロく！』と書かれていたときは、原稿の前で爆笑しました。そのシーンがエロく書かれているかは読者様に確かめてもらうとして。

　二巻を書いて実感したことがあります。

　それは、自分の好みが、万人にとっての面白さと同じなわけがない、ということです。

　考えるまでもなく当然のことですが、書きたいことを書きたいように書くだけでは、面白いものは書けないのだな、と強く実感しました。これを三巻（出れば）に活いかせればいいのですが……。





　以下、謝辞の方を。

　担当の庄しよう司じ様。原稿が遅れてすみませんでした。次は、早く提出できるよう努力します。それと、電話の度に「大丈夫？　声が死んでるけど……」と心配してくださるのは嬉うれしいのですが、あれが素の声です。僕はデフォルトで声が死んでるのです。というわけで、これからもよろしくお願いします。

　今回も挿絵を担当してくださったさんた茉まつ莉り様。お忙しい中ありがとうございました。実は鬽み黒くろが可愛かわいいパジャマを着るのは一巻だけの予定でした。それが、今回も着てます。理由は当然、一巻の挿絵です。あれが可愛すぎたので、今回も鬽黒にはパジャマを着てもらいました。次が出るなら、きっと着せてると思いますので、その時はよろしくお願いします。

　編集長様、編集部の皆様方、出版や販売に関わってくださった色んな方々、そして読者の皆様。

　自分がこうして物語の『続き』を書けるのは皆様のおかげです。本当にありがとうございます。



　そして最後に重大な告知です。

　なんと、『オーバーイメージ』がコミカライズされることとなりました！

　ちび丸まるさん作画のもと、七月から『コミックアライブ』にて連載開始です。

　コミカライズは物語を書くようになってからの目標だったので、物もの凄すごく嬉しいです。

　動く鬽黒やピリカ、それに挿絵で登場しなかったキャラクターのビジュアルが見れるのが楽しみです。

　運に定量があるならそろそろ底が尽きそうな気がしますが、これからも精進していきますので小説共々よろしくお願いします！



　それでは、一巻に引き続き本作を手にとってくださり本当にありがとうございました。

　なるべく早く、また皆様とお逢あいできることを願いつつ。

遊ゆ佐さ真ま弘ひろ
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      　著者

　遊佐真弘（ゆさ・まひろ）

　　第七回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　１９９４年生まれ、神奈川県在住。

　　好きな動物はネコ。



　イラスト

　さんた茉莉（さんた・まつり）

　　ゲーム原画家兼イラストレーター、大阪出身の東京在住。

　　最近は寿司とニコニコ中毒です。好きなネタはアジとうに！

　　ＨＰ「AiramatnaS」

　　http://www.airamatnas.com
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